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一章








１









　ラクセニア──エルファネルの王都ラウスから、街道沿いに北へ六日ほど進んだパルディールの森と呼ばれる広大な森に棲む、普段は温厚というよりも臆病なほどの魔獣の名称だ。

　彼らはいつもであれば森の奥に引っ込んで、ほとんど姿を見ることはない。しかし、夏の終わりから秋にかけての繁殖期にだけ、彼らは積極的に行動する。この時期のオスは人間でも魔物でも、動くものならばなんにでも飛びつき交尾行動をする。飛びついたのが同族のメスでない場合は相手を食い殺す、と言われているが本当のところは少し違う。

　彼らは巨大な節足動物、いわゆる昆虫だ。成人男性の半分ほどしかない全長にずんぐりした丸い体。胸部には細かな黄色い毛が生えており、六本の足にはギザギザの棘がある。また、二枚の羽を収納した甲羅は鉄剣でも弾くほど硬い。

　オスは交尾行動をするためにメスにしがみ着き、逃がさないよう強く抱き締める。その際足の棘が全身を締め付け、さらに胸部に生えた毛も針のように鋭く、硬い殻を持つ同族のメスでなければ死に至る重傷となる。革の鎧など易々と突き破り、人間はもちろん、硬い殻を持たない動物や魔獣も同様に死に至る。

　対処法は、動きが鈍くなることを覚悟で鉄製の鎧をまとうか、飛びつかれる前に倒すしかない。もっとも重い鎧を着ていてはラクセニアの素早い動きには対応できないし、倒すといっても彼らの殻は剣を弾くほど硬い。

　パルディールから馬の足で半時間ほど離れた場所に陣を張り、明日から始まるラクセニア討伐に向け武器の手入れを行う傭よう兵へいたちに交じって、鎧を脱いだ軽装の若い騎士たちが数十人、地面に座り込んでヴァルドエルの話に耳を傾けていた。騎士たちは背後で黒々とした姿を見せる夜の森に時々目をやっては眉を顰める。

　時折風に交じって何かの叫び声が聞こえてくる。それがラクセニアなのか他の魔獣なのかはわからないが、不気味な声が騎士たちを不安にさせていた。

「森は奴らの縄張りだが、ここまで離れていれば襲ってはこない」

　安心させるように告げると、若い騎士たちは神妙に頷いた。

　ヴァルドエルがエルファネル王国に雇われている傭兵団の軍団長であることは若い騎士たちも承知している。その強さや統率力、相当な場数を踏んでいること、それによる豊富な経験があることも有名だ。今までのラクセニア討伐でも最も討伐数が多く、対処法や弱点も当然わかっていることも知られている。討伐前夜の緊張から眠れずにいた騎士の一人がヴァルドエルに討伐について尋ねてきたのを切っ掛けに、あっという間に質問してくる人数が増え、今はまるで勉強会のような様相になっていた。

　ヴァルドエルが面倒臭がらずにひとつひとつの質問に几帳面に答えたのが原因ではあるのだが。

「夜の森には絶対に入るなよ。あと、日が暮れる前には必ずここへ戻ってこい。それを守れば死ぬことはない」

「手ごわい相手ですか？」

「城で先輩騎士に教えてもらわなかったのか？　奴らは素早いが、冷静に行動を見極めて飛びつかれる前に前足を払うか、胴体を真っ二つに切れば問題ねえ」

　ヴァルドエルが真面目にそう言った途端、後ろで武器の調子を見ながら聞いていた傭兵たちが一斉に笑った。

「無茶言わんでくれよ。あいつらの硬い胴体を一刀両断できるのは、軍団長くらいですぜ」

　スキンヘッドの傭兵が剣を磨きながら呆あきれてそう言った。笑いながら他の傭兵たちも、そうだと首を縦に振る。

「近づかれる前に槍やりで突くのが一番いい。奴らの羽音はでかいから、近づいてくればすぐにわかる」

　年配の傭兵の言葉に騎士たちがコクコクと頷く。軽口をたたき合う傭兵たちとは違って、騎士たちはその誰もが年若く、緊張しているように見えた。それもそのはずで、彼らは皆騎士になったばかりの者たちで、実践は今回が初めてなのだ。

　その中でひときわ目立つ少年にヴァルドエルは目を向けた。周りを緋色のマントを羽織った騎士たちに囲まれている彼の顔つきはまだ幼く、どうみても十代にしか思えない。短く赤い髪に緋色の瞳が特徴的で、それはこの国の王家の特徴と一致していた。

　彼の名はランギス・フォン・ド・エルファネル。エルファネルの第二王子だ。

　十四歳になったばかりの彼がこの討伐隊に組み込まれた意味は、ここにいる若い騎士たちと同じだ。

　エルファネルでは騎士の叙勲を受けた者がまず最初に命じられるのが、このラクセニア狩りだ。凶暴な魔獣といっても数人がかりで挑めば倒せる相手であり、実戦経験を積むにはちょうどいい相手なのだ。

　ランギス王子にとってもそれは同じで、初めての実戦に緊張した面持ちで傭兵たちの話に耳を傾けている。

　今年のラクセニア討伐隊は新人騎士が五十八名、王子を守る近この衛え騎士が二十名。それに傭兵が六百十三名という数になった。圧倒的に傭兵が多いのは、この魔獣狩りのためにあちこちからエルファネルに住処を持つ傭兵が帰ってきているからだ。

　一匹につき半銀貨一枚の報酬。二十匹狩れば半月は遊んで暮らせる金額になる。危険な魔獣狩りとはいえ、傭兵たちにとってはかなりおいしい話だ。

　ちなみにこれほどの隊を組んで討伐に当たってもラクセニアを殲せん滅めつさせることは難しい。彼らは強さではなく、その数こそが脅威となることも傭兵たちが騎士たちに話して聞かせる。実際、この討伐で命を落とす傭兵や騎士も数は少ないながらもいる。

「緊張する必要も気負う必要もない。三人から五人で一匹を相手にすれば、負けることはない」

「ただし、油断はするなよ。囲まれると厄介だからな。あと狙ねらうのは柔らかな腹だ。背中の硬い殻を叩いても並みの剣じゃ弾かれる」

「軍団長殿の剣は、並みではないのですか？」

　一人の騎士がそう声をかけた。並みの剣が通じないラクセニアを一刀両断できるヴァルドエルの剣に興味を持ったらしい。ヴァルドエルは、その言葉に背後を指さした。

「俺はアレを使う」

　騎士たちの視線がそこへ向かい、全員が言葉を失い目を見開いた。

　若い騎士の一人がごくりと生なま唾つばを飲み込む。大きな岩に立てかけるようにして置いてある大剣。何かの目印か、あるいは象徴的な物として置かれているのだと誰もが思っていた。そこにあったのはそれほどまでに長大な剣だった。

　騎士たちが愛用している剣とはまったく違う。長さは若い騎士の背丈ほどもある。厚みもあり当然のごとく重い。重装騎士でもここまでの剣を扱える者はいない。

「……アレをいつも使ってるんですか」

「いつもは幅広の普通の剣を使ってるが、実戦ではアレを使う。敵の装備も関係なく吹き飛ばせるから、いちいち考える面倒がなくていい」

　敵の体を鎧ごと叩き切る為に長く厚くして重さを増した、ヴァルドエル専用の大剣だ。普通の剣で受ければ間違いなくへし折られる。

「戦場では軍団長を見つけたら逃げろよ。側にいたら剣風に巻き込まれる。絶対に近づくな。死にたくなければ、な」

「今はラクセニアの話だろう。その言い方だと、俺が危険人物みたいじゃねえか」

「ある意味危険ですぜ。近くにいて巻き込まれたって話をいくつも知ってる」

「まあ……嘘うそじゃねえな」

　騎士たちはヴァルドエルの言葉に青ざめた。

「嘘と言ってやれよ。新米騎士が怖がってるじゃないか」

「ん？　ああ、大丈夫だ。切ったことは数回しかねえし、切られた奴も皆今でも生きてる」

「何のフォローにもなってないな」

　傭兵たちは一斉に笑い、若い騎士たちは引きつった笑みを見せた。

「まあ、さっきも言ったが、夜の森と俺に近づかなければ生きて帰れる」

「ラクセニア以上に厄介なのがココにいたな」

　再び起こった傭兵たちの笑いに、若い騎士たちは顔を引きつらせたまま見合わせるのだった。








２









　ラクセニアの討伐が始まって十日が過ぎた。ラクセニアの討伐は想像以上に体力と精神力を消耗する。しかも眠るのは硬い地面の上だ。最初は緊張して眠れず一晩中話し込んでいた若い騎士たちや傭兵たちも、この頃になるとほとんどの者は夕食を食べた直後に横になり明日の討伐に備えるようになる。

　深夜ともなれば見張り以外は誰もが深い眠りについている。

　軍団長の肩書を持つヴァルドエルは常の戦ならば個別のテントを与えられるが、ラクセニア討伐の折は作戦も何もないので他の傭兵たちと一緒になって大きなテントで雑魚寝をする。昼間は大剣を振るいながら周りの状況を確認したり、若い傭兵のフォローをしつつ森を駆け抜けている。そんな人並み外れた体力を持つヴァルドエルも、薄い毛布を何枚か敷いただけの硬い地面の上で深い眠りについていた。

　夏の終わりの夜は冷える。特にここは王都から北方で、風は冬のような寒さを感じさせた。テントの入り口は虫除けと風よけのために何重にも布が折り重なっている。そのテントの入り口の布が静々と持ち上げられていく。外の夜気がテント内に流れ込んで中の空気を揺らした。

　しかし深い眠りについているのか誰も目を覚まさない。

　布が持ち上げられ、外にいた人物がテント内に忍び込んだ瞬間、ヴァルドエルの固くつむっていた瞼まぶたが開いた。側に置いていた幅広の剣を掴つかんで膝ひざ立だちになる。柄つかを握った手はいつでも剣を抜けるように、目は油断なく侵入者に向けられていた。

　無言で侵入者を睨にらんだヴァルドエルは、しかし一つしかない右目を見開いた。

　侵入者は右の人差し指を唇に当て、ヴァルドエルを目で外へと促した。とっさに周りの傭兵たちを見回し、皆が眠っていることを確認してヴァルドエルは小さく頷いて立ち上がる。

　テントの布を下ろすと、中から響いていた傭兵たちの寝息が途端に遠くなる。

　あたりを見回し少し離れた場所にいた侵入者の元へと近づく。新月で星明りしかない夜の元、その人物は闇に紛れるようにして立っていた。

　細身の体に薄い紫のワンピース。漆黒の長い髪が夜風に舞い、それを耳にかけて振り向いた顔には笑みがあった。

「ヴァル！」

　高く澄んだ声にヴァルドエルは頬ほほを緩めた。

「来ちゃった」

　王都ラウスを出てから二十日近くが過ぎようとしている。久しぶりに見る由ゆ香か利りは、見送ってくれた時と変わらぬ笑みでヴァルドエルを見上げてきた。

「由香利」

　名を呼べば由香利は満面の笑みを浮かべる。

「ヴァルがいないと寂しくて、邪魔だってわかってたけど追いかけてきちゃった」

　夢だろうかと思いながらもヴァルドエルは目の前に立つ由香利を見つめた。夢だろうが何だろうが構わない。目の前に由香利がいて、ヴァルドエルを追ってきたというのだ。好きな女にそんなことを言われて、心が騒がない男がいたら教えてほしいと素直に思う。

「あのね、それでね。ぎゅってしてほしい。駄目……かな？」

　上目づかいに見てくる由香利にヴァルドエルは目を細めた。由香利の頬を大きな手で包み込む。闇の中でも浮かび上がる白い頬は、薄っすらと上気していて温かくすべすべしている。由香利はうっとりとした表情で目をつむった。

　ドクドクと脈打つ鼓動が全身に熱を運ぶ。それは同時にヴァルドエルの体の中心へと集まっていく。欲望のままに由香利の柔らかな唇に吸い付いて、そのまま押し倒して思う存分抱きたいと思った。

　それを実行すべく、ヴァルドエルは由香利の頬から首筋へと指を滑らせる。

「何の夢かと思うたら、ずいぶんと甘い夢を見るものよ」

　突如左手から聞こえた声に、ヴァルドエルはとっさに剣を抜いていた。背にかばおうとした由香利が、その一瞬の間に宙に溶け込むように消え失うせていく。焦って手を伸ばしたヴァルドエルが掴んだのは空気だけで、由香利の姿はどこにもない。それどころか、瞬きする間にあたりの景色さえ変わっている。

　森も草原もない大地にヴァルドエルはいた。軍のテントもなければ森から聞こえてきていた不気味な叫び声も聞こえない。地平まで広がる荒涼とした大地。空には先ほどまではなかった赤い月がかかり、その月の下白い髪の妖よう艶えんな美女がヴァルドエルを見つめていた。

「何者だ」

　剣を構えながらヴァルドエルは油断なく目の前の美女を睨みつけた。

「エテルシア、と言えばわかるかの？」

　ヴァルドエルは眉根を寄せた。

　どこか遠い記憶でその名を聞いたことがあるような気がする。記憶をたどってその名前に行きついた時、ヴァルドエルは瞬時に地を蹴っていた。肉薄したエテルシアに鋭い斬撃を浴びせる。常ならば相手は袈裟懸けに裂かれて死体が転がるはずであった。が、目の前にいた美女の姿が一瞬でかき消えた。剣先には肉を割く手ごたえもなく、むなしく空を切っただけだった。

　ヴァルドエルは戦士としての感覚を研ぎ澄ませた。気配だけを頼りに振り向くと再び剣を振るった。が、やはりそこにいた美女は空中に霧散するように消える。

「短気な奴め。これでは話もできぬではないか」

「魔王とする話はない」

「由香利の話でもか？」

　言葉にヴァルドエルは目を剥いた。

　悠久の時を生きる魔王から由香利の名前が出ることなど想像もしていなかったからだ。ヴァルドエルは一つ大きく息を吐くと剣先を下げた。

「話を聞こう」

「由香利の名を出しただけで、ずいぶんと素直になるものじゃな」
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　ほほほっとエテルシアが軽やかに笑う。

　ヴァルドエルは憮然とした表情のまま、その笑みを睨みつけた。

　確かに由香利の名前を出されただけで攻撃をやめるのは危険な気がする。相手は魔王で、人など簡単に消してしまえる存在だ。それこそ夢の中で痛みすら感じさせずに。

　夢と眠りを司る淫魔王のエテルシアは様々な者の夢を渡り歩くことができる。現実の世界では人の承諾なしに術をかけることはできないが、彼女が支配する夢の中ではその必要はない。強力な術をかけ、時に夢の中で人の精を貪ることもあると聞く。

　その魔王が世界中にいる人間の中からヴァルドエルを選んで、ただの世間話をしに来たとは到底思えない。特に由香利に話が及ぶとなればなおさらだ。もし仮に由香利の身に何か起こっていた場合、取り返しがつかないことになる。

　由香利は自分とは違う、とヴァルドエルは目を細めた。

　由香利は弱い。女性は皆同じようにか弱い存在だが、由香利は全く違う次元の存在だ。見た目からしてそうだが、触れてみればそれはガラス細工のように思えるほど華奢で、ほんのわずかに力を加えただけで折れてしまいそうな細い身体。なのに時折逆らうように見上げてくる黒い瞳は意志の強さを秘めていて、ヴァルドエルをたじろがせる。

　傭兵団の軍団長としての地位に情けを得ようとしているわけでも、ヴァルドエルの体だけを目当てにしているわけでもない。純粋に『自分』を見上げてくる瞳を思い出して、ヴァルドエルの下腹部がこんな時でも熱を持ち始める。

　しばらく精を解き放っていない体は正直なもので、今は女性を見るだけでいろいろと想像して肉棒は勝手に身を硬くする。由香利の姿を見た後は尚更で、魔王とわかっていても女の姿に疼うずきは収まらない。ズボンの下で硬く立ち上がるものをヴァルドエルは呼吸を整えて何とかやり過ごした。

「それで？」

「由香利をこちらで預かって………っ、話は最後まで聞け、馬鹿者が」

　言い終わらぬうちに剣がうなりを上げて襲ってきて、エテルシアは軽やかに宙に飛んでヴァルドエルの剛剣を躱した。

「王都ラウスで子連れの黒い髪の魔術師がいるという噂が立っている。噂を放っておけば、いずれ由香利に行きついて妙な輩が手を出してこないとも限らぬ」

　振り下ろした剣をぴたりと止めてヴァルドエルはエテルシアを見つめた。黒い瞳に色々な感情が浮かんでは消える。が、一瞬後にはまた感情を抑えた瞳に戻った。眉間の皴をそのままにヴァルドエルは再び剣を引き、そのまま鞘に納めた。

「賢明な判断じゃの」

「それで？」

　余計な話をするつもりがないことを示すように、ヴァルドエルは声音を低くしたまま続きを促した。

「じゃからほとぼりが冷めるまで留め置くつもりで妾の館に招いた。が、由香利はラウスに帰りたいと毎日言ってくる。お前との約束があるから戻らねばならぬと言って聞かぬのだ」

「約束……」

　ヴァルドエルは左手でにやけそうになる口元を覆った。

　ヴァルドエルとした約束は、家で彼の帰りを待つこと。それを何度も約束させたが、ほとんどは由香利を啼なかせて追い詰めた後にさせたものだ。イった後のぼんやりとした頭に刷り込むように、あるいは攻めまくって啼かせながら言わせた。馬鹿が付くほど正直で生真面目な由香利を思えばそれは当然のように思えたが、強制的に言わせた言葉でも、由香利が守ろうとしていることが単純に嬉しい。

「それで？」

「手紙を書け。今すぐ由香利に当てた書状をしたためろ。そうすれば妾が由香利に渡してやる」

「そんな面倒なことをせずとも、魔王なら由香利の夢に俺を誘えるんじゃねえのか。夢を操るお前のことだ。できるだろう？　それなら俺が直接……」

「断る」

　即答されて、知らず剣の鞘を握る手に力がこもる。

「由香利に会わせば、すぐにお前は抱き潰しにかかるじゃろうが」

　図星を指されてヴァルドエルは口をへの字に曲げた。

　確かに由香利に会えば夢の中とはいえ、夢が覚めるまで抱き続けるだろう。それこそ夢にまで見た女なのだ。一度だけなどで足りるはずがなく、飽きるまで抱くだろう。もっとも、由香利に飽きるなどあり得ないから、抱き潰すのは目に見えている。

「本当に女の扱いが下手な奴じゃ。女は手紙一つ、花一つ送れば喜ぶ生き物じゃ。じゃからまずは手紙を書いて由香利にいろいろ伝えろ。で、ついでに妾の所で暮らすことも書くのじゃ」

「いろいろってなんだ」

「会いたいとか恋しいとか、いろいろあるじゃろうが」

「抱きたいとか……」

「話を聞いておるのか、貴様は！　大体貴様は女心を全くわかっておらぬ」

　魔王に人のことを言われたくないと、ヴァルドエルは心の中で悪態をついた。その態度が表に出ていたのだろう。エテルシアは女性であることを見せつけるよう、ことさらに豊満な胸を反らして見せた。思わず釘くぎ付づけになりそうな視線を無理やり逸そらす。

「普通に話している時でも、睦むつみごとの時でも、女に声をかけるのが男の役目じゃろうが」

「声をかける？」

「好きとか可愛いとか綺き麗れいとか、それこそいろいろあるじゃろうが。貴様が見て、思って、感じたことをそのまま素直に言葉にすればよい。褒められて嬉しくない女はおらぬ故な」

　ふむ、とヴァルドエルは顎あごに手を当てて考えた。

　由香利に可愛いと言ったことは何度かあった気がするが、確かに抱いている最中も言ったがあまり多くはない。それは昔からそうだし、今まで抱いてきた女たちにも同じことがいえる。声をかけなくても愛撫や攻めている態度でわかるだろうと勝手に考えていたからだ。確かに可愛いと褒めた時は由香利も頬を染めていた気がするから嫌がっているのではないだろう。

「そうか。わかった。では由香利の夢に案内……」

「じゃから貴様は人の話を聞けというに。馬鹿なのか貴様は！」

「よく言われる」

　真面目に返せばエテルシアは手で顔半分を覆って盛大なため息を吐ついた。

「よく聞け。由香利の体は一つで、貴様に合わせて抱き潰し続ければ壊れるぞ。心も、体も」

　ぽつりと言われた言葉がヴァルドエルの耳に届き頭に響くまで数瞬の時を要した。さらに心に響くまでも数瞬かかる。

　由香利が壊れる。体も、欲しいと思っている心も。

　ドクっと心臓が嫌な音を立てて軋きしんだ気がした。冷たい手で心臓をじかに握られているような感覚が襲ってくる。喉のどがカラカラになって、冷汗が背中を伝った。

　由香利を約束という言葉でヴァルドエルの側に繋ぎ止めた。由香利は生真面目で約束事は必ず守るだろう。だが、体がそこにあっても心がないなら意味がない。本当に欲しいのは由香利の心だ。

　黒い瞳に映すのはヴァルドエルだけであってほしい。けれど心が壊れれば目の前にいても、その瞳には何も映さなくなる。

　先ほどの空中に溶けるようにして消えた由香利を思い出して、ヴァルドエルは体の奥からはい上ってくる言いようのない悪寒に身を震わせた。

「ヴァルドエル。由香利の心が欲しいならば、その心を開かせねばならぬ。そのためのアイテムが手紙じゃ。花の一輪も添えて由香利に渡してやる。今までにないアプローチで由香利の心を掴め。ついでに妾の館にいることも承知させる文言も忘れるでないぞ」

　ごくりとヴァルドエルは唾を飲み込んでエテルシアの紫色の瞳をじっと見つめた。

　魔王の手の上で踊らされている感は否めない。が、言っていることは正論で、ヴァルドエルの頭では論破できないことも重々承知していた。それに、だらしなく震える体がエテルシアの言葉に頷きたがっている。

　ヴァルドエルは拳こぶしを握りしめて自らを叱咤し、目の前の魔王を見やった。

「一つだけ確認させろ。なぜ由香利にそれほど構う。確かに黒髪黒目は珍しいが、普通の娘だろう」

「ふん、白々しいの。貴様も知っておろう。由香利が異界の娘であることを。そしてその異界より呼び寄せたのが妾じゃ。由香利と貴様を引き合わせた点で言えば、妾は恩人じゃぞ？」

「呼び寄せた……」

　恩人であるという言葉を丸ごと無視してヴァルドエルは呟つぶやいた。

　召喚者であると明言されてエテルシアが由香利に干渉しているのはそのためだったのかと、今更ながらに納得した。

　魔王は油断ならない相手で、簡単に信頼すべきではない。しかし今ここに由香利はおらず、遠い地にいる。守れるほどの近さにいないことに焦りを感じても、走っていける距離でないことは確かなのだ。

「呼び寄せたことも理由の一つじゃが、妾は由香利を気に入っておる。これでよかろう？　わかったらさっさと手紙を書け」

「……わかった」

　ため息と共に低く一言承知の言葉を告げると、エテルシアは艶然とした笑みを浮かべた。

　しかし数時間後、エテルシアにもヴァルドエルにも笑みを浮かべる余裕はなかった。

　疲れた顔で書き上げたばかりの手紙を差し出したヴァルドエルは、同じく疲れた顔で手紙を受け取るエテルシアに告げる。

「手紙とは難しいものだな」

「貴様が阿あ呆ほうなだけじゃ」

　この数日の見たこと思ったこと感じたことをそのまま書いたら、戦況報告が出来上がってしまった。怒られて書き直せばラクセニアの弱点と討伐における注意点という説明書が出来上がった。

　ギャーギャーワーワー言われながらようやく由香利への手紙が書きあがったころには、魔王であるエテルシアも疲れ果てていた。それは普段頭を使わないヴァルドエルにとっても同様で、エテルシアの豊満な胸元に手紙が仕舞われるのを見て、やっと解放されると安あん堵どと疲れの深い深いため息を吐いた。

「全く余計な手間を取らせおって、馬鹿者が」

　ぶつぶつ文句を言い連ねるエテルシアの言葉と表情に、ヴァルドエルはふっと頬を緩めた。

　伝承や言い伝えで聞く魔王は人を破滅に導くこともある存在だ。だが、こうして目の前にしてみるとそういった邪悪さは全く感じられなかった。どこにでもいそうな世話好きのおばさんのようだ。例え魔王といえども人の夢に入るのには魔力を必要とするだろう。それなのに数時間ヴァルドエルに付き合って、ああでもないこうでもないと助言を与えてくれていた。

　もちろんエテルシアがヴァルドエルにすべてを見せているとは思えないし、そんな一面を見ただけで信頼するほど甘くも純粋でもない。

　それでもヴァルドエルの本能が告げている。エテルシアは『敵』ではないと。

「討伐が片付いたら由香利を迎えに行く」

「妾が今拠点にしておるのは、この大陸のはるか南方。海に浮かぶ孤島じゃ。普通に迎えに来れる場所ではないぞ」

「普通ではない方法を用意しているんだろう？」

　笑んで言うヴァルドエルにエテルシアはわずかに目を開いた。それからふわりとほほ笑む。

「何もかも知っておるような顔つきじゃの」

「何も知らん。勘だ」

「勘かい！」

　思わず突っ込んだエテルシアは、コホンと咳払いをすると胸元から何かを取り出してヴァルドエルに投げつけた。空中で受け取ってそれを見たヴァルドエルはぐっと眉根を寄せる。

　手のひらサイズの小さな梟フクロウの木彫り。それはもちろんヴァルドエルが由香利の側にいろと厳命していたメトケス作の守護者だ。

「フクロウ」

　呟けば応えるように梟の彫刻が光り出す。光と同時に彫刻が手のひらから消え失せ、代わりにヴァルドエルの側に跪くフクロウが現れた。その姿にヴァルドエルは小さく鼻を鳴らしてエテルシアを睨む。

「何をした？」

「妾の魔力を少し与えた。防御の力だけでなく、由香利を害そうとする者を払えるようにの」

　すっくと立ちあがったフクロウはエテルシアと同じ目線の高さからヴァルドエルを見てくる。すらりとした長身に短い銀色の髪。黄色の瞳はそのままに、子供独特の大きな目は切れ長になっている。肌は白く、淡褐色のローブをまとった姿はまさしく魔術師のようだ。エテルシアの魔力の影響か、ただ立っているだけなのに色香がだだ漏れで、十人女がいれば十人が振り返るほどの美丈夫になっていた。

　フクロウの腰には、敵を払うためか革の鞭が束となって括り付けられていた。それがただの飾りでないことは、ローブの下に見えるしなやかな筋肉が雄弁に語っている。

　守護者は魔力を与える者の姿に似る。メトケスの時は子供の姿で、そしてエテルシアから魔力を与えられたフクロウは妖艶とも思えるほどの美男子に成長していた。

「由香利付にさせていたはずだが」

「妾の側におれば、そ奴の力は必要なかろう。帰還の魔法を教えてある故、それを使って妾の館まで来い」

「今すぐ……」

「片を付けたらと自分で言っておったろうがっ。まったく、お前はどこまでが本気でどこからが冗談なのかわからぬの」

「どこまでも本気だ」

「ならば阿呆なのか」

「その通りだ！」

「偉そうに答えるな、馬鹿者が」

　エテルシアは疲れたようにため息をこぼしてヴァルドエルに目をやった。

「とにかく由香利に手紙は渡す故、貴様は女心というものを研究してから由香利を迎えに来い。それまでは妾が由香利を預かりおく。良いな？」

「良くはないが……俺も今はここを離れられんから仕方ねえ。お前はメトケスの師匠だと聞いたことがあるし、まあ悪意のある者ではないと俺の勘も言っている。だが一つだけ確認させろ。由香利に手は出していないだろうな」

　低い、地の底から響くような声でヴァルドエルはエテルシアに詰め寄った。初手の一撃のような鋭さをもってそれはエテルシアの耳に届く。それにエテルシアは目を細めて笑った。

「先ほども言うたが、妾は由香利を気に入っている。傷つけるような真似はせぬ。それに由香利は初心故、手を出そうとしても突っぱねられる。人の承諾なしには妾は術もかけられぬからの。そこは信用しろ」

「…………わかった」

　どこかほっとしたような、それでいて迷いや苛立ちを見せる一つしかない黒い瞳に、エテルシアは笑みを浮かべた。

「さて、用も済んだ。妾は帰るが、その前にソレを何とかしてやろうか？」

　エテルシアは細く白い指でヴァルドエルの股こ間かんを指した。

　そこにはいまだに隠しようのない興奮の証である膨らみがある。ヴァルドエルのモノは自身でも気づかぬうちに由香利の名前にすら反応して勃ち上がっていた。

「妾は淫魔。男の精を啜るのは得意じゃぞ。女を抱いておらぬのなら溜まっておるじゃろうが。夢精せぬうちに抜いてやろうか？」

「いらぬ世話だ」

「この姿が気に入らぬならば由香利の姿で……」

　言葉の途中で空気の裂ける音が聞こえた。と思った時にはすでにヴァルドエルの手には抜身の剣が握られていた。白い髪が数本宙に舞って地面にはらりと落ちる。

　構えた、とか抜いた、とかの予備動作もなく、一瞬の間に行われたその動きに、さすがのエテルシアも舌を巻いた。

　目の前の男からははっきりとした怒気が向けられていて、それは一つしかない黒い瞳からも伝わってくる。怒りを含んだ一撃は、油断していたエテルシアには予測することもできず、避けることも不可能だった。自身の操る夢の中で死ぬことはないが、ヴァルドエルが並みの剣士でないことを身をもって知ったエテルシアは目を細めた。

「俺を本気で怒らせたいのか」

　黒い瞳と言葉に怒気をはらませたヴァルドエルにエテルシアは逆に笑みを浮かべた。

「初撃は本気ではなかったか。なかなかに面白い男よ」

「…………」

「ラクセニアごときに殺られるでないぞ」

「余計な……」

　世話だと言おうとした言葉が途中で途切れる。

　ヴァルドエルは闇の中で目を見開いた。

　目に映るのは暗いテントの幕で慌てて身を起こせば、そこは昨夜眠った場所と同じだった。あたりからは傭兵たちの鼾と寝息と寝言と歯ぎしりが聞こえ、白髪の美女はどこにもいない。

「夢……」

　にしてはリアルだったと額ひたいの汗をぬぐったヴァルドエルは、ふと違和感を覚えて自分の右手を見下ろした。そこに握られていた物を見て息をのむ。

　古い木製の彫刻。梟の形をしたそれはやはりあのフクロウで、由香利の元にいるはずの守護者だ。その小さな存在が先ほどまでの夢が夢でないことを告げていた。

　ヴァルドエルはそっと身を起こすとテントを抜け出た。

　夜明けにはまだ早い時間だ。遠くで見張りがヴァルドエルを見て騎士の礼を取った。それに片手を上げて応える。ヴァルドエルは深く息を吐くとその場を離れた。テントから離れ、見張りからも見えない岩陰に背を預けて再び長く深い息を吐いた。

「……由香利」

　先ほどの夢で思い出すのは白髪の美女ではなく、やはり由香利のことだった。魔物の討伐で夢を見ることもないくらい疲れて眠る毎日で、数週間ぶりに見る由香利の姿はヴァルドエルの胸に熱い鼓動をよみがえらせた。

　魔物討伐の工程は半分を過ぎている。それでもあと半分も残っていることにヴァルドエルは焦燥感を強めた。

　魔王は由香利の無事を請け負っていたし、嘘を言っているようには感じられなかった。それでもやはり誰かの手の中にあると思えばいら立ちが募る。キラーシュの言葉を無視してずっとあの家に閉じ込めておくべきだったかと思う。わがままだとわかっていても、自分だけの由香利でいてほしいと望んでしまう。が、外に出た時の由香利の嬉しそうな表情を思い出してヴァルドエルは首を振った。

　華が開いたような笑顔を思い出してヴァルドエルは口を左手で覆う。

　目を閉じれば鮮明に由香利を思い出すことができる。象牙色の滑らかな肌。珍しい黒く手触りの良いサラサラな髪。真しん摯しに見上げてくる黒い瞳。細い手足。ヴァルドエルの胸までしかない背丈。

　筋肉もあまりなく厚みのないその華奢な体で、ヴァルドエルを受け入れ包み込む。全身を真っ赤にさせながら喘あえぐ由香利の姿態を思い出して、ヴァルドエルの鼓動が一気に高まった。

　眉根を寄せる悩ましげな表情。どこもかしこもが柔らかな身体。触れれば全身が性感帯のようで小さな吐息を繰り返す。特に敏感な胸の先端と潤った花弁。その奥の秘められた蜜壺は熱く柔らかい。ぷっくりと膨れる小さな花芽を弄いじってやれば、由香利は甘い声で啼いた。

　右手で硬く滾たぎった自身を取り出して添わせれば呆れるほど濡れていて、呼吸を整えるだけでは収まらないことを告げている。

　ぎゅっと握りこんだ肉棒は熱く、ドクドクと脈打つように震えている。由香利の甘い声を思い出せばさらに身を硬くして、早く欲望を解放しろと透明な液を吐き出す。

「……っ」

　右手を動かしながら左手で快感の呻うめきが出ないように口を覆う。

　ヴァルドエルは脳裏の由香利を好きなだけ犯して、欲の証である白濁を吐き出した。

　由香利から離れてこうして自身の右手の中に吐き出したのは二度目だ。定期的に抜かなければ頭が欲望でいっぱいになり、討伐どころではなくなる。一週間以上出していなかったヴァルドエルの白濁はとどまらず指の隙すき間まから流れ落ちる。

「どれだけ欲しがってんだ、俺は」

　自分のことなのに呆れかえり、ヴァルドエルは大きく息を吐いて暗い空を見上げた。月のない夜空の星の瞬きは美しく、同じ星を由香利も見ているのかと思えばなぜか胸が苦しくなった。

「早く……会いてえな」

　ぽつりとつぶやいた言葉は、風に流されて誰の耳にも届かずに消えた。
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　エテルシアの家、というよりも、もう城だと思えるほどの屋敷はとてつもなく広い。日本の家が海外からウサギ小屋と呼ばれているように、由香利が広いと思っている海外の家さえもかすんでしまうほどの広さだ。とにかく規模が違う。

　玄関ホールは一流ホテル並みの広さと豪華さで赤い絨じゅう毯たんは毛足が長く思わず靴を脱いでしまいそうになるほど緻密なデザインがなされている。扉をくぐった先の控えの間も、これまた広い部屋。自然の光が入るように設計された吹き抜け構造で、窓から太陽の光が差し込んで部屋全体を明るくさせている。

　階上へと続く階段は壁に添うように作られ、豪奢なのに繊細な彫刻があちこちになされている。二階にはエテルシアの主寝室はもちろん、由香利が使用している緑の寝室と呼ばれる淡い緑色で統一された客用の寝室の他にも青や赤や黒といった色分けされた寝室がたくさんあり、それこそホテルのようだと由香利は何度もため息を吐いた。

　屋敷の中央には中庭が設けられていて、緑が目に優しい。色とりどりの花が咲くこの中庭は、どこの部屋からも愛でることができる。

　屋敷の手入れや身の回りの世話など、エテルシアに仕える五十人近くいる使用人たちは人の姿をしているもののやはり元は魔物だった。エテルシアの魔力を受けて人型を取っているためか、皆イケメンで妖しいほどの魅力で溢れている。

　彼らは地下にある使用人の部屋で休むのだが、毎日誰かがエテルシアの主寝室へ赴き情事を交わしている。時には一人でないこともあり、由香利はいろいろと想像して顔を赤らめた。

　絵画の間や書斎、キッチンや倉庫など屋敷中のあらゆる場所を探検してみて回り、これ以上探検することがなくなった由香利は外に足を向けてみた。

　もちろんフクロウとエテルシアのイケメン護衛が二人ついてくる。

　丘の上に立つ屋敷の周りは手入れされた庭が広がり、塀や柵で覆われることなくそのまま見渡す限り緑が続いている。どこまでが庭でどこからが外なのかもわからないほどだ。剪定された木々や草花、それらを楽しむための東あずま屋やや温室もあちこちに備えられていた。その緑の中を歩いて行けば唐突に前方が開ける。

　緑の先に広がっていたのは真っ青な海だった。

　エテルシアが由香利を連れてきたところは、ぐるりと周囲を海に囲まれた島。エテルシアの屋敷しか家がなく、他には誰も住んでいない孤島だった。

　歩けば一日はかかるが、車なら四時間ほどでぐるりと一周できてしまうくらいの島で、住人はもちろんエテルシアと使用人たち以外にいない。

　この孤島すべてがエテルシアの所有物で、由香利が島自体が庭だと思ったのも無理はないことだった。

　ラウスから魔法で移動してきた時も空や空気の違いでかなり離れた場所であることは予測していたものの、まさか孤島とは思ってもいなかった。

　エテルシアには何度もラウスの家に帰りたいことを伝えていた由香利だが、エテルシアはそのたびにのらりくらりと質問をかわして話を変え、由香利に島中を案内して回った。帰る方法がエテルシアの魔法しかない状況では彼女の機嫌を損ねるわけにはいかない。由香利はそう思いながらものんびりとした、それでいて焦るような日々を数日過ごしていた。




　夕食を食べる時の食堂とは別の、朝日の採光を考えて造られた朝食用のダイニングルームのテーブルには焼きたてのバゲット、クロワッサンにブリオッシュが並べられている。贅ぜい沢たく品ひんのバターはプレーンと香草を混ぜたタイプの二種類があり、蜂蜜や花の香りのジャムもある。その他にもポーチドエッグに目玉焼き、ベーコンにハムやソーセージまでがある。色とりどりのフルーツと野菜が白い皿に綺麗に盛り付けられ、紅茶の他にフルーツのジュースも用意されている。

　テーブルに座っているのは由香利とエテルシアだけなのに、何人分の朝食を用意したのだろうかと問いたくなる量だ。由香利は目の前に座るエテルシアを上目づかいに見た。

　エテルシアはすました顔でパンにバターを塗っている。

「どうした。食べぬのか？」

「いえ、いただきます」

　フランスパンのような外側がカリッとしているパンを手に取ってちぎる。

　外側は硬いのに中はふわふわで、まだ温かい。バターを塗れば程よく溶けて、一口食べればパンの香ばしさとバターの甘さが口の中に広がる。

　エルファネルでもパンは主食なのだが、バターは贅沢品であるためあまり多くは混ぜ込まれていない。結果味気ないパンに蜂蜜をかけて食べることになり、日本のパンがどれだけ美味しいかを再確認していた。エテルシアの朝食に出てくるパンにはその贅沢品がふんだんに使われている。焼きたてのクロワッサンからもバターの香りがして、口に入れればサクサクとした食感が美味しさを倍増させる。

　しばらく黙々と食べていた由香利はパンをちぎりながらチラリとエテルシアを盗み見た。

　この城のような屋敷に連れてこられてから、すでに十日が過ぎようとしている。エテルシアには毎日帰りたいと伝えているのだが、今のところ聞き届けてくれる様子はない。

　町まで歩いて帰れる距離でないことはすでに確認済みで、ここから出るには船かそれこそ魔法でも使わないと無理だ。

　毎日の食事は極上で、由香利は贅沢すぎて申し訳ない気持ちになってしまう。しかし、その食事と天然の温泉が由香利のどうしても帰りたい気持ちをしぼませる原因となっている。贅沢は望まないが、日本と変わらない美味しさのパンはやはり魅力的だ。それにヴァルドエルがラウスに帰ってくるのはまだ一週間以上も先の話だ。人が側にいる温ぬくもりは穏やかで、やはり一人きりの家に帰るのが躊躇ためらわれるのも確かなのだ。

　が、今日の由香利はいつもとは違っていた。

　フルーツジュースで口の中をさっぱりさせてから、由香利はエテルシアの紫の瞳を真正面から捉えた。

「今朝からフクロウの姿が見えないんですが、どこに行ったか知りませんか？」

　疑問形で聞きながらも、エテルシアが知っていることを前提として由香利は問いただした。

　フクロウはヴァルドエルが由香利につけてくれた守護者だ。そのフクロウの姿が今朝から見えない。昨日は一緒のベッドで眠った。いつも由香利が寝入ったくらいにはなぜかベッドを抜け出しているのだが、由香利の側から離れたことは一度もない。

　そのフクロウが今朝はベッドの側どころか部屋にさえいない。呼んでも応える声はなく、主であるヴァルドエルの許可なく由香利の側を離れるとは到底思えない。

　何かあったとしか思えず、その何かもエテルシアが関わっていないと考えるほうが無理だった。

「あの木彫りの梟か。あとでゆっくり話してやる故、今は食事を楽しまぬか。せっかく彼らが作ってくれた食事じゃぞ？」

　給仕に当たっている制服姿の青年たちが部屋の隅に控えている。髪の色も目の色も様々だが、その姿は一様に整った顔立ちで、色香がだだ漏れだ。

　エテルシアは彼らに目をやり、由香利に視線を戻した。スープはもちろんパンもまだ焼き立てで温かい。美味しい物を美味しいうちに食べるのが食事を作ってくれた彼らに対する礼儀だろうが、今朝の由香利は引かなかった。それにはやはりフクロウが不在の理由が大きく、引き下がるわけにはいかないとの意思が黒い瞳に籠こもっているのが見て取れた。

「食事の後では駄目か？」

「今、話してください」

　言葉にエテルシアはふうと息を吐くと、フォークをテーブルの上に置いて由香利をひたと見つめた。問いただしておきながらその瞳の輝きの強さに由香利は気圧される。けれど負けてなるものかと由香利も紫の瞳をしっかと見つめ返した。

「結論から言えば、フクロウはヴァルドエルの元に置いてきた」

「ヴァルの!?」

　想像もしていなかった返答に由香利は口をパクパクとさせた。フクロウの主がヴァルドエルであることも、ここから遠い地にいることもエテルシアには簡単に話している。それでも彼の名前が出てきたことに驚きを隠せない。

　いつ、どうやってと問いかけようとして、エテルシアが悠久の時を生きてきた魔王で、膨大な魔力の持ち主であることを思い出した由香利は、自身で答えを導き出して口を閉ざした。

「期待を裏切るようじゃが、直接会った訳ではない。あやつの夢に入り込んで話してきた」

「そういえば、エテルシアさんはいろんな人の夢に入り込めるんでしたね」

「眠りと夢を司っておるからの。人の夢に入り込むなどたやすい」

　由香利の夢に何度か入り込んだことはおくびにも出さず、エテルシアは自慢げに胸を反らせた。

「元気……でしたか？」

「剣を振り回して襲ってくることを元気というのならば、元気であったな」

「剣……」

　絶句して由香利は押し黙った。

　なぜそんなことになったのかは簡単に想像がついた。エテルシアが挑発し、ヴァルドエルがその挑発を真向から受けたのだろう。

「大丈夫でしたか？」

「あやつのことか？　それとも妾か？」

「もちろん、両方です」

「安心するがよい。あやつには手を出しておらぬ。それに、妾が操る夢の中では妾を傷つけることは不可能じゃ。故に、両方無事じゃ」

　由香利はそのことにほっと胸をなでおろした。おろした直後にいやいやと首を振って再びエテルシアの瞳を見返す。

「そうじゃなくて、フクロウをどうしてヴァルに返したんです？　フクロウは子供で、魔物のいるところなんかに行ったら……」

　由香利はフクロウの黄色の瞳を思い浮かべ、次いで考えてしまった最悪の未来に顔を青くした。フクロウには防御の力がある。けれどそれは人間相手であって決して魔物相手ではない。ヴァルドエルの馬鹿力でもその結界を破るのは難しいと言っていたが、魔物がヴァルドエルよりも弱いとは思えなかった。

　そこまで考えて、由香利は別の考えにゾッとして身を震わせた。

　ヴァルドエルよりも魔物のほうが強い。つまりそれはヴァルドエルが五体満足でいる可能性の低さを物語っている。

「ヴァルに何かあったんですか？　だからフクロウを側に」

「落ち着け、由香利」

　顔を青くする由香利にエテルシアは呆れつつも優しく声をかけた。

「フクロウを置いてきたのは、あやつがここへ来られるようにするための配慮じゃ。フクロウには妾の魔力も込めて帰還の魔法を使えるようにしておいた。用が済めばフクロウを伴って、そなたを迎えに来よう。じゃからそれまでこの館で心穏やかに過ごせばよい」

　由香利は今度こそ胸をなでおろして息を吐いた。

「あやつは強いぞ。そなたが思っている以上に」

　エテルシアは前髪を弄りながら笑った。それにつられるように由香利も笑みを浮かべる。

　フクロウが側にいないことは正直に寂しい。それに不安もある。フクロウは子供なのだ。実際は守られている立場だが、見た目は守りたくなる存在で魔物がいる場所になど危なくて近づけたくはない。けれどそこにヴァルドエルがいるとなれば話が変わってくる。

　メトケスもフクロウも、そして魔王であるエテルシアもヴァルドエルの強さを認めている。その側にいるのであれば安全だと思えた。いつも側にいた存在がいないと寂しく感じる。と同時にヴァルドエルの側にいられるフクロウを少し羨ましく思った。

「ヴァル……」

　由香利は小さくその名前を呼んだ。

　ヴァルドエルの名前を口に出したのは久しぶりな気がした。毎日無事を祈っていたし、思い出さない日はなかったが、実際に名前を声に出して呼べば切なさが胸に溢れてくる。自然と頬が緩んで唇が笑みの形をとる。

「ああ、そうじゃ。あやつから手紙を預かっておる。読むか？」

「手紙!?　読みたいです」

　エテルシアはその豊満な胸元から、しわしわになった封筒を差し出した。薄黄色の封筒を受け取った由香利は、ヴァルドエルの性格を表すような大雑把な折り方をした便箋を取り出して開いた。便箋に書かれている男らしい角ばったような文字を見つめて指でたどる。

「えっと……」

　ヴァルドエルからの手紙を読もうと文字を辿った由香利は、こちらをじっと眺めているエテルシアの瞳を上目づかいで見た。

「どうした。読まぬのか？」

　笑みを浮かべて先を促すエテルシアに由香利は頬を赤く染めてほほ笑む。

「それとも一人になってから読むか？」

「えっと、あの……エテルシアさん、読んでもらえませんか？　私、この世界の文字はまだ少ししか読めなくて」

　かぱっと口を開けて呆けたようにしているエテルシアを見て、由香利は美女は口を開けても美人なんだと思った。
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『空は高く澄んでいて、少し埃っぽい。気の抜けない日々が続いている。

　由香利は今どうしている。夢の中でもいいから会いたい。会って無事を確かめたい。だが今は泥のように眠り、夢さえ見ない。

　あと二週間でこの討伐も完了する。終われば必ず迎えに行く。今は魔王の城で俺の帰りを待っていてほしい。』

　短い、本当に短い手紙。ベッドで横になりながら由香利は手紙の文字を目で追った。文字自体は読めないが、先ほどエテルシアに読んでもらった言葉を思い出して由香利は頬を緩めた。

「ヴァル……」

　二週間以上ヴァルドエルと会っていない。そのことは予想以上に由香利に寂しさを与えていた。

　両親が亡くなり、一人暮らしをずっと続けてきた由香利にとって一人で家にいることなど慣れていたはずであった。けれど再び温もりを得てしまうと、今まで一人でどう過ごしてきたかがわからなくなってしまった。特に右も左もわからない異世界で頼るべき相手であったヴァルドエルは、由香利の心の中にその存在が強く刻み込まれていて離れているほうがおかしいと思えるほどにまでなっている。

「早く、会いたいなぁ」

　由香利は一人呟いて息を吐く。

　緑の部屋と名付けられた客用の寝室は、その名のとおり緑色が多く配置されたベッドルームだ。壁紙もグリーンを基調とした花柄で、ベッドの上の天蓋も淡い緑だ。その広いベッドをころころと移動しながら胸に手紙を抱く。

　昨日までここにいたフクロウはヴァルドエルの元へ行っている。今夜からは由香利一人だ。大きすぎるベッドに一人ではやはり寂しくて、月が真上にかかっても由香利はいまだに眠れないでいた。

　眠れないことを悟った由香利は手紙を枕まくらの下に挟んでベッドを抜け出した。窓辺に寄って眼下の庭を見下ろす。由香利は窓をそっと押し開いた。夜の涼やかな風が部屋に流れ込んできて、由香利の黒い髪を揺らす。

　日本の公園なら街灯のおかげで夜でも昼間のように明るい。しかし異世界の庭にそんなものがあるわけもなくほとんどの景色は闇に沈んでいる。それでもその中で星明りに照らされて密やかに咲く赤や黄色の花は心を和ませた。空を見上げれば藍色の空に満天の星空が広がっている。手を伸ばせば届きそうなほどの星の瞬きに、由香利は右手を上げた。手を握り込んでみても当然星など掴めるはずもなく、指は空を切る。

「遠いなあ」

　星を見ても考えるのはヴァルドエルのことで、目をつむればその姿は鮮明に思い出せるのに手を伸ばしてもそれに触れることはできない。

　異世界に来て、生まれたての雛が親を覚えるようにしっかりと心に刷り込まれた男を思い出してはため息を吐く。ぼうっとしていた由香利は、耳に届いた掠れるような声に目を瞬いた。思わず耳を澄ましてしまってから、それがなんであるのかを知る。

　由香利は慌てて窓を閉めた。もともと掠れるようにしか聞こえなかった音は窓にさえぎられて届かなくなる。けれど耳の奥でその声が木霊している。

　ベッドにいそいそと戻って横になってもその声は頭から消えず、胸の鼓動は先ほどからうるさいくらいに高まっている。

　胸に手をやると小鳥の羽ばたきのような速さの鼓動が指に伝わった。

「あれって……そうだよね。それしかないもんね。だって、エテルシアさん、毎晩…………」

　毎晩とっかえひっかえ使用人の魔族たちと情事を交わしている。さすがは淫魔と呼ばれるだけあって、性欲が尽きることはないようだ。

　先ほど聞こえてきたのは、間違いなくその時の声だ。甘く掠れるような声は普段のエテルシアからは想像できないほど淫猥で甘美な音色をしていた。

　自分もあんな声を出していたのだろうかとヴァルドエルと幾夜も体を重ねたことを思い出す。そうすればヴァルドエルの声や指の感触までもが体によみがえってくる。とくんと心臓が音を立てて鳴り、体の奥で小さな火が灯った。それは子宮の奥をきゅんとさせる火で、あっという間に疼きは全身に広がる。
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「はぁ」

　吐き出した息は熱を孕はらんでいた。

「ヴァル……」

　常に熱を与えてくれていた男の名を呼べば、さらに体は熱くなる。けれどそれを解放してくれる指はどこにもなく、由香利は悶々とベッドの上を転がった。

　乾いた唇を舌で湿らし、由香利はごくりと唾を飲み込んだ。

　一度もしたことはないけれど、それを実行に移そうとするとやはり心が拒否する。ここはエテルシアの屋敷である。でも体は疼く一方で、エテルシアもしている最中だと思えばほんの少し気が楽になった。

　由香利は思い切ってガウンの腰ひもを引っ張って緩めた。緩んだ襟のあわせから右手を胸元へ差し込む。ぎゅっと目をつむって柔らかな丘に指を滑らせる。

　天然温泉に毎日入っているからか、スベスベとした肌はモチモチと弾力があり、自分の体なのに触り心地が良くて指で体をゆっくり弄る。しばらく感触を楽しんだ後、思い切って乳房全体を掴んでみた。

「…………ん？」

　肉を掴んでいる柔らかさが手に伝わり、手のひらの感触が胸にある。むぎゅむぎゅと揉もんでみるがそれは変わらなかった。今度は両手で自分の胸を揉んでみた。揉み方も変えてみたが、奥から溢れてくるものもなければヴァルドエルにされている時のような甘い疼きは生まれない。

　由香利はふっと笑みを浮かべた。

　恥ずかしいのを我慢して一人で熱を解放しようと思ったが、自分の指では何も感じないらしいことに気づいた。これ以上やっても無駄とわかり由香利は右手を胸元から引き抜く。その時、偶然に小指の爪つめが胸の蕾つぼみを軽く引っかいた。

「……っ」

　ピクリと体が勝手に反応する。それに驚いて由香利は思わず胸の蕾を突いた。ぞわっとした感覚が背筋を這い上ってくる。それは嫌な感触ではなくて、ヴァルドエルが与えてくれる快感に似ていた。疼いた熱がお腹へと集まってくるようだった。

　由香利はもう一度唾を飲み込んで、今度は胸の蕾を摘んだ。

「……ぁ」

　快感が腹から全身に廻っていく。由香利は両手を胸の前で交差して、自分のふたつの蕾を撫でさすった。触っているうちに柔らかかった蕾は硬く立ち上がり、そのころには由香利の息にもはっきりと熱が混じり出す。円を描くように転がしたり、指で軽く摘んだりとヴァルドエルがしていたように蕾を優しくこね回す。

　そうすると胸だけでなく、触っていない秘所をはじめ、わき腹や首筋までもがむずむずと疼いてくる。それに誘われるようにわき腹と首筋に指を這わせれば先ほどは何も感じなかったのに、むず痒さとともに疼きは体全体へと広がりどんどんと熱を上げていく。

「ふ……っん」

　指が胸から下腹へ降り、下着へ触れる寸前でまた胸に戻る。

　由香利にとってそこは禁忌の場所のようなものだった。体を洗う時ですら、あまり触ったことはない。その場所へ自分から手を伸ばすことがいまだに躊躇われる。けれど体の熱は上がって息もはずみ、自分で始めたことなのに疼きを収めたくて手は勝手に秘所に伸びる。なのに意思がそれを拒んで元の位置へと戻そうとする。

　一人でこんなことをするなどいやらしいと思う。とても恥ずかしいことだし、口が裂けても人に言えるような行為ではない。それでも体はその行為を欲していて、由香利自身も表面では否定しつつも心の奥底では求めている。

　本能と自制心がともに一つの心を支配しようとしていた。本能に従って手を動かし、自制心がそれを阻む。自分の体なのにどっちつかずの状態がもどかしくて、由香利は下唇をかんだ。

「ヴァルゥ……」

　口が勝手にここにいない男を呼んで、由香利自身が驚いた。けれどそれがきっかけであったように、指が下着の上を這う。そっと伸ばした指の先に湿り気を帯びた下着の感触があって、自分が自分の行為で濡れていることに驚くとともに恥ずかしくなる。

　部屋に一人でいるのに、その濡れた場所を隠すように足をぎゅっと閉じた。恥ずかしくて実は汗ではないのかと思ったりする。その意識が指を動かして下着の上から秘所に指を擦すり付けた。花芽を下着の上から擦るような行為に快感がせりあがってくる。

「ひっ……、んぅ……」

　指に感じる汗ではない明らかな湿り気が、由香利が自身の手で感じている事実を突き付けている。下着の上からでもわかるほどに濡れていて、恥ずかしいという思いと同時に罪悪感もある。

『大和撫子』のような慎ましくおしとやかな女性が好まれる日本では、こんな風に女性が淫らになることは好ましくないと考えられがちだ。婚前交渉はしないとか、自慰自体が駄目だといった風潮は薄れつつあるが、それでもそれは日本で根強く残っていて、特に女性側がその意識を持ちがちだ。そのため無意識のうちに性に対して罪悪感を抱くようになり、イけない体となってしまうこともあるほどだ。

　それは生真面目な由香利も同じで、男性がいやらしくて性に開放的なのは構わないが、女性が性に積極的になるのはどうなのだろうかと首を傾かしげてしまう。

　生真面目で性に対して奥手だった由香利にとっては、偶然にしろヴァルドエルの手で花芽でも奥でもイクことができるようになったのは良いことだったのかもしれない。

　由香利は下着の上から何度も花芽をなぞった。触れるたびに駄目だ止めようという思いと、もっと気持ちよくなりたいという思いが交錯する。由香利の中の快楽への本能と自制心がせめぎ合う。ぎゅっとつむった瞼に浮かんだのは、褐色の肌の男だ。どこもかしこもが筋肉質で腕の太さは由香利の腰ほどもあるのに、由香利を抱きしめる腕は優しい。武骨な指からは想像できないほど繊細な動きで由香利が自分でも知らなかったあられもない姿と声を引き出す。

「ヴァル……」

　囁くように男の名を呼んで、由香利の指が下着の奥へと導かれるように入り込む。濡れた花弁を押し開けば花芽があらわになる。芽吹いていない花芽に指をあてがって軽く押すと、とたんに背筋が跳ねた。

「ぁん……」

　自分で出した甘い声が耳に届いて羞しゅう恥ち心しんを煽あおる。それでも指の動きは止められず、由香利は自分の良心から逃げるように顔を逸らした。

　由香利の中でいつの間にか自分の指がヴァルドエルの指にとって代わっていた。いつも由香利を追い詰める指の動きを真似るように動かす。円を描くように花芽を擦り、トントンと叩くように刺激を与える。そのたびにピチャピチャと小さな水音が響く。

「ぃ……あ、あっ………ふぅん、んぅっ」

　芽吹こうとしない花芽の殻を左手で剥いてやれば、刺激はより一層強くなる。由香利は花芽を人差し指と中指で挟んだ。指を小刻みに動かせば、突き抜けるような快感に背中が反り返る。

　大型の獣が前足をゆっくりと出すように由香利の中で何かが顔を覗のぞかせる。それは圧迫感をもって下腹からせり上がってきた。最初はゆっくりとした足取りが、やがてスピードを上げ快感を伴って体中を駆け巡る。

　イキそうになっていると自覚すれば、それはすぐに背筋を駆け抜けた。突き上げるような快楽が脳天を目指して何度も上っていく。

　つむった瞼の裏に男の顔が浮き上がる。暗いトンネルから抜けるように白い光が遠くに見えた。それに向けて由香利は躊躇わずに駆けだした。たゆたうようにあった快感が全身から脳天に集まってくる。白い世界がすぐ側まで迫って、羞恥心も罪悪感も快感すらも飲み込んで、瞼の裏が光でいっぱいになった。

　呼吸さえ忘れてその光に飛び込む。脳天から快楽が全身を駆け降りて、充足感と満足感の中で光が収まり、由香利はようやく全身に入っていた力を抜いた。

　ほんの数分間のことなのに、全身に汗が滴したたっていた。荒い呼吸を繰り返して由香利は秘所から指を放した。イった感覚が触ってもいないのに花芽をずっと刺激している。それは無意識のうちに背筋や肩をピクリと痙けい攣れんさせる。

「はぁ…………」

　吐き出した呼吸はただ荒いだけで、熱はどこにも感じられなかった。手を見れば粘ついた透明な液体が絡み付いていて、指の間に細い橋をかけている。

　到達し、満ち足りた気持ちは、しかし一瞬後にはすぐに萎んで罪悪感だけが残った。枕元に置いていたタオルで自分の蜜を拭ぬぐう。手を拭って綺麗になっても、心の汚れは綺麗にならない。

「私、こんな……痴女みたいなこと」

　泣きそうになって由香利は下唇を噛かみしめた。快楽に流されて、なんと愚かしい行為をしてしまったのかと思う。

　ヴァルドエルが知ればなんというだろうか。呆れるだろうか。情けないと表情を曇らせるだろうか。

（嫌われるだろうか）

　嫌われたくない、と由香利は思った。こんないやらしい自分を知られたくない。情けなく乱れて、自分で自分を慰めている姿など、絶対に見られたくはなかった。しかも、その快楽を得るために想像していたのがヴァルドエルの指だったなどと知られれば、気持ち悪がられて見捨てられるに決まっている。

「ヴァルゥ」

　由香利は呟いて布団を手繰り寄せた。

　雛鳥が親鳥を求めるように、子猫が親猫を呼ぶように、由香利は布団を抱きしめて何度もその名を呼びつづけた。
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　野営地には医療行為のためのテントが用意されている。そこには組み立て式のベッドの他に様々な医療道具が置かれていて、簡単な手術なら行うことができるほどの設備が整っている。その治療用の椅い子すに座ってヴァルドエルは医師のキラーシュになすがままにされていた。

「お前は馬鹿なのか？　ああ、いや、聞くまでもなかった。馬鹿だったな」

　不機嫌なことを隠そうともせず、キラーシュはヴァルドエルの左腕にある傷に水をかけて洗い流す。こびりついた泥交じりの血が流れ落ちて傷口が露呈した。

「痛ぇ……」

「当たり前だ。夜の森は危険だと言った張本人が夜うろついて、これくらいの傷で済んだのが不思議だよ」

「文句なら、あの人騒がせな王子に言ってくれ」

　ヴァルドエルはむすっとして呟いた。

　討伐を始めて十二日目。初日こそガチガチに緊張していた若い騎士たちも魔物との戦闘にコツを掴んで慣れ始め、討伐数が増えてくる。しかもあと数日で終わるこの討伐に、気が緩む時期でもあった。もっと討伐数を増やそうと息巻いたり、魔物の突飛な行動を読めずに不測の事態に陥ることは間々ある。

　初めての実戦であまり成果を上げられず、しかも討伐日数は後幾日も残っていないという状況でエルファネル第二王子であるランギスがやらかした。

　王子が護衛の騎士たちと戻ってこないと騒ぎがあったのが昨日の夕方。すぐに捜索隊が組まれたが、その捜索隊へ傭兵も加わってほしいと依頼された。夜の森は危険が伴う。追加報酬の約束を取りつけて、ヴァルドエルも副長のファニーバとともに森に入った。

　昼間の森は危険とはいえ日の光が木漏れ日となって地上に降り注そそぎ、見通しも効く。危険な夜行性の魔獣たちは眠りについていて、こちらから手を出さなければ森の中とはいえ旅人が襲われることは滅多にない。森の恵みも多く、近くの農村ではこの森独自の果実や薬草で生計を立てている者もいるくらい平和に見える。が、夜は一転して不気味で危険な森に変わる。

　魔の瘴気が立ち込め、先の見通しも利かない森に足を踏み入れる者はいない。どれほど急ぐ旅だとしても、森の中を夜に歩き回るのは自殺行為に等しい。特にこの時期は絶対に避けなければならない。

　ラクセニアのメスの凶暴性は昔から語られている。

　産卵するための栄養を得ようとあらゆるものを襲い食らいつく。同族や自分より体が大きいものでも、とにかく目についたものを食べる。血を流して弱っているものが先に狙われるのだが、その嗅覚はすさまじく、十キリオン（十キロメートル）先からでもかぎ分けると言われている。

　その夜の森で王子を助けるためとはいえ副長と二人でラクセニアのメスを相手に一晩中戦ったというのだから、キラーシュは二人の勇猛さをたたえるよりもその行動に呆れた。

　もちろん二人とも無傷というわけにはいかず、ファニーバは右腕と右足を負傷し、ヴァルドエルも左腕にかなり深い傷を負った。数十針縫うような傷でよくあの大剣を振るえたものだと感心するしかない。

「それで、あの人騒がせ王子は今どうしてる」

「今は近衛騎士にこってり絞られてる」

　夕方に足を負傷した新米騎士を放っておくことができず、かばいながら脱出しようと試みた結果、夜になったらしい。美談として語られる話も、一晩中ラクセニアを相手にしていたヴァルドエルからしてみれば迷惑でしかない。

「お前も文句を言う権利があるぞ。どうする？」

「文句の分、報酬を上乗せしてくれればそれでいい。今はとにかく寝たい」

「今日はさすがに休むか」

「いや、昼まで寝て、そこから夕方まで出る」

「はあ？　お前は本当に馬鹿だな。馬鹿の極みだ。今日ぐらい休め。医者からの命令だ」

「…………わかった」

　本当に嫌そうな返事に、キラーシュはそれでも大きく安堵の息を吐いた。

　医者としてだけではなく、オーラが視える者から言わせてもらえば、今動けるのが不思議なぐらいの疲労がヴァルドエルの体に蓄積している。常ならば明るい黄色のオーラが、汚れてほぼ黒に近い色になっている。普通の人間ならばぶっ倒れてもいいほどの状態だ。

　なのにヴァルドエルは、少なくとも表面上は平気な顔をしている。平気を装っていると言ってもいい。表情豊かな仮面の下に、誰にも見せないもう一つの顔があることを知っているのは数人だけだ。その内の一人に入っているキラーシュの前でも、今ヴァルドエルは平静を前面に出している。

　こういった時は、吐露できない思いがヴァルドエルの内に渦巻いていることをキラーシュは知っている。その理由もなんとなく思い当たった。

　だからあえて聞いてみた。

「それで、なんでそんなに不機嫌なんだ」

「不機嫌に見えるか？」

「見えない。でも、何かあるんだろ？　じゃなきゃ、フクロウの存在が説明できない」

　王子救出の際に、伝令役としてフクロウがキラーシュの元へと飛んできた。由香利の側で常に守るよう命じているフクロウがなぜかここにいた。しかもまだほんの子供だったはずなのに青年へと姿を変えている。何かがあったのは一目瞭然だ。

「由香利の側にいるはずのフクロウがなぜここにいる？　それに僕が付けていた見張りからも、由香利が町から消えたって報告を受けている。それもかなり前に」

　ヴァルドエルはハッとした表情でキラーシュの茶色い瞳を見つめた。それから驚きょう愕がくに目が見開かれる。

「……………………言ってなかったか？」

「知らない。聞いてない！　だいたい、なんだその表情は。驚くのは僕のほうだろうが」

　てっきり言っているものだとばかり思っていたと呟かれた時には、左腕の傷を縫っていた針を思いきり肩に突き刺してやった。麻酔が効いているからか痛そうな顔一つしないのが憎たらしい。

「それで？」

「ああ、今由香利は魔王エテルシアの元にいる」

　続きを促せばヴァルドエルは事細かく事情を口にする。エテルシアのこと、フクロウのこと、夢の話。それを聞き終えて、今度はキラーシュが驚愕の表情を浮かべた。

　魔王の一人が由香利をかくまっていることにも驚いたが、由香利を召喚した張本人であると語られた時には目玉がこぼれるのではないかと思うほどに目を見開いた。

「なんでそんな大事なことを隠してた！」

「いや、てっきり話したもんだと思ってた」

「いつ僕とお前との間にそんな時間があった。お前は朝から晩まで討伐に行って、怪け我がをしても僕のところに来やしない。討伐が始まってから、まともに話したのも今日が初めてなんだぞ」

「由香利は無事だから、良しとしよう」

「お前ねえ。由香利がいないことをお前に話して調子を狂わせるわけにはいかないと思って、僕は秘密裏にことを進めてた。僕のつけた見張りだって、今でも町中をそれこそ飛び回って探してる。それに僕がどれほど心配したかわかってるのか」

「悪い……と思っている」

「まあ、由香利が無事だから良しとしよう。それで、本当に由香利は大丈夫なの？」

「魔王を信用しているわけじゃねえ。だが、魔力を大量に使う召喚をしておいて、その人間を害するほど魔王は暇でも馬鹿でもねえだろ。由香利の安全は保障されているとみる」

　ヴァルドエルの言葉にキラーシュも確かにと納得する。

　人間一人を召喚するのにどれほどの魔力を消費するのかは不明だが、魔王と言えどもそう簡単にできるものではないだろう。だいたいそんな簡単にできるのならば、過去に幾つか例があるはずだ。それがないということは、魔王にとっても召喚は大変なものであることがうかがえる。そんな大変なことをしているのに、その命を簡単に奪うというのは確かに考えにくい。

「フクロウでも十分だと思ったが、魔王と比べれば数段劣る。本当はかなり……物もの凄すごく嫌だが、由香利が一人でいるよりかははるかにいい。身の安全は保障される」

「まあ、ね」

　キラーシュは頷きながらも苦笑する。

　国随一とはいえ人間である魔術師のメトケスの作り上げた守護者と魔王を比べるのはあまりにもフクロウが可哀そうな気がするが、由香利の身の安全に関しては太鼓判を押せるほどの保護者だ。

　確かにフクロウと二人で王都にいれば何が起こるかわからない。守護者として問題ないとはいえ、やはり不安は残っていた。

　由香利はヴァルドエルの弱点だ。それは日に日に濃くなっていく疲労の陰とともに、ヴァルドエルの目の奥にある焦りと苛立ちを見ていればわかる。南の空を眺めてはため息を吐いている姿を何度も見た。今までにない行動から由香利がどれほどヴァルドエルにとって大切な存在かがうかがえる。それを奪われればどうなるか予測がつかない。そして奪われる可能性が確かにあるのだ。

　ヴァルドエルは特定の国に仕えない自由な傭兵で、しかも近隣の諸国に名が通るほどの強さを誇る。軍団長という肩書があるものの、あちこちの国から優遇するから仕えないかと誘いが絶えない。大金が積まれたこともあれば、貴族の地位を与えると言われたこともある。ヴァルドエルはそのすべてを蹴ってエルファネル国に留まっている。

　報奨金や市民権以外にもこの男をエルファネルに留める理由はいくつかある。それはヴァルドエルが自らの命を懸けて誓ったことであり、彼の性格を考えれば覆すことはできないだろう。その覆えせないことを、由香利という存在が危うくさせている。

　もし仮に由香利が誰かの手に堕ちれば、ヴァルドエルはどうするだろうか。軍団長の地位を捨てることなど全く厭いとわないだろう。けれど、この国を去ることができるかどうか。キラーシュは考え、行きつく先を想像して慌てて首を振った。

　起こるかわからない未来よりも、今はヴァルドエルの傷のほうが優先だ。そう思い込んでキラーシュは目の前の傷に集中した。

　糸の後始末をして消毒、包帯を巻いている途中に上から静かな低い声が降ってきた。

「俺は……いつからこんなに弱くなった」

「はあ？」

　キラーシュはそれこそ素っ頓狂な声を上げた。包帯を巻く手を止めなかったのは、医師として体に染みついた行動のせいだ。丁寧に巻きながらキラーシュは呆れて息を吐いた。

「お前ね、ラクセニアのメスを一晩中相手にしていて重症も負わないような奴が弱いなんて言ったら、ここにいるほとんどの連中は戦うのをやめるぞ」

「剣の腕じゃねえよ。心の問題だ」

「？」

　首を傾げたキラーシュに、ヴァルドエルは言葉を選びながら語った。

「いつでも引くことを考えてる。今まではこんなんじゃなかった。目の前の敵に集中しているのに、いつのまにか別のことを考えてる」

　別のことが何を示すのかをキラーシュは十分すぎるほどに知っていた。続きを促せばヴァルドエルは組んだ指を額に当てて長く深いため息を吐いた。

「背中に守る命があったのに、死を恐れた。死ぬのを怖いと思ったのは初めてだ。俺はいつの間にこんなに弱くなった」

　背中を丸めて吐露するヴァルドエルは、いつもの屈強な男とは全くの別人に見える。キラーシュでさえ初めて見る弱音を吐き出す友人の姿に動揺しながらも、努めて冷静な声を発した。

「死ぬのが怖いなんて当たり前だろ。何が駄目なのか僕には全くわからないよ」

「俺は傭兵だぞ。金をもらう以上命を懸けて戦うのが鉄則で、死を怖がってたら戦えねえ」

「金より大事なものがあるだろう。命とか仲間とか」

「…………」

「お前は仲間を守った。あの迷惑王子も周りの騎士も、自分の命も。だいたいね、自分の命一つ守れない奴が、他の奴らを守れるわけないだろ。それでいいんだよ。みんなそうやって戦ってる。お前は全然駄目じゃない、弱くないよ」

　ヴァルドエルが自分を顧みない戦い方をしていたのが、命を守る戦い方に変わっていたのがキラーシュには嬉しい。向こう見ずな馬鹿が少しでもマシになってくれたのかと思うと、やはり由香利はヴァルドエルには必要不可欠な存在だと思う。

「お前は強いよ。それは誰もが認めてる。認めてないのはお前くらいだ」

「そう……だろうか」

「死んでいい人間なんてこの世にはいない。阿呆で馬鹿だけど、お前だって死んでいいわけじゃない。それに、お前が死んだら由香利はどうなると思う？」

「…………」

「あの羊さんはすぐに騙されるから、他の男の手に落ちるよ。あるいは淫魔王の手にね」

「俺が死んだら由香利は別の男に盗られる……」

　自分で言って想像してしまったのか、ヴァルドエルの周りの空気が一段と冷えた。膝の上で握られた拳にぐっと力が入る。噛みしめた奥歯がぎりっと嫌な音を立てていた。

「そんなのは絶対に認めねえ」

「そうならないために、何が何でも生きろよ。傭兵だからって雇い主に操を立てて死ぬまで戦う必要はない」

「俺は弱くないのか？」

「頭は信じられないくらい弱いけど、生き残る力は馬鹿が付くくらい強いよ」

　キラーシュの言葉に、ヴァルドエルはようやく笑みを見せた。

　あと数日でこの討伐も終わる。王都に帰り由香利を迎えに行くことを考えて、ヴァルドエルは緩みそうになる口元を手のひらで覆った。
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　十の月三日、夜。

　フクロウがヴァルドエルの元に行ってから二週間近くたっていた。ラクセニア討伐はとっくに終わり、王都に向けて帰還中であり、間もなく到着するだろうことは暦からわかる。が、ヴァルドエルの迎えが一向に来ない。討伐中は傭兵の軍団長としての立場から無理だろうことは由香利にもわかっていたが、討伐が終わったのならすぐにでも迎えに来てくれると思っていたのだ。王都へ帰るだけなのだし、他の人間に任せて来てくれてもいいのにと思うのは平和な日本で生まれ育ったせいなのかもしれない。

　まるで日課のようになった島の散歩をし、赤く染まる空を背にしてエテルシアの屋敷へ戻る。こうして毎日散歩に出かけるのも、迎えに来てくれたヴァルドエルと一刻も早く会いたいと思うからこそだ。島一つがエテルシアの庭で、ここに来るためには魔法か船しかない。魔法であればどこに現れるのか由香利にはわからないが、船ならば水平線を眺めていれば発見するのはたやすい。けれど船は一隻も通らず、ヴァルドエルが来る兆きざしはまだない。

　隊列を組んで帰ることがそんなに重要なのだろうか。それとも大怪我をしてこられないのだろうか。そんな疑問が由香利の頭を占める。

　エテルシアはいつも由香利のことを気にして見てくれているし、側には二人のイケメン護衛もいてくれる。けれど由香利はなぜか孤独を感じてしまうことがあった。最初は刺激的な毎日と楽しいおしゃべりに夢中になっていたが、いつの間にかふとしたことでラウスにあるヴァルドエルの自宅のことを考え、そこに二人で住んでいた頃を思い出してはため息を吐くようになった。まるでホームシックにかかったようだと由香利は自分で思う。

　一人のベッドが寂しく感じて仕方がない。人のぬくもりを感じられないのが寂しくなってきたのだ。誰でもいいから眠る時に側にいてほしいが、使用人の誰かにというわけにもいかない。エテルシアに仕えるのはみんな元魔物で、しかも男性だ。落ち着いて眠るどころの話ではなくなる。かといって唯一の女性であるエテルシアは、夜は主寝室でいつも誰かと睦みごとをしている。頼むのは気が引けた。それに二十八歳にもなって寂しくてホームシックだなどと、恥ずかしくて言えるものではなかった。

「はあ」

　またため息を一つこぼして由香利は空にかかる月を見上げた。窓を開ければ涼しい風が部屋に入り込んできて由香利の長い黒髪を揺らす。月の位置から察するにすでに真夜中といえる時間で、エテルシアも今夜の睦みごとは終わったのか悩ましい声は聞こえてこない。

　この世界に来て二か月がたち、元々長い髪がお尻に届くかというほどになっている。冬に入り乾かすのが大変なことになる前に切ったほうがいいのかもしれない。

　どうでもいいことを考えながら、心のどこかでは灰色の髪の男が現れないかとの思いが消せないでいる。どうしてこんなにも思い出すのか、由香利自身にもわからなかった。

　単なるホームシックのようなものか。それとも、ヴァルドエルに対して特別な感情があるのか。由香利は自分のことがわからずに首を傾げた。

「好き…………？」

　言葉にしてみれば違うような気がした。

　思い出したくない存在だが、前の彼氏の時はいつでもドキドキしていた。会えるだけで嬉しくて、触れるたびに心臓が跳ねるようなドキドキと同時に、恥ずかしくてむず痒いような気持ちにもなる。彼氏の行動に一喜一憂したり、今頃どうしているだろうと考えてみたり。

　ヴァルドエルのことはどうだろうかと考えて、会いたい思いだけでいっぱいになっている自分に気づく。いないと不安で、どこかにいるかもしれないと探していたりする。いないことに落胆し、早く迎えに来てほしいと思う。

「なんか、幼稚園の子がお母さんのお迎え待ってるみたいじゃない」

　幼い頃、幼稚園に母親がなかなか迎えに来てくれなくて、最後に一人だけで残るのが嫌で部屋をうろついたり帰り支度をしっかり済ませて窓から外を眺めたりしていたことを思い出す。今の自分と寸分たがわぬ姿に、思わず笑ってしまった。

　まさしく由香利にとってヴァルドエルは保護者だった。その保護者と体の関係を持っているのがおかしいと言えばおかしいが、扶養の対価と思えば納得もできる。

　それに、ヴァルドエルに触れられることは嫌ではなかった。

　迎えに来ない母親を思うのと同じ、由香利にとっては保護者。とても大切で、離れていることが逆に不思議に思うようなほど側にいるのが自然な関係。それでもいつかは離れなければいけないのだろう。子が親の元を巣立つように。

　好きになってしまったら、離れられなくなってしまう。それはヴァルドエルに迷惑をかけることになり、由香利としてもそんな辛い思いはしたくなかった。

　由香利にとってヴァルドエルは好意を抱いていても、好きになってはいけない人なのだ。

　育とうとする感情に蓋をするように、由香利は首を振って夜空を見上げた。

　そうして月を眺めてどのくらいたったのか、かなり控えめなノックが部屋に響いて由香利は意識を現実に向けた。最初は小さすぎて家鳴りかと思ったが、二度も同じように響いてようやくノックだと気づく。それぐらい控えめな音だった。

「はい」

「アクセリオです」

　小さく返事をすれば、同じく小さく名乗る声が聞こえた。

　アクセリオというのはここで由香利の護衛をしてくれている二人の魔物のうちの一人だ。元は狼の魔物で笑うと立派な犬歯が目立つ、灰色の髪と茶色の瞳を持つ当然イケメンの男性だ。

　由香利は自分から扉を開けてアクセリオを迎えた。褐色の体に適度な筋肉がついていて背も高い。ヴァルドエルと同じ色の髪をしているからか、体つきも声も違うのに由香利は最初からアクセリオを他人とは思えなかった。アクセリオも狼の血のなせる業か、人懐こくて笑みは子供のように無邪気だ。友達のように気軽に話せるアクセリオに、由香利はこの数週間ですっかりと警戒心を解いていた。

「どうしたの、こんな夜中に」

「庭であなたが窓から月を眺めているのが見えて……眠れないなら、少し付き合っていただけませんか？」

　アクセリオは持っていたワインのボトルを由香利に見せて笑う。

　ああ、と由香利は得心がいった。最近眠れていないのがエテルシアにもバレていたから、気を利かしてくれたのに違いない。確かに最近眠りは浅く短い。

　由香利は頷くと扉を開けてアクセリオを部屋に迎え入れた。男性をこんな時間にとも思ったが、相手はエテルシアからの命令でここにきている。変な気を起こすはずもない。それでも扉を閉めずに少しだけ開けておいたのは、恋愛感情のない男女二人きりになる時にはこうしておくのがいいと何かの本で読んだことがあるからだ。

　由香利に与えられた緑の部屋には応接用のソファとテーブルがある。アクセリオは由香利をまずソファに座らせてグラスにワインを注いだ。

　一つを由香利に渡し、アクセリオはもう一つを持って由香利の隣に腰を下ろした。意外に近い距離に茶色の瞳があって由香利の心臓が一瞬跳ねる。

　普段はある程度の距離を保っていて、由香利に触れたり近づいたりはしてこない。急に縮まった距離にどぎまぎする。気づかれないように深呼吸して、由香利はグラスの中身を見下ろした。

　揺れる赤い液体に、困ったように不安げな顔をした自分が映っている。

「いただきます」

　由香利はグラスに口をつけた。

「おいしい！」

　赤い液体はさわやかな柑橘系の香りと味を伴って喉を潤す。飲んだ瞬間に喉がカッと熱くなるのはアルコールのせいだろう。けれど数回に分けて飲めばそれが心地よさに変わってくる。

「はあ」

　グラスの中身を飲み干して吐いた吐息はアルコールのせいで熱くなっていた。キラーシュからもほどほどにと言われているお酒は、他愛ない話をしながら少しずつ飲んでようやく一杯目が終わったところだ。それでもかすかにふわふわと心地いい感じが、アルコールが体内にあることを教えてくれる。

　アルコールは脳を一時的に麻痺させる。それによって喜怒哀楽が普段よりも出やすくなる。笑い上戸や泣き上戸というのは、こういった感情を抑える脳の機能が麻痺するためで、普段は抑えている本音が出てしまったり、思いつくままに言葉を並べ立てて相手を混こん乱らんさせたりするのもこのためだ。

　うまく付き合いさえすればストレス発散になり、気持ちの切り替えにもなる。寂しい気持ちに蓋をするように手を出した酒は、しかし今回だけはうまく働かなかった。

　いつもならば楽しくなって笑みが浮かぶのだが、由香利は逆に眉を下げた。吐息を吐けばアルコールと柑橘系の香りが鼻から抜けていき、グラスをテーブルに置いてソファの背もたれに体を預けた。

　さすがに一杯だけでは酔うまではいかないが、アルコールのせいか喉と胸が熱い。妙に意識は冴えていて、その冴えた意識がここにいない男のことを思い出させる。

「なんか……泣けてくる。なんで？」

　ふわふわして心地よくて楽しいはずのお酒は、今夜に限って悲しさだけを増大させた。別になにが悲しいわけでもない。ただほんの少しの寂しさがあっただけだ。

　二か月前ヴァルドエルに拾われて、ひと月の間濃密な関係を持った。昼は別々だったが夜は求められて、何度もイかされて、その後は彼の温かさを感じながら眠った。そして今度は一か月間完全に離れている。通信手段はない。手紙はエテルシアが直接もらってきた一通だけ。顔も見れず声も聞けない。

　濃密さと離れている期間がちょうどひと月ずつで、プラスマイナスゼロになるはずなのに、由香利の中ではゼロにはならない。ゼロにならずに、会いたい思いがどんどん膨らんでいっている。それとともに彼が側にいないことになぜか苛立ち、訳もなく焦燥感が湧き上がっていった。

　目を閉じれば瞼に浮かぶのはヴァルドエルの姿だ。

「……ヴァルに会いたい」

　酒の勢いを借りて口に出してみた。一人ではよく呟いていた言葉だが、人前では気恥ずかしくて言ったことはない。それでも一度言ってしまえばどんどんと言葉が溢れてくる。

「会いたい、会いたいっ。いつ迎えに来る？　明日？　明後日？　それとも、もう来ない？」

「大丈夫。迎えに来られますよ。可愛い貴女を置いていったままにするはずがない」

　アクセリオは由香利の頭をそっと撫でた。

　近くから聞こえてきた声と優しい手つきに、ほんのわずかに目を開ける。褐色の肌が由香利の瞳に映って、次いで灰色の髪が目に入る。思わず抱き着いた体は、けれど想像していた太さとはまるで違っていた。見上げたそこにあったのは茶色い瞳で、由香利はさらに眉を下げた。

「……アクセリオ。そう、だよね。いないよね」

「…………」

「なんでそんなに似てるの？　肌の色も髪の色も。遠くから見たらヴァルだって思って嬉しくって……でも違って。悲しくなって、寂しくなって……もうやだ。アクセリオは悪くないのに、ごめん」

　何を口走っているのか自分でもわからなくなって、自己嫌悪に陥った。

　遠目から見れば確かにアクセリオはヴァルドエルに似ていて、けれど近づけばまるで別人だ。そしてそれに落胆している自分に由香利はいつも驚く。ここにいるはずのない人間をいつも探していて、似た者を見つけてぬか喜びして落胆する。

　そんなことをここ数日繰り返していたからか、感情を自分でも持て余していた。それが酒の勢いで奔流となって流れ出してしまったのだ。由香利はとうとう泣き出した。手の甲で拭えば余計に溢れてきて、顔を両手で覆う。

「ふっ……、ごめ、アクセリオ…………面倒で、ごめん」

「…………」

　アクセリオは何も口にしないまま、そっと頭を撫で続ける。その撫でていた手が一瞬小さく震えた。

　ソファが小さく軋んで隣にあった気配が遠のいていく。頭に置いていた手が離れ、わずかに感じていた温もりさえなくなった。

　いい大人が酒を飲んで寂しいと泣いてしまうなど、面倒以外の何ものでもない。呆れてアクセリオは席を立ってしまったのだろう。それがわかっていても顔を覆った両手は外せなくて、由香利はそのまま泣き続けた。

　ギシリと音がして再び隣に気配が戻る。涙で揺れる視界にあるのはやはり褐色の肌で、ヴァルドエルと同じ色だと思うとまた勝手に涙が溢れた。

　本当に何が悲しくて何が苦しくて泣いているのかわからない。わからないのに涙は勝手に溢れてくる。その頭に再び手が乗って優しく撫でられた。

　温かい手のひらからは慰めてくれていることが十分に伝わってくる。その優しさに今は縋すがりたかった。

「ごめんね、アクセリオ。今度はちゃんと楽しいお酒を飲むから……だから今夜は泣かせて」

　優しく頭を撫でていた手が急に止まった。

「啼かせて、だと」

「……アクセリオ？」

「違うだろ、名前が」

　低く静かな声音の中に少しだけ苛立ちが混じったような声が降ってきて、由香利は途端に顔を上げた。褐色の肌、灰色の髪。その髪に縁どられた顔はイケメンと呼ぶには厳つすぎて、左の額から頬にかけて傷があった。その傷によって閉じられたままの瞼。けれど右の一つだけの黒い瞳にありったけの優しい光を宿して由香利を見下ろしている。

「ヴァル………」

「なんだ」

　名を呼べばひと月前と同じように答えてくれる。

「夢？」

「夢じゃねえよ。やっと由香利に会えたのに、これが夢なら俺の頭がおかしくなりそうだ」

　会いたかった、と呟かれて嬉しくなり、ヴァルドエルの胸の中に飛び込んだ由香利は、しかし悲鳴を上げて慌てて離れた。

「何!?　なんでビショビショなの」

　あまりの冷たさに酔いなどどこかに吹っ飛ぶほどの衝撃で、由香利はソファから立ち上がるとさらに数歩離れた。まじまじと見れば髪も濡れていて、ところどころ肌に張り付いている。むき出しの肌は乾いているものの、黒い服はびしょ濡れでズボンも当然ぐっしょりと濡れている。

「ヴァル、立って、今すぐ！　ソファが濡れて……ああ、どうしよう。借り物なのに。高そうなソファなのに。弁償、しなきゃ駄目なレベルだよね」

　寂しいと悲しいとか、今はそんなことはどうでもいい。

　由香利は酔いも涙も吹き飛んで、高級そうなソファに手を当てる。さらっとした手触りの高そうな布は当然、中にまで水がしみ込んでいるだろうことは予測できて、一人であたふたしてしまう。エテルシアに怒られる自分を想像して由香利は顔を青くする。普段ニコニコしている人ほど怒らせたら怖いのだ。

　が、上からクックという笑い声が降ってきて由香利はヴァルドエルを見上げて唇を尖とがらせた。

「笑ってる場合じゃないでしょ。こんなに濡らして、エテルシアさんに怒られる」

「俺をこんなナリにしたのはその魔王だぞ。怒られる謂れはねえよ」

　憮然とした表情で語るヴァルドエルはいつもと変わらず、この世界の神様ともいえる存在に対しても態度は何も変わらない。そんないつも通り過ぎるヴァルドエルに由香利は呆れ、同時にほっとした。

「本当に怒られないかな」

「大丈夫だろ。それよりも」

　突然右腕をグイッと引っ張られて、由香利はあっという間にヴァルドエルの腕の中にとらえられた。濡れた衣服が冷たくてぞくりとするものの、その下にある肌は熱い。

「これ以上、焦らすな」

　耳元で囁かれた言葉は肌と同じように熱を持っている。小さく頷けば、さらに太い腕がぎゅっと抱きしめてきて肌が密着する。その熱さに、飛んで行ったはずの酔いが戻ってくるように感じてくらくらする思いだ。

「あ、そうだ。ヴァル」

　ヴァルドエルの胸の中で由香利は呟いてごそごそと動いた。少しでも離れようとするものの腕の拘束は解けず、仕方なく由香利は自由に動く顔だけを上に向けた。

「おかえりなさい」

　一瞬黒い瞳がわずかに開かれる。それから緩やかに細められた。

「ああ、ただいま」

　声が降ってくるのと、熱い唇が降ってくるのは同時だった。

　由香利は目を閉じてそれを受け入れた。
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　十の月三日夕刻。

　夕日に照らされて、エルファネルの王都ラウスが赤く染まっている。

　白亜の城を囲む高い城壁。外敵や魔獣から町を守るために建てられた外側の城壁は、エルファネルの豊かさを目的にやってきた商人や人々が城壁の外にも町を築き、それをまた壁で囲むということを繰り返したため、町を何層にも渡って区切りを作っていた。

　もともと建築の技術が高く、貴族だけでなく一般庶民でも漆しっ喰くいの壁を使って家を建てているため、夕日を浴びれば町は一斉に赤く染まり、夜になれば町に火が灯って幻想的な姿を醸し出す。

　その赤く美しく輝く王都ラウスを遠目に望む丘で、騎士たちによる夜営のテントが張られていた。

　町までは後ほんの三時間という距離ではあるが、着く頃には夜になってしまっていて華々しい凱旋は望めない。すでに先行の早馬によって明日が凱旋だと伝えてあり、今夜は丘の上で王城を望みながらの夜営となる。

　一方、傭兵たちは報奨金をもらって一足先にここで解散となる。凱旋パレードに参加できるはずもなく、また参加する気もさらさらないのでここで夜営する意味もない。さっさと帰って風呂に入るほうが重要なのだ。何しろ風呂に長い間入っていない。濡れタオルで毎日体を拭ったり、時には川で水浴びをし服を洗ったりしていた。だが元来綺麗好きなエルファネルの民としては目の前に風呂があるのにそのままでいることが耐えられないのだ。

　ヴァルドエルもその中の一人で、さっさと風呂に入ってさっぱりしたいと思っているのだが、今回の討伐の報奨金をもらう傭兵は六百人以上いるので城の文官が数人やってきて分担業務をしているが、なかなか順番が回ってこない。

　結局、馴染みの文官であるフランクから名前を呼ばれたのは最後だった。行ってみれば机の上には大きめの袋と小さな袋の二つが置いてある。後ろを振り向いても順番待ちの傭兵は他には誰もおらず、それはヴァルドエル一人分の報酬だと気づく。

「あなたはいったいどんな無茶をしたんですか。報酬額を見て目が飛び出るかと思いましたよ」

　疲れた声でそう告げられてヴァルドエルは目を瞬いた。

「安心しろ。目は飛び出てねえ」

　整った顔をしげしげと見つめてそう口にすれば、フランクは頬を引きつらせ青い瞳を半眼にして下からヴァルドエルを睨みつけた。

「だいたい、力のない文官に報酬をこんなところまで運ばせるなどどうかしてますね。いっそのこと盗賊にとられたほうが軽くなってよかったのに」

「運ばせたのは俺じゃねえだろ。文句なら城の奴らに言えよ。それに、俺たちの報酬に手を出す馬鹿はいねえよ。手を出したら最後、傭兵連中に地獄まで追いかけまわされて、死ぬより辛い目に合うからな」

　にやっと笑ったヴァルドエルに、フランクは呆れながらも頷いた。

　十数年以上も前の話だが、馬鹿な野盗集団が傭兵たちの報酬を目当てに現金輸送中の文官たちを襲ったことがあった。文官は無力で護衛の騎士は数人。運ぶ現金は膨大と来れば襲われないほうがおかしいくらいだ。成功の見返りが良い割にすぐに片が付く簡単な仕事である。彼らにしてみれば旨みばかりの仕事だったのだろう。しかし、護衛の騎士よりも早く気づいた傭兵たちが一斉に動き出し彼らはすぐさまとらえられた。

　捕まった彼らがどうなったのか、その後のことはあまり詳しくは語られていない。野盗集団の裁きは一応の被害者である傭兵たちに一任されたことを考えれば、殺してくれと嘆願されるまで拷問に次ぐ拷問をしたのだろうことは容易に想像がつく。その後現金輸送中の文官を襲おうとする輩が一切でていないことから考えても、相当な目にあってから殺されたのだろう。

　どんなに食う物に困っても、傭兵の金にだけは手を出すな、とは裏の世界では有名な話らしい。

　この話を聞けば町の人間は拷問などむごいことをと眉を顰めるが、戦場で命のやり取りをしている傭兵からすれば当然の報いである。傭兵の彼らとて戦場へ行くと決めたのが自分である以上、仮に敵に捕まってしまったら拷問されようが命を取られようが文句は言えない。恨むとしたら、敵よりも弱かった自分だけだ。だから野盗たちがどんな扱いを受けていようと、それは自分たちの責任なのだ。恨み言を言うくらいなら、最初からやめておけばいいだけの話である。

　その当時はまだヒヨっ子傭兵であったヴァルドエルも話だけは伝え聞いている。そして傭兵の金に手を出した野盗に呆れこそすれ同情の余地はないとも思っている。人の物を取ろうというのだから、それ相応の覚悟をしてきて当然なのだ。

「しかし、多いな」

　ずっしりと重い袋を手に取ってヴァルドエルは片眉を上げた。金はあっても困ることはないが、成果以上の金額を受け取るわけにはいかない。受け取ったあとに、余計な仕事を負わされるのは勘弁してもらいたい。

「要人救出、近衛騎士数名の救助。それに魔物の討伐数、約二百。その報酬ですよ」

「なんだ、その約ってのは」

「あなたがちゃんとした数を報告しないからでしょう！」

「八十六と報告したが？」

　不機嫌そうに言えば、フランクは呆れたようにため息を吐いて首を振った。

　討伐数は各自報告制で、多少水増ししてもわからないが、ほとんどの傭兵は正直に報告する。毎日剣を合わせていれば互いの力量はわかる。すぐにばれるのに嘘の申告をしていても仕方がない。もちろんヴァルドエルも討伐数を数えて報告している。途中で抜けたり数え忘れたりしている分もあるが、ほぼ、だいたい…………おそらくあっているはずだ。

「一晩中剣を振り回していて、八十六のわけがないでしょう。王子救出の際の討伐数が丸々抜けているので、適当に足しました」

「適当って、役人がそんなことでいいのか？」

「阿呆な軍団長と厄介な副長が馬鹿なことをしたので、しなくていい仕事までしました。お陰で昨日は徹夜です。数は捜索隊に加わった者たちの証言から、大体算出しましたから大差はないはずです」

「馬鹿をやったのは王子様だぞ。文句ならあの王子に言え。それに、夜中に殺ったのはメスだぞ」

「メスでもオスでもラクセニアには変わりませんよ！　なんでそんな大雑把な性格なのに、細かいところにこだわるんですか。とにかく報酬は受け取ってください。受け取らないと我々が文句を言われる」

　フランクはヴァルドエルに金貨の入った袋を押し付けると、仕事は終わったとばかりにあたりの片づけを始めた。

「お前もいろいろ大変だな」

「いまさらですよ。傭兵の担当になった時から、普通が何かわからなくなりましたからね」

「俺たちは普通じゃねえか？」

「普通の傭兵なんか、見たこともない。変なのばっかり。特に軍団長は阿呆で手が付けられない」

　自分のことを言われたのにヴァルドエルはおかしそうに笑った。一つだけの黒い瞳を細めて、見たことがないほど朗らかな笑顔に、フランクは一瞬呆あっ気けにとられる。

「少し見ない間に、変わりましたね」

「あ？」

「人間臭いというか、人間味があるというか」

「やっぱり臭いか？」

　ヴァルドエルは腕を顔の間近に持ってきて匂いを嗅かいだ。自分の匂いというのはあまりわからないものだが、それでも臭いような気がする。首を傾げながら顔を上げれば、真っ赤になって怒っているフランクと目が合った。

「そういう意味じゃない！　もういいですよ。とにかく渡す物は渡したし、私は帰ります」

　本当に馬鹿ばっかり、と独り言を言いながら離れていくフランクにヴァルドエルは小さく笑った。

　受け取った袋の中身を確認する。大きめの袋に半金貨が二百枚。これだけで半年は遊んで暮らせる金だ。もう一つのほうには金貨が四十枚。貨幣に違いはあるものの同じ金額で、つまり一年は何もしなくても暮らしていけるほどの大金が手に入ったことになる。

　使い勝手の良さから半分を半金貨にしたのだろうが、そのほとんどを銀行ギルドに預けるヴァルドエルにとっては意味のないことだった。

「ヴァル」

　呼ばれて振り返れば、副長のファニーバがにやにやした顔でヴァルドエルを見ている。

　ファニーバは古参の傭兵で傭兵団の中ではヴァルドエルの次に腕が立つ。ヴァルドエルと違うところは頭が切れることだろう。口も達者で交渉事に秀でており、傭兵団を裏から支えている存在だ。年齢は三十六歳とヴァルドエルよりも十歳以上も上で、軍団長の座をヴァルドエルと争ったこともあるほど傭兵たちからの信頼も厚い。もっとも、争ったといってもどちらが軍団長という面倒な地位を相手に擦り付けるかという舌戦で、結局口で負かされたヴァルドエルが押し付けられる格かっ好こうとなった。

　王子救出の際、ヴァルドエルをフォローするために夜の森に共に入ってくれた、お互いに背中を預けられる頼もしい存在の一人だ。

「王子救出の報酬で、しばらくは遊んで暮らせるな」

　そう言いながらもファニーバはすでに別の戦場に行くことを決めていて、一週間後には出立する予定だ。本当に戦好きなんだとヴァルドエルは内心苦笑するしかない。

「それで、今夜はもちろん来るんだろ。金も手に入ったし、浴びるほど酒を飲んで騒いで」

　ファニーバはコップを傾けるしぐさをしながらにやにやと笑っている。

　傭兵たちはいったん家に帰ってもほとんどの者が酒と食料を持ってまた城壁の外に集まる。互いの無事と手に入れた報酬を祝って酒を浴びるほど飲むのだ。これを三日ほど繰り返してようやくそれぞれに散っていく。砦とりでや街中で集まらないのは、単純に砦が手狭なのと騒ぎすぎて収拾がつかなくなるからだ。住人から文句が出ないように外でやるのが常だった。

　いつもならば酒樽を担いできてその馬鹿騒ぎに便乗するヴァルドエルだが、今回ばかりは勝手が違う。

「俺は……ちょっと行くところがある」

　言葉に驚いた顔をしたものの、ファニーバはさらににやっと笑ってヴァルドエルの脇を小突いた。

「はは～ん、女か」

「まあな」

　ヴァルドエルの返答にファニーバは自分で聞いておきながら目を限界まで広げた。

「ヴァルが女!?」

「いや、俺は女じゃねえ」

「そんなの見りゃわかる。それよりも、あのヴァルが仲間との酒より女をとるなんて、信じられねえ。一大事だ。事件だ」

「そんなに大ごとか？」

　確かにこういった長期間の行軍の後は必ず仲間同士で飲んでいたが、夜になれば席を外して女を抱きに行っていた。それが少し早まったくらいで一大事になるなら、エルファネルは平和なことこの上ない。

「女がお前を追いかけるならまだしも、お前が女の尻を追いかけるなんて。ははぁ、好きなんだな、その女のこと」

「好きじゃねえよ」

「は？　好きじゃないのに会いに行くのか？」

「好きなんてとっくに超えてる」

　低く告げられた言葉にファニーバは驚き、まじまじとヴァルドエルの顔を見つめた。そこに嘘や冗談めいた表情を見つけられずに目を細めて低くうなる。

「本気……なのか」

「ああ」

「そうか」

　ぽつりと言った後で沈黙が二人の間に流れた。互いの心を読むように目が合い、やがてファニーバが小さく頷いてヴァルドエルを見上げた。

「大事にしろよ。俺たち傭兵家業はいつ死ぬかわからんからな。毎日死ぬ気で優しく愛して、大切にしてやれ」

「言われるまでもねえよ」

　言葉にファニーバがニヤッと笑って握った拳を差し出せば、そこにヴァルドエルは同じく硬く握った拳を突き合わせた。ゴツッと音がしてニヤッと笑い、同時に背を向けて別れる。

　数歩歩いたところでファニーバはそうだと慌てて振り返る。

　しかしその時にはすでにヴァルドエルはフクロウとともにいて、その姿は一瞬にして掻き消えた。ファニーバは苦笑する。

　どんな女に会いに行ったのかはわからないが、あの汚いナリだったとしても、ちゃんと迎えてくれるのだろうか。女性はたいていがきれい好きだ。何日も風呂に入っていないヴァルドエルの服からも体からも相当な匂いが漂っていた。

　大切にすると言った舌の根が乾かぬうちからやらかしそうで、ヴァルドエルがどれほどその女に夢中なのかがうかがいしれる。

「ま、なるようにしかならないか」

　ファニーバは肩をすくめると、久しぶりに帰る王都へと足を向けた。




　荘厳な像が立ち並ぶ広い教会のような場所に、怒りに顔をゆがませた白髪の美女がいる。灰色の髪と山吹色の髪をした青年が魔王を守る様に左右に控えていた。山吹色の青年は冷ややかな視線をヴァルドエルに向けていた。一方、灰色の髪の青年は顔をしかめて鼻をつまんでいる。

　左右には五体ずつ合計十体の像が並び、一番奥には巨大な男性像が鎮座していた。天井には鮮やかな色彩で美しい絵が緻密に描かれている。

　奥の像の前でエテルシアは両手を組み合わせて祈りを捧げていたのだが、急な来訪者に顔を上げ、次いでその男の放つ異臭に頬を引きつらせた。

　ヴァルドエルはずいと一歩足を進めた。

「この場所にそのような汚らわしい格好で来るとは、大した度胸じゃ」

「別に来たくて来たんじゃねえ。フクロウに魔法を使わせたらここについた。俺のせいじゃ……」

「黙れ、汚物が！　顔と体を洗って出直してこい！」

　エテルシアが右手をさっと振る。雷に撃たれたような衝撃とともにヴァルドエルの目の前が真っ白になった。

　光が収まった瞬間、先ほどとは全く別の場所にいた。さらにヴァルドエルの足元には地面がなかった。

「なっ！」

　声を上げる暇もなく、ヴァルドエルは落ちた。

　盛大な水音を響かせて体が水の中に落ちる。咄とっ嗟さに息を止め、足が水底に着くと同時にヴァルドエルは地面を蹴った。

「ぶへっ」

　水から顔を出せば、水際にフクロウがすました顔で立っている。

「主様！」

　フクロウは心配げに声をかけながらも手は差し出さない。もともと木彫りの人形だから、濡れることを異常に嫌がっている節はあったが、主の危機的状況にも手を出さないのはどういった了見か。もっとも、水深も浅く危機的状況でないことは確かだが。

　ヴァルドエルは岸まで泳ぐと水を滴らせて川から上がった。

「あ～、参った」

　濡れた髪をかき上げる。しずくの垂れる頬を手の甲で拭って、ヴァルドエルは眉をひそめた。

「臭ぇ」

　今更ながらに自分を見下ろしてみれば、確かに人に会う格好ではなかったことに気づく。着ていた服は汚れてよれよれで、髪も脂ぎっていてべとっとしている。自分で自分の匂いというのは気づかないもので、汚れているとわかってはいたが、風呂に入るよりも由香利に会うことを優先させてしまった。

　が、確かに匂いをさせたままで由香利に会うのはマズかったかもしれない。

「風呂に入ってから来るべきだったな。というか、どうせ魔法で跳ばすなら、風呂場にしてくれりゃよかったのに」

「その恰好で湯船に入られたら、お風呂のお湯が汚れますからね」

　すました顔で言われてヴァルドエルはフクロウを睨む。子供の頃はまだ可愛げがあったが、こうして大人の姿になってから余計な一言が増えた。やはり魔力を与えた者の影響を受けているのだろう。魔王のように辛しん辣らつだ。

「まあ、ないものは仕方がねえ。とりあえず水浴びだけでもしていくか」

　そうと決まれば行動は早い。

　腰の長剣を外し荷物を下ろすと、シャツとズボン、ブーツと下着まで脱いで川に飛び込んだ。水深は浅いといってもヴァルドエルが頭まで沈むくらいにはある。

　川の水だけでも肌を擦ればさっぱりとする。髪と体をごしごし洗い、次いで着ていた服も川の中で揉み洗いする。土と埃で汚れていた服が元の色によみがえる。

　シャツを絞って全身を拭い、再びしっかり絞ってから身にまとう。下着とズボンも同じようにしてはく。

　本当は着替えたいところだが、替えも汚れているので仕方がない。

「……ベックションッ！！！」

　派手なくしゃみを一つして、ヴァルドエルは鼻を啜った。

　エルファネルで十の月といえば朝晩は冷える。しかしここは温暖な気候のためかそれほど寒くはない。けれど、やはり川の水は冷たく濡れた物をまとっていれば体も冷える。

「寒くはありませんか？」

　今更なことをフクロウが聞いてきてヴァルドエルは濡れた髪をガシガシとかいた。いまだ水滴が流れる髪を頭を振って雫を飛ばす。

「歩いているうちに乾くだろう」

　濡れたブーツに足を入れれば濡れた感覚が気持ち悪いことこの上ない。革のブーツまで洗ったのは失敗だったかと思うものの、今更のことだ。

「さて」

　あたりを見渡して、ようやくここが海に近い川だと気づく。右手は暗い海が広がっていた。その向こうに上ったばかりの月が見え、海面にその姿が映りこんで美しい。左手は草原のように思えるが、おそらく庭だろうとヴァルドエルは見回す。芝生があたり一面を覆い、低い生け垣でそこかしこに幾何学模様を作り出している。遠くには温室らしい建物も見えた。だが、屋敷らしき物はどこにも見えない。

「魔法はもう使えねえのか」

「申し訳ありません。この島はエテルシア様の力が働いていて、エテルシア様以外にはどのような魔法も使えないようになっています」

「つまりは歩いて来いってことか。方角は？」

「屋敷の方向はわかります」

　フクロウは案内するようにヴァルドエルの先を歩きだす。

　ヴァルドエルはその後ろをついていく。ビチャビチャと足を踏み出すたびに足元から音がする。気持ちの悪さに、さすがのヴァルドエルも閉口した。




　エテルシアの屋敷は夜の闇の中でもその存在感を失わない。城のようなたたずまいに、ヴァルドエルは臆することなくその巨大な扉を開いた。絢けん爛らんな玄関ホールも今は闇に沈んでおりしんとしている。

　ヴァルドエルが歩くたびにグジュグジュと靴が鳴く。その後ろを半歩遅れてフクロウが、こちらは足音も立てずについていく。闇を見通す黄色い瞳が鬼火のように淡く光っていた。

　ホールの先の扉を開ければ控えの間があり、その中央で白髪の美女が出迎えた。ヴァルドエルは不機嫌そうに片眉を上げて魔王を睨む。

「この時期の川の水は冷たかろう？」

　自分の魔法で落としておいて、魔王は澄ました顔でほほほっと笑った。先ほどと違って機嫌は悪くないらしい。

「別に、大したことはない」

　四時間ほど歩いたせいか体は熱く、濡れた衣服が心地よく感じるほどだ。

「由香利は？」

「部屋におる。今、妾の子飼いの者に相手をさせておるからまだ起きておるじゃろう」

　エテルシアの言葉が終わらぬうちに、ヴァルドエルは風のようにその横をすり抜けた。蹴破る様にして扉を乱暴に開け、奥の階段を上っていった。

　相手をさせている。

　何の、とはエテルシアは言わなかった。魔王を心から信用しているわけではない。ただ、由香利に関しては多少は信じられるものがあった。だから、まさか夜の相手をしているとは思いたくない。それでもヴァルドエルの胸には焦りがあった。

　部屋は気配ですぐにわかった。それ以上に、部屋の扉がわずかに開いていて、そこから由香利の高音の声が漏れ聞こえてきている。

　泣いているようなすするような声に怒りが湧き上がる。扉の隙間から覗けば、灰色の髪の青年が泣いている由香利の頭を撫でていた。

　テーブルの上にあるのは酒のボトルとグラスが二つ。由香利の頭を気安く撫でているのは先ほどの神殿でエテルシアの側に控えていたあの青年だ。嫉妬のままに扉を乱暴に開けようとしたヴァルドエルを、青年の茶色い瞳が射抜いた。二つの茶色の瞳と一つだけの黒い瞳の視線が無言でぶつかる。

「ふっ……、ごめ、アクセリオ…………面倒で、ごめん」

　アクセリオは由香利には何も答えずソファから腰を上げた。そのままヴァルドエルの側にまで来ると横をすり抜けて部屋の外に出る。

「あんたが、羨ましいよ。私も誰かにあんなふうに必要とされたい」

　行けよ、と顎で示されて、ヴァルドエルは憤然としながらも静かに扉を閉めた。

　男が何者かとか、なぜこんな夜中にとかの疑問は尽きない。嫉妬のままに男を追いかけて問い詰めたい気持ちはある。が、これ以上由香利との間を邪魔されたくない思いのほうが強かった。

　泣き続ける由香利の側に腰を下ろす。ギシリとソファが音を立てた。

　ひと月ぶりに会う由香利は少し痩せているように見えた。夢にまで会いたいと思っていた女が目の前にいる。そのことに胸が昂こう揚ようする。

　このひと月感じていた焦燥感や苛立ちは消えて、愛おしさがこみあげてくる。

（夢じゃねえよな）

　思わずそんな思いに駆られる。抱きしめたら消えてしまうのではないかとさえ思ってしまう。だからそっと手を伸ばして小さな頭に触れた。撫でれば手のひらの感触はなめらかで、サラサラと心地よい。

　夢ではないと抱き寄せようとした瞬間に、その桜色の唇から別の男の名前が出てきて頬が引きつる。しかも由香利は先ほどまでここにいた男に『泣かせて』欲しいと懇願したのだ。

　由香利を啼かせていいのは俺だけだ。

　そう思って言葉を繰り返せば、また別の男の名を呼ばれた。

「違うだろ、名前が」

　苛立ちとともにいつもよりも低い声が出る。瞬間、由香利がハッと顔を上げた。黒い瞳が見上げてくる。驚きに見開かれた瞳から一筋涙がこぼれた。

「ヴァル………」

「なんだ」

　名を呼ばれ、他の男の存在を感じさせないまっすぐ見つめてくる黒い瞳にようやく安堵の息を小さく吐く。

「夢？」

「夢じゃねえよ。やっと由香利に会えたのに、これが夢なら俺の頭がおかしくなりそうだ。会いたかった」

　呟いたとたんに由香利が胸に飛び込んできた。その行動が嬉しくて頬が緩む。迎え入れようとした腕は、しかし宙をかいた。

「何!?　なんでビショビショなの」

　そこ、気にするところか。

　ようやく会えた由香利との時間は甘いものではなく、由香利はあたふたと一人で慌てている。その態度がひと月前と何も変わらない。

　媚びるわけでもなく、甘えるわけでもない。由香利は由香利なのだ。思わず笑ってしまう。

　怒る姿も唇を尖らせる姿も愛おしい。

　いつまでも離れている由香利の腕をとらえて、ヴァルドエルは自分の胸の中に閉じ込めた。そうすれば由香利は途端におとなしくなってヴァルドエルのなすがままとなる。

　どこもかしこもが柔らかく温かな身体。花のような香りが立ち上ってきて、ヴァルドエルの中にある黒い欲望が途端に頭をもたげてくる。

　離れたいのか小さな体が腕の中でごそごそと動く。逃すことができるはずもなく、腕をそのままにしていれば自由に動く白い顔を真上に向けてほほ笑まれた。

「おかえりなさい」

　言葉にヴァルドエルは一瞬呆気にとられた。

　媚びも甘えもない黒い瞳。由香利から甘い時間を求めてくるのは、まだ先の話になりそうだ。それでもヴァルドエルは目を細めた。

「ああ、ただいま」

　今はそれでいいと思う。

　今はこの腕の中にとらえた小さな体を、その感触を楽しむためにヴァルドエルはその唇に口づけを落とした。
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　屋敷の一角を占める風呂場は銭湯のように広く、一人で浸つかるにはもったいないほどの広さを誇る。髪をまとめて上部で止めた由香利は、かけ湯をしてからこれまた広い露天風呂の湯船にゆっくりと身を沈めた。少しぬるりとした湯は肌にしみこむような手触りで、ひと月近くこの温泉に浸かっている由香利の肌はもちもちスベスベになっていた。

　天然温泉では当たり前の話だが、お湯は誰も入ってなくても勝手に湧き出てくる。それは昼夜問わずのことであって、真夜中の今でもそうだった。

　ヴァルドエルの衣服が濡れていることを問い詰めれば、エテルシアに川まで飛ばされそのまま水浴びをして、しかも服も洗って乾かす間もなく四時間ほど歩いてきたという。体は動かしていたから熱いくらいだと言っていたが、十月である。日本とは違う気候とはいえ、夜に水浴びをしていい季節でないことは確かだ。

　即座にお風呂を勧めたら断られた。

　なだめすかしてようやく承諾がもらえたが、一緒に入ることが条件だった。

　すでに食後に風呂に入っていたし酒も飲んでいたが、足元はしっかりしていたし仕方なく髪をまとめた状態で入ることになった。

　今の時間に髪を濡らしては、乾くのは日の出の時間になってしまう。本気で髪を切ることを考えなければならない。

　どこで切ればいいか思案していると、ざばっと水音が聞こえてきた。それは内風呂から聞こえてきて、音からして体を洗っている様子が聞き取れた。

　露天風呂と内風呂の間にはガラスの扉がある。閉めたままの内風呂のガラスは湯気で曇っていて向こう側はよく見えない。

　風呂から上がってしまおうかと考えた由香利だったが、それはそれで約束を破ってしまうことになるし気が引けた。結局内風呂から一番遠い隅に移動して、内風呂に背を向けて肩まで湯に浸かった。

　ガラス扉の開く音が響く。ひたひたと石の床を踏む足音が聞こえてくる。そのまま風呂に入り、じゃばじゃばと湯をかき分けて音は由香利へと近づく。そのたびに湯が揺れて、そこに映る由香利もまるで心を表すかのように揺れ動いた。

　乳白色のお湯は底に行くほど濃くなっていて、胸元あたりからはほとんど見えない。エテルシアとともにお風呂に入ったこともあったが、彼女は色白でボンキュッボンなダイナミックなスタイルで、出るところが出ずに、出なくていいところが出ている由香利は少し羨ましくもある。

　エテルシアまでとは言わなくても、もっとスタイルが良ければ見せても恥ずかしくないものを。

（いや、見せるのはやっぱり恥ずかしい）

　何度も見られている裸だが、何といってもひと月ぶりだ。どんな顔をして裸体をさらしていたのか思い出せない。

　やはり風呂を出るべきだったのかもしれないと思う。思うと同時に体が動いた。

「やっぱり先に上がってるね。ごゆっくりどうぞ」

　そう言ってヴァルドエルのほうを見ずに由香利は立ち上がった。

　その瞬間、由香利の左腕が引っ張られた。引っ張られたことでバランスを崩した由香利を受け止めたのは硬い体と太い腕だった。

「一緒に入る約束だろう」

「あの、でも」

　静かな声音で諭されても、恥ずかしさは変わらず由香利は太い腕の中でうろたえた。

「いいから、一緒にいてくれ」

　諭すような声が降ってきて、ヴァルドエルの足の間に座らされると即座に後ろから抱きしめられた。こうなるともう由香利の力では逃げ出すことはできない。観念して大人しくしていると、耳元で大きくため息が吐かれた。

「気持ちいいな」

「うん。天然温泉だし、お肌もツルツルになって」

「そうじゃねえよ。抱いてる由香利の感触が気持ちいい」

「あ、やっ、え？　あの……えっと、そうかな。あんまり自分ではよくわからないけど」

　するりと腕を撫でられて由香利はピクリと体を震わせた。そこにいやらしさは全くないのに、勝手に体が反応して、まるで自分が何かを期待しているみたいで恥ずかしい。由香利は視線を彷徨わせた。

「こうしてみると、やっぱり由香利は小せえなあ。腕の太さなんか俺の半分しかねえ」

　ヴァルドエルは言って由香利の二の腕の側に並べるようにして自分の右腕を掲げた。

　並べてみるとよくわかる。

　ヴァルドエルの腕は日に焼けた褐色で、日々の訓練によって鍛えられている盛り上がったしなやかな筋肉が美しい。一方の由香利は十人並みの腕で、色も白くぽてっとしている。

　ぷにぷにの腕が恥ずかしくて引っ込めれば、その手を取られた。ヴァルドエルは由香利の細い指にチュッと音をさせて口づける。途端に由香利は赤くなる。

「綺麗な手だ」

　ぽつりと呟かれてさらに恥ずかしくなる。

「腕も、肩も白くて、胸も綺麗だ」

　触れるか触れないかの距離で胸を撫でられた。揺れたお湯が由香利の胸をわずかに揺らし、その物足りない刺激に由香利は小さな吐息を吐いた。

「き、綺麗なのはエテルシアさんでしょ」

　エテルシアの豊満な胸を思い出して、由香利は口にした。エテルシアと比べるべくもないが、やはり女としては羨ましくて軽い嫉妬を禁じ得ない。

　男性はやはり胸の大きな女性に自然と目が行くし、それが理想だと思っているに違いない。肌の白さも由香利は日本人独特のやや黄色みがかった色だが、エテルシアは本当に抜けるような白い肌だ。

「あ？　なんでそこであの性悪魔王の名前が出てくる」

「性悪って、聞かれたら怒られるよ」

「勝手に怒らせておけばいい。で？　なんでクソ魔王なんだ」

「え、綺麗でしょ？　色白だし美人だし、む、胸も大きいし。ああいうのが男の人は好きなんでしょ」

「美人？　魔王がか？　俺はそうは思わねえな」

「え、ヴァル、頭大丈夫？　目が悪いんじゃない？　エテルシアさん、物凄く美人で、もう絶世の美女っていうくらい綺麗な人だよ」

「頭が悪いのは生まれつきだ。それに目は悪くねえ。それでも魔王は美人に見えねえな。まあ、人形みてえに整った顔立ちってことなら認めるが、だからって好きになるのは別の話だろ。第一胸の大きさなんて関係ねえ。好きな女の胸についてるのが一番いいんだ。でかけりゃいいってもんでもねえ」

「嘘……」

「なんで疑うんだよ」

「男の人はみんな美人でスタイルが良くて色気のある人が好きなんだと」

　大きな、呆れたようなため息が降ってきて、由香利は唇を尖らせる。

　日本のテレビを騒がせる芸能人は皆一様に美人だ。海外の美女を見れば皆胸が大きくてスタイルがいい。もちろん全員がそうだとは思わないが、多くの男性がそういった志向が強いと思うのは当然である。

「魔王なんかより由香利のほうが綺麗だ」

　そんなことは今まで言われたことがなくてドギマギする。なんとなくいつものヴァルドエルではない気がする。可愛いと言われたことはあったものの、こんなにストレートに褒めてくれたことはない。

　気恥ずかしくて顔を伏せた由香利は、ヴァルドエルの左腕に大きめの新しい傷を見つけて息をのんだ。よくよく見れば腕だけでなく他にも傷はあり、それは今回の討伐によってできた傷だとわかる。ほとんどはふさがっていて痕が薄っすらと残っているだけだが、左腕のそれだけはいまだにはっきりとした傷が残っている。

「ん？　ああ、これか。今回、ちょっとしたことがあって受けた傷だ。もう治りかけてるし、大した傷じゃねえ。由香利がそんな顔をするほどのことじゃねえよ」

　今更ながらに、ヴァルドエルが魔物の討伐に行っていたことが思い出され、由香利は熱い湯に浸かっているにもかかわらず寒気を感じてゾッとした。

　もし、と過去に仮定を持ち込むのは無駄なことではあるが、もしものことがあったなら。この傷が腕ではなく胸に顔に首についたとしたら、ヴァルドエルは無事でいなかったかもしれない。

　由香利はヴァルドエルの腕の中でくるりと態勢を変えるとその首に抱き着いた。ここにいることを確かめるようにぎゅっと腕に力を込めれば、消えることのない確かな鼓動と熱い体を感じた。

「ヴァルが無事でよかった」

　吐息とともにそう告げれば、背中と腰に太い腕が回って抱き寄せられる。

「今回は確かに辛かった」

　うん、と腕の中で頷いて由香利はさらに力を込めてヴァルドエルにしがみつく。

「由香利不足で」

　うん、と頷こうとした由香利はその動きを止めた。

「え？」

　疑問を口にした瞬間、その唇をふさがれた。

「んん……、まっ……」

　何かを言おうとすればすぐに唇をふさがれて言葉にならない。離れれば追いすがられ、空気を求めて口を開けばそこから舌が入り込んでくる。

　熱い舌が口内を蹂躙し、由香利の逃げ惑う舌を追いかけてとらえる。角度を変えるたびに深くなる口づけに、離れようとした頭が後ろから手で押さえられ逃げ場所さえなくなる。

　ひと月ぶりの濃厚な口づけに由香利は呼吸をすぐに乱した。その吐息さえも奪うような激しさに、由香利の意識がもうろうとしてくる頃にようやくヴァルドエルは唇を離した。それでも惜しげに下唇を食んだり、頬や耳に口づけを落とす。

「今夜は俺もさすがに疲れた」

　湯に浸かりながらぽつりと言ったヴァルドエルに、由香利は今更だと苦笑する。

　魔物討伐帰還後の晩で、強制的に水浴びをさせられた上にそのあと四時間も歩きっぱなしだったことを考えれば、由香利ならば倒れこんでもおかしくない状態だ。それを平然とやってのけるヴァルドエルの心身の強さに感服するしかない。

「由香利の側で眠れれば、今夜はそれでいい」

　抱かない宣言をされて由香利は安堵の息を吐く。同時に心の片隅で残念に思っているもう一人の由香利がいた。口づけだけで腹の奥に疼くような感覚がある。秘所が濡れているのは決してお風呂のお湯のせいだけではない。

「続きはラウスに帰ってからだ」

「続き？」

「忘れたとは言わせねえぞ。痕は綺麗に消えてるが、約束の印をここに刻んだ」

　由香利の胸に触れてヴァルドエルはニヤリと笑う。

「あ……」

　由香利は思い出して途端に顔を赤くした。真正面から見つめる視線から逃れるように顔を反らす。

　ひと月前につけられた両胸へのキスマークは確かに三日で消えたが、コルセットをつけるたび、体を洗うたび、鏡で見るたびに思い出していたものだ。

　そして由香利はなぜあんなにもヴァルドエルを求めて泣いたのかようやく思い至った。三日で消えた赤い痕はやがて記憶からも抜け落ちていたが、体が覚えていた。濃密な夜を繰り返したあの日々を、胸に残された赤い約束の跡を。

　そして彼を欲した。

　一人では寂しいと。あの濃密な痺れるような熱を、それを与えてくれる姿をずっと求めていたのだ。寂しくて悲しくて、自分で自分を慰めるほどに。

　保護者だ、母親だとすり替えてみても、実際欲していたのは男としてのヴァルドエルだった。

（泣いてまで欲しがるなんて、本当に痴女だ）

　そうは思っても、したくないかと言われれば、それはそれで否定してしまう。与えられる快楽は強烈で、まるで麻薬のように一定の時が過ぎればまた欲しくなる。

「約束……だもんね」

　そうして約束のせいにして、由香利は自分の中にある欲望を肯定した。しかし約束の内容を思い出して、顔を青くする。

　討伐前にしたご褒美の約束。

　帰還時に官能的な服で出迎えること。三日間は引きこもって、情事を交わすこと。口約束だが約束には違いない。しかし、町から離れていたため、官能的な服はもちろん、引きこもるための食糧も用意できていない。

「私、何も用意してない！」

「ああ、五日分の食糧と官能的な服か」

「いやいや、日数増えてるし。五日も無理。体が持たない」

　さらに顔を青くする由香利にヴァルドエルは苦笑する。

「食糧はここから持ってけばいい」

「そんなことして怒られないかな」

「あの魔王が由香利のことで怒るわけがねえ。くれと言えば必要以上に用意してくれるだろうさ」

　う～ん、と由香利は眉を下げてうなった。

　連れ込んだのはエテルシアだとしても、今までさんざん世話になっておいて急な暇を明日告げるというのに、食糧まで請求してがめついと思われないだろうか。確かにここのパンやハムをもらえればありがたいのは間違いないのだが。

「魔王の話はもういいだろ」

　思案をしていると背筋をゆるりと撫でられて、由香利はピクリと体を振るわせた。

「由香利の話が聞きたい。ひと月、何を思ってどう過ごした」

「わ、私の話？　特別なことは何も……」

　今度は尻を撫でられる。形を確かめるように添わされた手が、肌の上をすべるように移動する。その手にいやらしさはない。なのに体は勝手にその中から快楽を感じようと鋭敏になる。

　由香利は漏れそうになる声を噛み締めた。

「一人でしなかったのか」

「えっ!?　そんなことするわけ……」

「俺はしたぞ。何度も由香利を想って。想像でなら何十回と抱いた。由香利は何度した？」

　黒い瞳にのぞき込まれるように見つめられ、していないと嘘をつくことができなくて視線を逸らす。由香利の行動の意味をすぐに読み取ってヴァルドエルは目を細めた。

「なるほど。その様子だと一度はしたわけだ」

　にやにやとした笑みを浮かべるヴァルドエルに、居たたまれなくなって由香利はその胸に逃げ込むようにして顔をうずめた。

「ごめんなさい」

「あ？　なんで謝る」

「私………自分がこんなにいやらしいなんて思わなかった」

　ぴくっとヴァルドエルの太い眉が動く。由香利の顔を両手で挟むと、上を向かせた。酷ひどく不機嫌な瞳にひたと視線を合わせられて、由香利はやはり嫌われたと思った。こんないやらしい女といることが不快なのだろう。

「俺以外の男と寝たのか」

「は!?　そんなことするわけない！」

「じゃあ、一人でしたんだろ。だったら問題ねえ」

「あるよ。こんないやらしい女は嫌でしょ？」

　由香利が言い募れば、ヴァルドエルはわずかに首を傾げた。

「俺には何が問題なのかわからんが」

「気持ち悪いでしょ。一人で……してるなんて。いやらしいし」

「気持ち悪いわけないだろ。だいたい、由香利はいやらしいっていうが、そうすると俺はどうなる。いやらしさの塊だろうが。何十回も由香利を想って想像して………………って、由香利は誰を考えた」

「はあ!?」

　言えるはずのないことを聞かれて由香利は素っ頓狂な声を上げた。次いで黒い瞳を彷徨わせる。突き刺さってくる視線が痛い。由香利は答えられずうつむこうしたが、ヴァルドエルの手がそれを阻んだ。

「俺か？」

　狼狽え、ますます赤くなる由香利にヴァルドエルはにやついた笑みを浮かべた。

　もう耐えられなくなって由香利はまたヴァルドエルの胸に顔をうずめた。ヴァルドエルの手はその行為を阻むことなく、由香利の背に回りぐっと抱き寄せる。

「そうか、俺か」

　嬉しさをにじませた響きが聞こえ、その唇が由香利の耳元に寄せられる。

「いやらしいのは歓迎だ。それに俺を想像していたのは正直に嬉しい。今度は俺の前でやって見せてくれ」

「へっ!?　そんなことできるわけ…………！」

　驚いて顔を上げれば、見たことがないほど蕩けそうに甘い笑みを向けられていて由香利は言葉を失った。その笑みを浮かべたままの顔が近づいてきて、自然と目を閉じる。

　合わさった唇は優しく、蕩けるように甘いものだった。








８









　ヴァルドエルがエテルシアの島にやってきた次の日、朝食後に由香利から暇を告げられた。エテルシアは椅子に座ったまま目の前に立つ二人を見つめた。

　突然の申し出に本当に申し訳ない顔をしている由香利とは逆に、ヴァルドエルはさも当然という表情をしている。それが気に入らないと言えば気に入らないが、引き留めてもおそらく撥ねつけられる。隣の大男によって。

「そう、か。帰るか」

「はい。本当にお世話になりました」

「もともと足止めしていたのは妾じゃが、ちと寂しいの」

「また遊びに来ます！」

　寂しげな声を出せば由香利が即座にそう言ってくる。そうなることを予想していたとはいえ、想像通り過ぎてエテルシアは内心ほくそ笑む。だが隣の大男は不満たらたらな顔をしていた。どうやら由香利から何も話を聞いていないらしい。

「遊びに来る？　ここへか」

「うん。約束したの、エテルシアさんと。お泊りじゃないよ。時々話をしに来るだけ。泊りじゃないからねっ」

　由香利の言い訳じみた言葉にヴァルドエルの眉根に深いしわが寄る。本当かと尋ねるように鋭い視線を向けられて、エテルシアは笑みを浮かべて小さく頷いた。それに不満を隠すことなく片眉を上げて口をへの字に曲げる。

　やがて深く大きなため息を吐いた。

「約束なら仕方ねえが、その代わり食料を寄越せ」

「は？」

　エテルシアと由香利は二人同時に声を上げた。何の脈絡もない要求に目が点になる。

「日持ちのする物が欲しい」

「いやいや、ヴァル。それはあんまりにもぶしつけというか、遠慮がないというか」

「ふん。その男に遠慮などあろうはずがない。ま、欲しければ持っていくがいい」

　ようやくショックから立ち直ってそう言えば、ヴァルドエルは五日分の食料を要求してきた。

「やっぱり、日数増えてる!?　三日分でいいから、三日分で！」

　焦る由香利にエテルシアは噴き出した。夢の中に入り込んで記憶を覗くエテルシアは、その日数が何を意味するのかを知っている。知っていてにんまりと笑った。

「よかろう。好きなだけ持っていけ」

　エテルシアは料理長であるカーツを呼び寄せると由香利を地下の貯蔵室へと案内させた。当然ついて行こうとしたヴァルドエルをエテルシアが引き留めた。

　由香利が廊下の向こうに消えた途端にエテルシアは立ち上がるとヴァルドエルに近づいた。背の高い男をすっと目を細めて、由香利には決して見せない冷たい視線で見上げる。

「女心は勉強したか？」

「する暇なんかねえよ」

「そうじゃと思った。期待などしておらなんだし。まあ、せいぜい由香利を追い詰めぬことじゃ。由香利の体は一つじゃからの。悲しませるようなことをしたら奪いに行くぞ」

「悲しませねえよ。それに誰にも奪わせねえ。例え魔王でもな」

　好戦的な目を向けられて、エテルシアは怒るどころかゾッとするほど冷たい笑みを浮かべた。赤い唇は笑っているのに、紫の瞳は人を射殺しそうなほどの強い光を放っている。ヴァルドエルはその瞳を平然と見返してきた。

「その言葉、忘れるでないぞ」

　何事にも動じない男に紫の瞳が揺らめくように光り、一瞬後には元に戻った。まるで何もなかったようにエテルシアはまたほほ笑む。

「ところで、貴様が由香利に送った手紙。どこに置いてあったか知っておるか？」

「いや」

「枕の下じゃ」

　言われてヴァルドエルは目を開き、口元に手をやった。何を想像しているのか手に取るようにわかる。夢を見たくて、側にいたくて手紙を枕の下に入れたのではないか、とか。

　実際は自宅ではない間借りの部屋であけっぴろげに机の上などに置くわけにもいかず、たまたま枕の下に入れただけだろうとエテルシアは予測している。そしてその予測はおそらく当たっている。

　由香利は無意識にそういった男を喜ばせる言動をすることがある。

　普段の仕草も洗練されたそれではなく、小動物のようにちょこまかと動く。その行動は愛らしくほほえましい。

　閨ではそれが恥じらいに変わり、真っ赤になって身悶える。なのに時々予想もしない大胆な行動に出る。それが目の前の男を惹きつけてやまない。

　穏やかな性格。しっかりしているように見えて、どこか抜けている仕草。周りに伝染するくらいほのぼのした雰囲気。どれもが愛らしい。

　由香利のその姿を思い出してかヴァルドエルが頬を緩めた。が、エテルシアの視線に気づくとにやついた笑みをひっこめて睨んできた。

「それは、俺を煽ってるのか。由香利を抱き潰つぶすなと言ったのはお前だろうが」

「いや、なに。由香利は可愛いと言いたかっただけじゃ。その由香利のためじゃから、お前たちのことは静観してやる。フクロウにもお前たちの邪魔はせぬように言いつけておいた」

「まるでお前の作った守護者のような言い方だな」

「半分は妾の魔力が入っておる。メトケスは妾の弟子じゃし、妾の作りし守護者と言ってもよい」

「滅茶苦茶な理論だな」

　ヴァルドエルは呆れて息を吐いた。

「だが、確かに世話にはなった。礼を言う」

「貴様の礼などいらぬ。礼の代わりに由香利には妾の友として時々遊びに来てもらう。否やはないな？」

　とん、とエテルシアはヴァルドエルの硬い胸板を指で突いた。

「人間の承諾が必要、か。由香利には承諾を得てるんだろ。俺の意見も必要か？」

　魔王の性質を知っていてヴァルドエルはふと笑った。

　それが人間相手の場合に限ってのみ承諾が必要で、それがなければ相手に術をかけることすらできない。それが魔王の唯一の制約で、それに縛られている限りエテルシアは人の導き手として力を振るい続けることができる。

「由香利は生真面目故、貴様が否と言えば来なくなるじゃろう。念のための確認じゃ」

「由香利が嫌でなければいい」

　ヴァルドエルの答えにエテルシアは満足そうにほほ笑んだ。そのエテルシアの細い手首を掴んで、今度はヴァルドエルは目を細めた。

「ただし、由香利に妙なことをしてみろ。真っ先に貴様を殺しに来る」

「妾も由香利を気に入っている。そこは信用せい」

「媚薬も魅了チャームも使うな」

「由香利が望まぬ限りは使わぬ」

「望むわけがない」

「さて、どうじゃろうな。男にはわからぬ女の悩みというものはあるからの」

　エテルシアが楽しげに笑う。由香利との楽しい時間を思い出しているのか、それとも未来を思い浮かべているのか。自分のあずかり知らぬ由香利との時間を見せつけられたようで、ヴァルドエルは不満げに鼻を鳴らしてエテルシアの手を放した。

「馬鹿力が」

　白く細い腕にくっきりと残っている手の痕を擦って、エテルシアはそれでも笑みを浮かべた。

　その時、軽い足音が響いて開いたままのドアから由香利が両手いっぱいの荷物を持って現れた。即座にヴァルドエルが近づいて由香利からその荷を受け取る。その甲か斐い甲が斐いしさにエテルシアは苦笑した。

「……あの」

「ん？」

　由香利が上目遣いにエテルシアを見る。それにエテルシアは首を傾げた。エテルシアの行動に由香利が頬を染める様を面白くなさそうにヴァルドエルが見ている。それが面白くてエテルシアはまた苦笑した。

「……あ、えっと……食料、本当にたくさんいただいたんですけど……」

「構わぬ。好きなだけと言うたのは妾じゃ。貯蔵庫が空になったとて気にせぬ」

「はあ」

　エテルシアの太っ腹ぶりに由香利は曖あい昧まいな言葉を返した。

「由香利」

　エテルシアは手招きをすると、近づいてきた由香利の右手に小指の先ほどの白い石のような物をいくつか握らせた。

「これは？」

「回復薬。体がつらい時に口に含んで舐なめておれば、たちまち体力が回復する薬じゃ」

　器用に片目をつむったエテルシアに、栄養剤のようなものかと納得して由香利はそれを素直に受け取った。

「ありがとうございます。この薬のことだけじゃなくて、今までひと月間本当にお世話になりました」

「良い。妾も楽しんだ。それにまた遊びに来るとの確約もとれたしの。そなたの話ならば、どんなものでも聞きたい。いつでも来ればよい」

「はい」

　由香利が笑みを浮かべて返事をすれば、エテルシアもにこりと笑って二人から離れた。

「ラウスへ送る。妾の魔力を受け入れよ」

　ヴァルドエルが頷き由香利の腰を引き寄せた。由香利はにこやかにエテルシアに小さく手を振っている。

　エテルシアの口元が動き、二人の姿が白い光に包まれる。やがて光が収まると二人の姿は消えていた。

「やはり、ちとし寂しいの」

　小さな呟きがエテルシアの口から洩れ、その言葉にエテルシア自身が苦笑する。悠久の時を生きてきた自分が寂しさを感じるのは何年ぶりだろうかと考えて、その思いをすぐに振り払った。

「主様」

　声に振り返れば、派手な紫色の髪をしたカーツが困惑したような顔でエテルシアを見つめていた。

「どうした？」

「いえ、食料を持って行ったのはわかるのですが、由香利様がどうしてもとおっしゃるので差し上げた物がございまして」

「何？」

　エテルシアは眉を顰めた。由香利はこの数週間でもほとんどわがままを言ってこなかった。食べたい物や欲しい物を聞いても何も要求はしてこない。なのに何を欲しがったというのか。

「実は……」

　カーツの言葉にエテルシアも首を傾げた。

　ごく一般的にどこにでもあり、特別な物ではなかったのに由香利が欲しがった意味がわからない。

「まあ良い。次来た時に聞いてみるとしよう。由香利は意外に突拍子もないことをする娘故、面白いことになるかもしれぬしな」

　次に由香利が訪れるだろう日に思いをはせて、エテルシアは艶然とほほ笑んだ。
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　テーブルにエテルシアからもらった食料を広げて仕訳をしている由香利を後ろからヴァルドエルは抱きしめた。無防備だった体は驚いたようにビクリと反応する。一瞬だけおとなしくなった由香利は、すぐにごそごそと胸の中で動いて拘束する腕を引きはがそうとする。ヴァルドエルは片眉を上げてさらに拘束する腕に力を入れてみる。そうすれば細い体は簡単に思いのままおとなしくなる。

　困ったように眉を下げて由香利はヴァルドエルを見上げた。

「あの、ヴァル」

「もう……焦らすな」

「焦らすって、そうじゃなくて荷物」

「あとでいい」

「まだ朝だよ」

「朝も昼も夜も関係ねえ。もう十分待った」

　ヴァルドエルの太い指が由香利の胸を性急にまさぐった。その指が的確に由香利の快感を呼び覚ますポイントを突いてきて、由香利はすぐに息を弾ませた。その吐息を奪うようにヴァルドエルは後ろから由香利の唇をふさいだ。味わうように唇を舐めとった舌を由香利の口内に侵入させる。

「ん……待って、ヴァル」

　性急さに、由香利は体を這うヴァルドエルの太い腕を掴んだ。

「由香利が欲しい。今すぐ」

　欲望に染まった瞳を向ければ、由香利は息をのんだ。それでも行為を拒否するようにヴァルドエルの腕を強く掴んで放さない。

　ヴァルドエルは目を細める。離れているひと月の間に、何かがあったのではないかと勘ぐってしまう行動が、ヴァルドエルの心に陰鬱な影を落とす。

「あの、ね。ひ、久しぶりでしょ？　だから、ちょっとだけ…………怖い」

　言葉にヴァルドエルは目をわずかに開いた。

「ゆっくりがいい。み、三日もあるし……その、できれば、ゆっくり」

　由香利はしどろもどろに説明しながら、途中からだんだん声が小さくなっていった。最後は何も言えなくなって赤くなりながらパクパクと口を動かしている。

「や……」

「や？」

「や、優しくしてください」

　ヴァルドエルは呆気にとられ、次いで苦笑した。

　自分の前で淫らな姿態を見せていたのに、ひと月たってみればまた処女のような初心な反応に戻る。
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　何事にも慣れというものはある。恥じらいもなく足を広げられるより、こうして恥ずかしがってもじもじしているほうが男の情欲に火をつける。それをわかっているのだろうかとヴァルドエルは赤くなった由香利を見下ろした。

　煽るのが上手すぎる。演技でないところが、さらに欲望を掻かき立たてる。陰鬱な影はあっさりと姿を消し、こみあげてくるのは嬉しさと愛おしさ。

「悪かった。優しくする。ゆっくり優しく、三日間啼かせ続けてやる」

　上気した頬に手を添えてヴァルドエルは宣言した。しかし由香利はその言葉に顔を青くする。

「啼かせ……続ける？」

「由香利が望んだんだぞ。三日間、ゆっくり優しくって」

　ニヤリと笑ってヴァルドエルは由香利の膝の裏に左腕を回すと持ち上げた。バランスを崩した背中を右手が支える。横抱きにすると由香利は真っ赤になって急におとなしくなった。今までも持ち上げればおとなしくなったが、熟れた果実のように赤くなっている姿は初めてだ。由香利はこの抱き方がどうやら相当恥ずかしいらしい。そうして恥ずかしがっている由香利が可愛くて、ヴァルドエルの口角が知らず持ち上がる。

　ベッドに運んでゆっくり降ろす。ギシリと音をさせて由香利の顔の真横に手を置くと、黒い瞳がおずおずと見上げてきた。追い詰められた小動物のようにおどおどしながらも、その体からは花のかぐわしい匂いが漂ってきてヴァルドエルを惹きつける。

　ついばむような口づけを繰り返しながら、力の抜けた由香利のワンピースの腰ひもをするりとほどき、服も手早く脱がせる。白い裸体が太陽の光の元あらわになった。ゆっくりと言った直後の手早い動きにヴァルドエルは自分で苦笑する。

　抑えようと試みてはいるものの、どうしても我慢できない欲望が体を動かす。由香利の体にむしゃぶりつきたい思いを抑えてヴァルドエルは上から眺めるようにして視線を白い身体に這わせた。

　白い肩、柔らかな胸、くびれた腰、固く合わさった腿、細い足首。下まで撫で下ろすように眺めて再び視線をゆっくり上げていく。最後に由香利の瞳を見つめれば、すでに潤んでいて誘うように唇が開いている。

　その唇に口づける。優しく、触れるだけの口づけを繰り返す。ついばむように、羽のように軽く撫でるように。

「ん……」

　小さな声が由香利から漏れる。開いた唇から舌を差し込んでも、やはり由香利のそれは応えるどころが逃げ惑う。それを絡めとって吸う。由香利は恍こう惚こつとした表情を浮かべた。そうしてゆっくりと解きほぐすように舌を愛撫してやれば、少しずつ応えるように動き出す。

　顔を赤くして目をつむったまま必死で応えようとする由香利の頬に触れ、さらに深く奥を探る。

「んんっ……ふ」

　ふっくらとした柔らかな唇を離す。見上げてきた瞳は艶っぽく光っている。また唇を重ね、頬へ口づけた。耳に唇で触れれば、くすぐったそうに首をすくめた。輪郭を辿たどる様にちろちろと舐めれば、小さな声が上がる。くすぐったいだけではなく、ちゃんと感じている声に耳たぶを甘噛みする。

「やっ……ん」

　ピクリと肩が震えた。その肩を撫でるように手のひらを這わせる。肩から腕、手首を通り指まで来るとそれを持ち上げて唇を寄せた。ぺろりと舐めればまた肩が震える。

　由香利の細い人差し指。それをヴァルドエルは口に含んだ。

「………っ！」

　引っ込めようとする手をとらえて舌で味わうように舐めとる。

「指……舐めても、おいしくないよ」

「由香利はどこも甘い。それに、感じねえか？　指、こうされると」

　くわえた指を、唇を滑らせるようにして抜いていく。舌を絡めて爪の先まで抜くと、再びゆっくりくわえこんだ。指の腹を舌でくすぐり指全体を丁寧に舐める。ぴちゃぴちゃと音がして、由香利は恥ずかしそうに身悶えた。ぴくっと手が震えて小さな吐息が漏れた。

「ふ………っ」

「指でも感じるだろ。由香利はどこもが性感帯だからな」

　指先をぺろりと舐めると、腕の内側に唇を滑らせた。それだけでも由香利はピクリと体を震わせる。柔らかな二の腕、細い肩、鎖さ骨こつへと唇を這わせて、鎖骨の下あたりに吸い付いた。赤い痕が白い肌に残る。所有印を刻むように同じ場所に何度も吸い付く。赤い痕が濃くなり、その場所を丁寧に舐めた。

　首筋に舌を這わせながら、胸の膨らみに手を添えて全体をゆっくりと揉む。由香利の膨らみはヴァルドエルの大きな手には小さく、けれど例えようのないほど柔らかい。中心で身を硬くする綺麗に色づく蕾には触れず、ヴァルドエルは胸の周りを唇で愛撫する。そうして焦らしておいて、時々触れるか触れないかのかすかな感触で、舌の先で蕾をちろっと舐めた。

「あっ！」

　焦らされた体はぴくっと跳ねて由香利から声が上がる。それでもまだ触れない。敏感な蕾には舌でも指でも触れず、周りだけをやわやわと揉むように触り舌でくすぐる。

　さんざん焦らして由香利の息が上がった頃合いを見計らい、何の前触れもなく蕾を口に含んで強く吸った。

「ああああっ！」

　由香利が嬌きょう声せいを上げ背が反った。

　口に含んだまま舌で蕾を何度も舐める。強く、弱く。巻きつけるように、時にかすかに触れるように。上下、左右に舌を動かして、ヴァルドエルは由香利の感じるポイントを見つけてそこを攻めた。蕾を下からすくいあげるようにして舐めるのが一番声が上がる。先端をちろちろと攻め、また下から舐めとった。由香利はそのたびに喘いだ。

　反対側も同じように愛撫してやり、今度はもう片方の蕾を指でつまんだ。コリコリと摘んで、蕾の先端を軽く引っかく。全体を揉んで、また蕾を刺激する。

「あっ……や、ああぁ………ん、んんっ、それ……駄目、あ……ああああっ！」

　呼吸の合間に声が漏れる。止まらない嬌声は、由香利がヴァルドエルの愛撫で感じていることを教えてくれる。さらに声の強弱で感じるポイントまでもがわかる。由香利は素直な分、そういったことが隠せない。

「気持ちいいか、由香利」

「ぁは……いっ、んん……や、あっああぁ……」

　首まで赤く染め、声も絶え絶えに由香利はヴァルドエルに言葉を返す。答えなくても見ていればわかるのに、やはり自分から感じているんだと言わせたくて何度も聞いてしまう。けれど由香利はまた肯定の言葉だけを返してくる。

　相変わらずだと思いながらも、気持ちいいのだと、自分の手がいいのだと言わせたくてヴァルドエルはその指で胸を愛撫したままお腹のほうへと唇を這わせる。

　太ふと腿ももの内側に口づけ、そのまま秘所には触れず膝に口づけ、足の甲に口づけた。ペロッと舐めれば由香利の肩が震える。脹ら脛に口づけ、また内腿に口づけた。

　すぐ横に由香利の下着がある。ヴァルドエルは下着に鼻を押し付けると匂いを嗅いだ。甘酸っぱい香りが鼻孔に広がる。それは欲情を刺激する香りで、ヴァルドエルのすでに勃ち上がっている肉棒をさらに硬くさせる。

　すんすん匂いを嗅いでいると、それを感じ取ったのか由香利が慌てたようにヴァルドエルの頭を押して離そうとする。

「やだっ、恥ずかしい」

「由香利の匂いだ」

　恥ずかしさに閉じようとする太腿に腕を添えて開かせ、下着越しに秘所を食んだ。鼻を擦りつけるようにしてまた匂いを嗅ぐ。鼻をわざと花芽に当てるようにしてぐりぐりすれば、由香利は嬌声を上げた。

「やっ……ぅあっ、ふ………やだ、あ……ああぁ」

　十分に由香利の声を堪たん能のうし、ヴァルドエルは由香利の下着をはぎ取った。再び閉じようとする足をこじ開けて、体を割り込ませる。

　窓からは朝日が降り注いでいる。ヴァルドエルは由香利の両足を持ち上げた。ロウソクの頼りない明りでは見えない花弁の一枚一枚の色も、その奥で密かに赤く息づく花芽も、恥ずかしそうに目を逸らす由香利の赤い顔もよく見えた。

　ひと月の間温泉で磨かれたためか、朝日の光を受けて輝くような白い肌はしっとりとしていて手のひらに吸い付くようなきめ細やかさだ。それを楽しむように体全体に手を這わせた。

　白い内腿を指でくすぐる様にやんわりと触れる。柔らかな腿に口づけ、赤い花びらを残した。そのまま秘所へと唇をずらし、そこには触れず反対側の内腿にも痕を残した。唇と舌を使って秘所以外をじっくりと愛撫する。敏感な場所には触れていないのに、蜜壺からは蜜が溢れて由香利の尻を伝いシーツを濡らしている。

「いつもよりずいぶん濡れてるな」

「やだっ。そういうこと言わないで」

「恥ずかしい、か。最初に言ったろ。その言葉は煽ってるだけだって」

　ヴァルドエルは言うなり由香利の蜜壺に中指をずぶりと奥まで差し込んだ。

「やぁああああっ!!」

　由香利は背を反らせた。ビクビクと肩が震える。さんざん焦らされた体は指を入れただけで軽くイったらしい。ヴァルドエルは奥まで入れた指を中で動かすこともせず、すぐに引き抜いた。一度入れただけなのに指はたっぷりの蜜で濡れて光っている。それを見せつけるように由香利の前に持っていく。

「凄く濡れてる、由香利。そんなに俺が欲しいか？」

　イったばかりの由香利は声さえ出せず首だけ振って否定する。その姿にヴァルドエルは目を細めた。蜜が滴る指を口元に持っていくと、それを口に含んだ。

「由香利の味だ」

「っ！」

　由香利はさらに顔を真っ赤にさせた。恥ずかしさからか何も言えず視線を逸らした由香利の蜜壺に唇を寄せ、ズルッズルッとわざと音を立てて啜る。夢中になって啜ると由香利は嬌声を上げて身をよじる。

「由香利のは甘いな。もっと、もっと飲みてえ」

　花びらを押し開き舌を尖らせ伸ばして、蜜壺の中に差し込んだ。奥からにじみ出る蜜を掬い取る様に中で舌を動かす。

「あっああああっ、や、ああ！」

　ごくりと飲み込んだ蜜は甘く、ヴァルドエルの理性を焼き切ろうとする。本能のまま由香利を抱けば、間違いなくすぐに抱き潰してしまう。そんなもったいないことはできない。感じさせて、味わい尽くさなければひと月我慢した意味もない。

　ちゅぽっと舌を抜き、唇の周りについた蜜も舐めとった。見下ろせば由香利の潤んだ黒い瞳と視線が合った。艶っぽく開いた唇と色香を漂わせる赤い顔が理性を吹き飛ばそうとする。このまますぐにでも入れたい衝動を抑え込み、ヴァルドエルはニヤリと笑みを浮かべた。

「久しぶりだから、慣らさないとな」

　ツプリと右の人差し指を蜜壺に差し込む。由香利はひくっと喉を反らした。

「まずは一本」

　指をゆっくりと抜き差ししながら中を探る。引っかくようにひだを擦れば由香利はたちまち甘い声を上げた。

「二本目」

　人差し指と中指を絡めるようにして差し込む。中から溢れた蜜が指に絡み付く。前後に揺すりかき回す。中を探りながら蜜壺内で指を開いた。ずちゅずちゅと音をさせて指を動かし続ける。

「三本目」

　今度は左の中指を蜜壺に侵入させる。由香利の内部は狭く、ヴァルドエルの指を締め付けてくる。解きほぐすように三本の指をバラバラに動かした。

「入れるのと抜くのはどっちが気持ちいい？」

　三本の指で抜き差しを繰り返しながら聞けば、由香利は首を振って息も絶え絶えに答える。

「どっちもダ……」

　駄目だと言おうとした言葉をさえぎって、ヴァルドエルは指の動きを速めた。しかも左右バラバラに動かす。

　左の指は壁を引っかくようにして抜き、右の二本の指は蜜壺の中に入れたまま奥を探る。今度は左の指を奥深くまで差し込み、右の指を由香利が一番敏感な場所をこすりながら抜く。ひだを引っかきながら引き抜かれる快感と、奥深くまで差し込まれる快感を同時に感じて由香利はきつくシーツを握りしめた。

「や、あっ、ああああっ！　ヴァル、それ駄目！」

　じゅぷじゅぷっと繰り返される水音に責め立てられるように由香利は声を上げ続ける。その声で限界が近いことを知り、ヴァルドエルは指を止めずにそのままさらに速めた。

「ひっああっ、やああああっ！　もう、無理！　イッ………ゃあああああっ」

　蜜壺からどっと蜜が溢れヴァルドエルの拳までをも濡らした。その蜜の量こそが由香利の感じている証だ。ヴァルドエルは再び指を舐めた。先ほどよりも粘ついているのは由香利が本気で感じてイった証拠だ。

　好きな女が自分の舌と指で感じてよがっている姿は、淫いん靡びでヴァルドエルを酔わせる。その酔いに任せて自分の物をねじ込めば、どれほどの快楽が得られるだろうか。

　そう思いながらもヴァルドエルは再び由香利の秘所に口づけた。

　もっと啼かせたい。由香利の理性が吹き飛ぶほどの快楽を与えて、淫らに揺れる姿を見てみたい。

　すでに興奮して開いている花芽は誘うようにぷっくりと充血している。それを下から上へとゆっくり舐めとった。

「あああああっ！」

　敏感な部分を舌でじっくりとこすられて由香利は喉を反らした。イったばかりの敏感な体は、あっという間に再び由香利を高みに持ち上げる。

　ゆっくりと上下に舐める。舌を絡み付け、ぐりぐりと押し付けた。硬くすぼめた舌の先で突き、舌全体を使って舐めとる。

　由香利はそのたびに嬌声を上げ、花芽だけで何度も高みに上り詰めて背を反らし体を震わせた。

「も……だめ、おかしく、なっちゃう。ヴァルゥ……ひっ、ぅくっ…………は、あああああっ」

　両手はおろか両足の指の数を足しても足りないほどイかされて、由香利は汗ばんだ体をベッドにうずめた。息も荒く、黒い瞳からは涙が溢れ、その視点は定まらない。

「気持ちいいか？」

「わ……かんない。イキすぎて…………」

「だったら、もっと気持ちよくさせねえと駄目だな」

「やだぁ、ヴァル。もう無理。お願い、イって」

「イってって、俺はまだ挿いれてもないぞ」

　ニヤッと笑って見下ろせば、由香利はゆるく首を振った。

「優しくって、言ったのに」

「優しいだろ。十分」

　由香利が感じる部分を徹底的に攻めて啼かせ続けているだけで、ヴァルドエルの由香利に触れる手は優しい。

　由香利は首をさらに振るとヴァルドエルに手を伸ばした。

「お願い………」

　潤んだ瞳で声も絶え絶えに言われ、ヴァルドエルの心臓がドクリと音を立てる。煽られて、痛いほど勃ち上がっている肉棒が由香利の色香と艶のある声にピクリと震えた。もう自分の先走りだけでべとべとになっているそれを由香利の蜜口に擦り付けた。由香利がそれだけで体を震わせる。ヴァルドエルも熱を孕んだ吐息を漏らした。

　ゆっくりとヴァルドエルは腰を進めた。

　先端がくぷりと由香利の中に入り込む。肉棒の中でも一番敏感な先端が由香利の体内の熱さと狭さに包まれて、ヴァルドエルはくっと呻いた。

　己の高まった熱を下げるように大きく息を吐いた。先端まで来ていた射精感がわずかに下がる。そうしてまたゆっくりと由香利の中に己自身を埋めていく。熱が高まるごとに動きを止めるので、半分入れるのでさえかなりの時間がかかった。

「……入った？」

「いや、まだ半分」

「は、半分？　え、もう無理。入らない」

　由香利の言葉にヴァルドエルは口角を上げた。それは暗に大きいと言っているようなもので、男にとっては褒め言葉でしかない。由香利はこうしていつも無意識のうちにヴァルドエルを煽り、さらに肉棒を大きく硬くさせる。

「んっ………奥、塞がってるから入らないかも」

「塞がらねえよ。久しぶりできついだけだ」

　ヴァルドエルは少し抜いてまた腰を進めた。道をつけるように行き来を繰り返し、繰り返すたびに深くなる結合に由香利は苦痛と快楽の両方の声を上げた。

　そうしてじっくりと時間をかけて中にすべて納めた時には由香利の息は上がっていて、ヴァルドエルはしばらくじっとして動かずに我慢した。久しぶりの由香利の中は処女の時ほどではないが狭い。それは入れているヴァルドエルも辛いほどで、同時に由香利にも言えることだろう。

　ヴァルドエルの物は太く長い。それは今まで抱いてきた女たちも口をそろえて言っていたことで、実際に公衆浴場で見かけたどのモノよりも大きかった。その凶悪なモノが自分よりもずっと小さな由香利の中に入り込んでいる。それは快楽を呼び起こすが、痛みを与える物でもある。

　一時間以上かけて体を解きほぐし入口を慣らしたが、奥はやはり少し痛むのか由香利は眉根を寄せて荒く息を吐きながら痛みを逸らして耐えている。

　ぎゅっと上から抱きしめると由香利の緊張して力の入っていた体がふと和らぐ。そうして頬や瞼に口づけを繰り返し、唇を食んだ。耳たぶを食み、時々胸の蕾を掠るようにしてくすぐる。由香利の濡れた黒い瞳が見上げてきて、ヴァルドエルはサラサラと流れる黒髪を撫でた。由香利が気持ちよさそうに目を細める。

　体に緊張は残っていない。

「動いていいか？」

　囁くように聞けば由香利がこくりと頷く。

　ヴァルドエルは由香利の体に負担がかからぬよう、ゆっくりと引き抜いた。肉棒がひだを引っかいて由香利が快感に体を震わせる。またゆっくりと差し込めば蜜で溢れた秘部がじゅぶっと音を立てて迎え入れた。

「由香利」

　抱きしめて耳元で名前を呼ぶ。それに応えるように蜜壺が収縮してヴァルドエルを締め付けた。

　奥まで埋め込んで中をぐりぐりと押し付けるようにして緩くかき回す。途端に由香利は喘いだ。その声に痛みはなく、快楽だけを感じていて吐き出す息は熱く甘い。

　挿入角度を変えて由香利が一番感じる腹側の壁を肉棒で引っかく。由香利の腰が跳ねた。その場所を重点的に的確に、そしてじっくりと攻める。

　ゆっくりと緩慢とも思える動きは快楽をより一層強く体に刻み付ける。由香利は堪らず快感に呻いて体を何度も震わせた。

　快感を覚えているのは由香利だけではない。ひと月間右手の物足りない刺激だけで我慢してきた肉棒が、由香利の熱くうねるひだに歓喜の叫びをあげるようにヴァルドエルの思考を焼き切ろうとしてくる。もっと深く、もっと速く、と。

　ぐっと奥まで入れて反応を見れば、そこには快楽に流されている由香利がいた。首まで赤く染め上げ、上気した肌は艶めかしく汗で光っている。黒い瞳は潤んでいて、涙の筋が頬を濡らしていた。

　ヴァルドエルは半身を起こすとギリギリまで抜いた肉棒を一気に奥深くまでうずめた。そのまま速度を上げて腰を前後に振る。

「ひあっ、やぁああああっ！　あああっ、ヴァル！　も、おかしく、なるっ」

　甲高い嬌声を上げて由香利が背を反らせる。達した秘所から蜜が溢れた。上がった熱を下げるようにいったん動きを止め、由香利の様子を伺いながらヴァルドエルは体勢を変えると今度は上から突きさすよう腰を上下に動かした。最奥を何度も突かれて由香利が嬌声を上げる。

　あまりの快楽に由香利が無意識に肘を支えにして逃げようと腰を引く。それをヴァルドエルは上から体重をかけてのし掛かり阻止した。ベッドとヴァルドエルに挟まれた由香利は、首を振って快感を必死に逸らしている。ヴァルドエルはベッドに縫いとめるように奥深くまで杭を差し込んだ。

「奥……駄目……」

　涙目で訴えられて、ヴァルドエルがほくそ笑む。

「そうか。奥が良いのか」

　深く繋がったまま、奥を探るように動かす。最奥を穿たれて、由香利は何度も快感に体を震わせた。そのまま幾度となく最奥を突いて由香利を高みに誘う。

　由香利が声にならない声を上げてびくっと大きく体をしならせた。締まった蜜壺が肉棒を刺激して、ヴァルドエルは動きを止めた。由香利は握った拳で口許を覆い、余韻にうち震えている。

　由香利の呼吸が落ち着くのを待って、ヴァルドエルはまた動きを再開させた。

「ヴァル、もう駄目」

「まだだ。まだ足りねえ」

　片足を抱えて突けば、駄目だと言ったのに由香利は再び甘く啼く。由香利の抱えていた足を反対側に降ろし、後ろから抱き着くような格好で中を蹂躙する。後ろから攻められて由香利は背を反らしたまま喘いだ。揺れる小ぶりな胸を両手で揉みしだき、硬い蕾をくりくりと摘む。胸を愛撫すれば蜜壺がぎゅっと締まった。

「はぁ、凄ぇ締まって……、くっ」

　眩暈がするほどの快感に、しかしヴァルドエルはさらにどん欲に快感を追い求める。由香利を後ろから突きながら花芽に指をあてがった。人差し指と薬指で花弁を広げ、快感に震える開いた芽を中指で擦った。肉棒を包む壁が収縮するようにぎゅうぎゅうとヴァルドエルを締め付ける。

「あああっ、やっ、いや、駄目！　おかしくなっちゃう！」

　由香利は首を激しく振ってヴァルドエルの太い手首を掴んだ。突っ張っていた片手からガクっと力が抜けてベッドに顔をうずめる。

　尻だけが高く掲げられた由香利の姿はヴァルドエルの征服欲を満たした。花芽をぐりっと押しつぶすと蜜壺がさらに締まる。由香利の腰を掴んでヴァルドエルは獣のように腰を振る。

　何度目かの絶頂に由香利がシーツを握りしめて背を反らした。同時に張り詰め怒張しているモノが中で一層膨れ上がったように感じた瞬間、ヴァルドエルは由香利の中に精を解き放った。

　何度か由香利に腰を打ちつけ、奥に最後の一滴まで吐き出してヴァルドエルは荒い息を吐いた。力の抜けた由香利の上に覆いかぶさる。荒い息を吐きながら目を閉じている由香利は、いまだに体に残る快感に時折ピクリと肩を揺らす。

　ちゅっと由香利の頬に口づけると黒い瞳が気怠げにヴァルドエルを見上げた。

「満足した？」

「してねえよ」

「…………………は？」

　聞かれて正直に答えたら由香利の頬が引きつった。

「一回で満足するわけねえだろ。ひと月我慢したんだぞ。朝までやっても足りねえ」

「今昼前なんだけど……朝までって、明日の？」

「明後日」

「いやいや、無理だし」

「啼かせ続けるって宣言したろ」

「優しくって言った！」

「優しいだろうが」

　ヴァルドエルは笑むと由香利の瞼に口づけた。頬へ口づけ耳たぶに唇を添わした。甘い唇を舌で味わい、下唇を食む。また頬へ口づけ耳の外側をくすぐる様に舐める。

「あ……」

　由香利が小さく声を上げヴァルドエルを見上げる。その眉が下がっていて、瞳はまた潤んでいた。開いた唇から吐息が漏れ、くすぐったさに身悶える。

　由香利の煽情的な表情に欲望を吐き出して力の抜けていたヴァルドエルのモノに、また熱い血液が送り込まれた。

「ゃん、ヴァル～」

「仕方ねえだろ。そういう可愛い顔を見せられたら、我慢がきかねえ」

　硬くなりはじめたモノをずるっと引き抜く。由香利はどこかほっとしたような、それでいて寂しいような微妙な表情をヴァルドエルに向けた。

「だから、そういう顔をするな」

「そういうって、どういう？」

「ものほしそうな顔」

　言葉に由香利がぱっと顔を朱に染め、慌てたように口元を手で覆った。それから激しく首を振ってかたくなに否定する。ヴァルドエルは目を細めて笑うと、いまだに力の入らない由香利を仰向けにさせ、即座に秘所に肉棒を差し込んだ。

「ああっ」

　蜜と吐き出した白濁とが混ざり合って、ぐちゅっと音を立てる。

「凄ぇ濡れて、中ぐちゅぐちゅだな」

「！　だって、ヴァルのが……いっぱい…………」

　言いながら恥ずかしくなったのか由香利は言葉をひっこめた。その様子にヴァルドエルは満足げに口角を上げて目を細めた。

「滑りが良くなって気持ちいいだろ。だからもっと出してやるよ」

「そんなこと一言も言っ……あっ！」

　由香利に否定の言葉を言わせずに、ヴァルドエルは腰の動きを速めた。先ほどイったばかりなのに、ヴァルドエルの肉棒はすでに硬さと大きさを取り戻していて、腰を進めるたびに中から二人の体液が溢れてシーツを濡らす。

　由香利の官能的な喘ぎ声と蜜壺から聞こえてくるじゅぶじゅぶという粘ついた水音が耳を刺激して、ヴァルドエルの劣情を煽る。

「ヴァル、もう、無理」

　由香利がかすれた声で首を振ってヴァルドエルの胸を押した。由香利の力でどうにかなるような体ではないのに、必死に押してくる様が縋り付いているように見えてぞくりと背筋が震える。

　細い両足を、由香利の胸につくくらいまで持ち上げる。窓からの光に二人の繋がっている場所がさらされてヴァルドエルは由香利に声をかけた。

「見ろ、由香利。ここは嫌がってねえぞ」

　声につられるようにして由香利が自分の秘所を見た。

　二人が繋がっている場所。初めて見る光景に由香利が固まる。秘所がめいいっぱいに広げられ、そこに太いモノが咥えこまれている。由香利の見ている前でヴァルドエルは腰を深く沈めた。ずちゅっと音を立てて肉棒が埋まり、代わりに透明な蜜が溢れて流れた。

「や、やだっ。こんなの……いやらしい」

「でも気持ちいいんだろ？」

　由香利は言葉では肯定も否定もしない。ヴァルドエルから逃げるように顔を逸らしている。けれどヴァルドエルが動けば身をよじらせた。腰と肩が跳ね、そのたびに嬌声が上がる。

「気持ちいいのは悪いことじゃねえ。もっと、素直に俺を感じろ」

　由香利からはやはり肯定も否定の言葉もない。だがヴァルドエルの胸を押していた手が下がり、代わりに腕を掴んだ。ヴァルドエルは由香利に覆いかぶさると、首の後ろに手を回し顔を上げさせ甘い口づけを交わす。唇を離すと由香利が濡れた瞳で見上げてくる。額同士を合わせるようにして間近から由香利の瞳を覗き込みながら肉棒を打ち込んだ。快感に喘いで、けれど由香利は顔を逸らさずヴァルドエルの瞳を見たまま上り詰めていく。

「気持ち……いい。ヴァル、気持ちいい！　あっ、イクッ……やっ、駄目、イっちゃう！」

　快楽に耐えるように二の腕を行き来していた由香利の細い指がヴァルドエルの太い腕を強く掴んだ。ヴァルドエルと目を合わせたまま由香利は絶頂を迎えた。ビクビクと数度震え、全身から力が抜ける。

　今まで顔を逸らしたままか目をつむって絶頂に達していた由香利が、初めてヴァルドエルを直視したままイったことは予想以上にヴァルドエルの欲情を煽った。自分から仕向けたことではあったが、猛烈に煽られてヴァルドエルの中でぷつん、と小さな音が聞こえた気がした。

「悪い、由香利。もう、持たねえ」

「うん……イって………早く」

　由香利が瞳を輝かせた。早くイってほしいと願っている由香利には悪いが、そうじゃねえんだ、と思いながらヴァルドエルはもう一度由香利に謝罪を告げる。

「あとで気のすむまで殴られてやる」

　──だから、暴れさせろ。

　ヴァルドエルは上半身を起こして由香利の足を下ろすと、一気に腰の動きを速めた。肉を打ち付けるような強さと速さに、由香利が声にならない叫びをあげる。あっという間にまた達して、けれど休まることのない快楽に再び襲われて由香利がヴァルドエルの名を何度も呼ぶ。それすらも快感として取り込まれ、欲望を刺激する。由香利の腰を掴んで引き寄せると、さらに奥深くまで繋がる様に腰を振る。

　角度を変え、片足を担いで由香利の中を攻めた。

「…………っ」

　上がり切った熱が解放を求めて肉棒に集まる。膨らんだ欲望を象徴するように肉棒はひと際硬くなり、由香利の中で震えて再び欲望を吐き出した。が、先ほどと違って肉棒は萎えることなく由香利の中で存在感を保ったまま再びヴァルドエルに命令する。

　まだ足りない、もっと暴れさせろ、と。

　ヴァルドエルは自らの欲望に従って動きを再開させた。ヴァルドエルが中で達したことを理解して力を抜いていた由香利は涙を流して首を振った。逃げるようにベッドを這う由香利を捕らえて腰を打ちつける。

　強制的に熱を上げられ、それでも快感を覚えて由香利は声を上げる。苦しそうに、けれど快感に震える声が耳に入り肉棒にまた力を与える。

　由香利はもう何度も達しているのに、再び高みに持ち上げられて背を反らせた。ひときわ高い嬌声が上がり中がぎゅっと締まった。体は正直で由香利がまたイったことを如実に教えてくれる。けれど、ヴァルドエルの動きは止まらない。

「ヴァル！　あうっ……もう無理！　優しくって……言っ………んんんっ」

　文句も喘ぎ声もすべてを奪うように唇をふさいだ。快楽を追い求めるように奥を突き、口内では舌を絡めて強く吸った。上も下も蹂躙されて由香利の体に力が入る。

「ひっ……ぃああっ！　ゃああっ………ぅく、ああああっっ！」

　もはや言葉にすらならない声を上げて由香利は絶頂を迎えた。震える由香利ののけ反った腰を抱いて、ヴァルドエルはさらに動きを速めた。出口を求めて悦楽が体を突き動かす。

「ぅくっ……由香利！」

　白い火花が目の前に散って弾ける。同時に欲望の白濁も由香利の中に吐き出す。望むままに由香利を味わって揺らし、最奥に欲望を吐き出してヴァルドエルはようやく動きを止めた。

　呼吸を整えて見下ろせば、ぐったりと四肢を伸ばして気絶している由香利がいて、ヴァルドエルは充足感とともに罪悪感を覚えた。

　ひと月ぶりに味わう由香利に我慢がきかなかった。煽らせて煽られて、ゆっくり優しくと言ったのに、言った側から気絶させてしまった。

　ずるっと蜜壺から肉棒を引き抜く。由香利の肩が気絶しているのにピクリと動いて、中がヴァルドエルを逃がさないようにぐっと締まる。また上がりそうになる快楽の声を噛み殺し、蜜壺からあふれ出た大量の白濁をタオルで拭い、己自身の物も綺麗にした。

　丁寧に拭って身綺麗にした由香利は気を失いながらも時々ピクリとヴァルドエルの手の動きに反応する。

　落ち着いていた心がまたざわめき出す。

　いったい何度求めて、どれほど欲望を吐き出せば満足するのか。自分自身でもわからなくなってヴァルドエルは深いため息を吐く。気を失ったままの由香利を引き寄せ抱きしめた。

　ベッドに自分以外の体温があってヴァルドエルはほっと息を吐く。

　ひと月ぶりに由香利をその腕に抱き、心行くまで味わった。優しく抱く予定だったが、煽られすぎて我慢が限界を超えてしまった。優しくできずに無理をさせてしまった罪悪感はある。が、それ以上に由香利が手元にいることの充足感が大きい。

　腕の中の安心しきった寝顔に、その表情に自然と口角が上がる。

　由香利の無防備な気配はヴァルドエルの警戒心をすり抜ける。側にいて安心できる存在がどんなに貴重でどれほど穏やかな心地にさせてくれるのか、離れていたひと月で痛感した。

　休んでいる時、食事をしている時、そして戦っている最中でさえ、由香利のことが常に頭にあった。それは意識の中においては染みのような小ささで、けれど棘のように深く心にささって抜けない。全力で戦いながらも意識の一部が常に後ろを向いているような感覚。

　背中に誰かをおぶっているわけではないのに、心が確かに重みを感じていた。以前はこんなものは感じなかった。何も考えず、ただ目の前の敵を叩くだけだった。

　目をつむった瞼の裏は真っ暗で何も映らないはずなのに、そこに輝くように姿を現す存在があった。

　自分の帰りを待ってくれている存在は、心に重くのしかかる。けれどそれ以上に嬉しくもあった。

　女は邪魔にしかならないという者もいる。実際、ヴァルドエルもずっとそう思っていた。しかし由香利という心の棘を抜く気にはなれない。抜いた瞬間に、自分が自分でなくなる気がする。

　由香利に会う前の自分には、もう戻れない。

「悪ぃな。やっぱりもう、放してやれねえ」

　ぽつりと呟いてヴァルドエルは由香利の額に口づけた。

　ヴァルドエルと由香利では何もかもが違う。体格も体力も精力も。由香利に合わせていればヴァルドエルが欲求不満に陥る。けれど代わりに他の女を抱くことなど、もう想像すらできない。

　他の女がどれほど魅力的で色香のある豊満な体で迫ってこようと抱きたいとは思わない。足を広げて待っている別の女より、そっぽを向いていても由香利がいい。娼婦の蕩けそうな甘い声より、いやだ駄目だと言ってくる由香利がいい。抱きしめる体は、開かせたい心は、味わいたいのは由香利だ。

　落としたいのは、由香利だけだ。

「………落ちる、か」

　ヴァルドエルは腕の中の由香利を見つめた。

　自分はとっくに落ちていて、由香利が落ちてくるのを見上げて待っている。ヴァルドエルがいるのは一番底だが、その底には限りがない。由香利の新しい一面を見るたびに、どこまでも落ちていくヴァルドエルと由香利との間はどんどん距離が開いている。

　いまだに由香利の瞳に恋慕の色がないのは見ていてわかる。嫌いでないことは確かなのだが、それ以上の気持ちを見つけることができないのだ。

　では、距離を詰めるためにはどうすればいいのか。

　思いを告げるか？

　いや、まだ駄目だとヴァルドエルは首を振る。

　由香利は生真面目で義理堅い。『約束』だと言えば、それがたとえ閨で交わされたものだろうと馬鹿正直に守る。そんな由香利に好きだと告げればどうなるか。

　男としてヴァルドエルを意識しだすだろう。それ自体は悪くない。というか、そうなってほしい。けれど由香利が意識しただけで恋心を抱かずにいたとしたら、ヴァルドエルの好意に甘えている自分を責めだすだろう。ただでさえ拾ってくれたと恩義を感じて、求めれば体を差し出している由香利だ。このままではいけないと勝手に考えて別の恩返し方法を決めてしまいかねない。

　恩返しの方法が食事や掃除といった家のことならば良いのだが、最悪なのが『金』で解決しようとすることだ。なぜか由香利は金での解決法をよく持ち出す。

　魔物討伐の前にも勝手に出ていくことを考えて、住み込みで働ける場所を探すと言い出した。その理由も離れたいからではなく、ヴァルドエルがいない間に恩を返すため金を稼ぐのだと言った。

　この国では女が住み込みで金を稼ぐなど、娼館以外にはない。他にもあることにはあるが、伝手や紹介がなければ到底無理な話だ。

　由香利が金のために娼館で別の男の腕に抱かれる。想像しただけで体中の血が沸騰しそうになる。

　金とか恩とか正直にどうでもいい。由香利が側にいてくれさえすればいいのだ。この家に閉じ込めて、自分だけのものにしてしまいたい。

「好きだ、由香利。愛してる」

　由香利が眠っている時にしか言えない告白を、黒い髪に唇を寄せて耳元でぼそりと呟けば、由香利はなぜかにへっと笑った。

「ん、ヴァル……」









[image: ]











　夢の中なのに名を呼ばれてヴァルドエルは手で口元を覆った。いつかの夢とは違う。ちゃんと自分の名前を呼んでくれていることがわかって、にやついた笑みが浮かぶ。悪態をつき罵ののしられても文句が言えないほど抱き潰してしまったのに、笑みを浮かべて名を呼んでくれている。

　そっと抱き寄せれば、しかし由香利は拘束を嫌がるように腕を突っ張った。う～んと伸びをしながら反対側に寝返りをうちヴァルドエルに背を向ける。

「風邪ひくぞ」

　毛布から抜け出た由香利を引き寄せれば、その手を避けるようにさらにベッドの上を転がる。うつ伏せになった背中の白い肌を彩る様に、黒い髪がサラリと流れた。細い肩、くびれた腰、丸い尻。それを覆い隠すような、それでいてわずかに間から見える白い肌がなぜか無性に劣情を煽った。

　ヴァルドエルの目が由香利の白い肌に釘付けとなる。ゴクリと唾を飲み込んでヴァルドエルは黒い髪に手を伸ばした。

「おい、襲っちまうぞ」

　つい数分前まで由香利をたっぷりと堪能していたにも関わらず、ヴァルドエルの体は再び由香利を欲しがっている。自分の性欲に呆れてしまう。しかし呆れたところで熱が収まるわけでもなく、ヴァルドエルは由香利の肩に手を添わした。そのまま肩甲骨を辿り、背骨の一つ一つを確かめるように撫でる。

「んん」

　由香利は首をすくめた。

　丸く柔らかな尻の感触を手のひらで楽しんでつるりと撫でる。ヴァルドエルは由香利の背中を撫でながら後頭部に口づけた。そのままうなじに口づけ赤い痕を残す。背中に唇を這わせ、丁寧に舐めた。

「ひゃん……んん、やだぁ……ぁん」

　由香利は薄っすらと目を開け、その優しい愛撫に小さく掠れた声を上げる。まだ意識がはっきりしないのか、力の入らない由香利の腰を浮かして秘所に指を添わせた。先ほど綺麗に拭ったそこは、しかししっとりと濡れている。

「ああ、もう濡れてるな」

「やだ……」

　くちゅりと指を入れゆるく動かす。途端に由香利は喘いだ。そうしてじっくりと中をかき回し、ヴァルドエルは由香利の足を開かせ、自らは仰向けになって由香利の股の間に頭を滑り込ませた。四つん這いになった由香利の秘所へ舌を伸ばす。秘部を覆う花弁をくぱっと広げ、秘裂から花芽をべろりと舐めた。

「ああぁ！　待って、ヴァル。も……無理だってば」

　逃げようとした腰を腕でがっちりととらえてヴァルドエルは舌を動かす。溢れた蜜を飲み込んで、花芽に口づけちゅっと吸った。由香利はびくりと震えて背を弓なりに反らす。腕を伸ばして逃げようとするが、ヴァルドエルの拘束が解けるはずはなく指がシーツを引っかいた。シーツをぎゅっと握りしめ、由香利は再び甘い嬌声を上げる。

　ヴァルドエルは由香利の下から這い出ると、十分に潤っているそこに自分の滾ったモノを一息に奥まで差し込んだ。柔らかなひだに包まれてヴァルドエルの肉棒が由香利の中で硬さと太さを増す。

「やっ、ああっ、ひっく………ぅああっ！」

　やむことのない快楽の波に飲まれて由香利は首を振った。黒い髪が滑り落ちて白い背中がむき出しになる。後ろから由香利を突きながらヴァルドエルは背中のいたるところに口づけを落とした。

　背中に赤い痕が転々と残る。所有印のようなそれを付けたのが自分だと思うと支配欲と独占欲が満たされる。

　自分の思うままに攻めて、それに啼きながらも応える由香利が愛おしい。

　奥を味わうように突き刺し、ぐりっとかき回す。由香利の腕から力が抜けてベッド倒れこむ。ヴァルドエルは由香利を抱き起すと下からぐいぐい突いた。足の長さの差で由香利の膝が一瞬ベッドを離れる。繋がった場所だけで自重が支えられ、肉棒がさらに奥へと入り込む。

　胸と花芽を同時に弄られ、最奥を何度も突かれて由香利は声を上げ続けた。

　由香利の声が枯れ、再び気を失ってもヴァルドエルはその体を揺らし続け、自らの欲と情をぶつけるように由香利の中で白濁を吐き出した。
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　今朝から始まった濃密な交わりは、由香利が気絶して終了──とはならなかった。

　あまり覚えてはいないが気を失った後も揺らされ続け二回戦にまで及んだような気がする。数時間寝て意識はすっきりとしているが、体にはやはり疲れが残っている。特に腰回り。

　しかし目を覚ました由香利を待っていたのは、食後のお風呂プレイ。体を洗われて、ついでにあちこち触られて、それがすぐに愛撫へと代わり由香利はまた数えきれないほどイかされて意識を飛ばした。

　そして今現在、時刻は夜。由香利の中で時間の感覚はとっくに失われていて、今が何時なのかも定かではない。窓の外は真っ暗で、ベッドサイドにはロウソクの明かりがある。そのロウソクの頼りない光の元でも仰向けになったヴァルドエルの真ん中に勃ち上がるモノはハッキリと見てとれた。

「どうした？」

　ヴァルドエルがニヤリと笑って、ベッドの上で一糸まとわぬ姿で正座をしている由香利を見上げた。

　いつも見下ろしてくる黒い瞳は見上げてきても余裕の態度だった。上から見下ろす立場になっても、やはり由香利に余裕はなくオロオロと視線を彷徨わせた。どちらが主導権を握っているのかは明らかだった。

「俺を跨いで、腰を下ろせばいい」

　由香利は今、騎乗位を迫られていた。

　騎乗位は読んで字のごとく、仰向けの男性に女性が跨る体位で由香利もやり方を見聞きして知っている。が、知っているというだけでしたことはもちろんなく、自分からヴァルドエルのそれを迎え入れるのは躊躇いがある。

　今朝から一日中、起きている間はずっと攻められ啼かされて、疲れたもう無理だと伝えたらこの体位を提案された。

　騎乗位は女性が主導権を握れる体位だ。挿入のタイミング、交わりの深さ、スピード。どれもが女性の自由で、男性を攻めることができる唯一の体位でもある。

　自由に攻めればいいと言われたが、弄もてあそばれた体は疲れていて、できればゆっくり休みたいところではある。が、ヴァルドエルは見る限りまだまだ元気で、今も臨戦態勢で由香利を待っている。

「しないって選択肢はないの？」

「ない。ひと月がんばったら褒美をくれるって約束したろ」

「官能的な服で迎えるっていうアレ？」

「それも言ったが、三日間抱くとも言った」

　由香利はそろりとヴァルドエルから視線を外す。褒美の約束は確かにしたが、三日間というのはヴァルドエルの一方的な言葉であって約束とは違う気がする。しかし、そんな理屈が通る男でないことは短い付き合いの間でもよくわかっていた。

「わがまま」

「それも言った。俺はわがままで自分勝手なんだってな」

　黒い瞳がまっすぐに見据えてきて、由香利の胸がドキリと震える。にやついていた顔から一転して酷薄な表情を浮かべる。それでもその唇には薄い笑いがあった。

「だから由香利………来い」

　反論を許さないピリッとした雰囲気に由香利の背が震える。まるで王者のような逆らいがたい空気。由香利は引き寄せられるようにヴァルドエルの側に膝をついた。手を引かれてヴァルドエルの鍛えられた体躯にまたがる。蜜口にそそり立つ先端が当たって腰が震えた。

　一つしかない黒い瞳が刺すように見上げてくる。それは言葉にしなくても雄弁に語っていて、由香利はこくりと唾を飲み込んだ。すでにさんざん愛撫をされて十分濡れているそこにヴァルドエルを迎え入れるため、由香利はゆっくりと腰を下ろした。

　ぬちゅっと音が聞こえ、蜜口に入るかと思われたそれが蜜で滑る。滑った肉棒が花芽を擦って由香利は小さく喘いだ。再度腰を沈めるも、滑るばかりでなかなかうまく入らない。

　由香利は眉を下げてヴァルドエルに目を向ける。その視線を受けてヴァルドエルは目を細めた。しかしそれだけで、自分からは何もしない。太い腕は由香利の足首に添えられたまま動かなかった。

　由香利はヴァルドエルの硬い腹筋に手をつくと、そこから自分の秘部を覗き見た。頭がおかしくなるほど恥ずかしい。刺すような視線を肌がひしひしと感じていて、見られていることを意識すればかっと頭に血が上る。

　由香利はヴァルドエルの硬い肉棒に手を添えると自分の蜜口に導いた。ぴちゃと水音がして、蜜口と肉棒の先端が触れ合う。ゆっくりとそのまま腰を落とせば中を押し広げながら肉棒が侵入してきた。

　いや、侵入ではなく、由香利自身が迎え入れている。腰を落とすのも引くのも自由で、主導権は確かに由香利にある。なのに、まっすぐ食い入るように見てくる視線のせいで落ち着かない。まるで手のひらの上で踊らされているような気分になる。

「ん」

　吐息の合間に声が漏れる。さらに腰を沈めていき、中がいっぱいになってようやく由香利は動きを止めた。

「入った？」

「まだだ」

　聞けばヴァルドエルは首を振って視線を由香利の秘部に向けた。視線を辿って下を見れば確かにヴァルドエルと由香利の間にはわずかに隙間があって、全部入っていないことがわかる。

「由香利」

「無理。もう、このままでいいもん」

　ヴァルドエルがもっと深くと要求するように名前を呼ぶ。それに由香利は首を振った。

　そう。騎乗位は女性が主導権を持つ。どこまで入れてどう動かすかは由香利の自由なのだ。ヴァルドエルの腹筋に手を置いたまま、由香利はそろりと腰を上げた。瞬間、敏感な場所を肉棒がこすってびくりと体が震える。

「ひ、あ、ああ………」

　由香利の背筋をゾクゾクする快感が伝う。自重を支える力が足から抜けて、由香利は思わずその場に座り込んだ。ヴァルドエルを咥えこんだまま。

「あああっ!!」

　奥まで一気に貫かれて由香利は叫んだ。自分でしたことなのに、由香利は恨めしげにヴァルドエルを睨んだ。もっとも、潤んだ瞳で睨まれても、それはヴァルドエルにとって煽りにしかならない。くっとヴァルドエルが腰を突き出す。

「やだっ。動いちゃ駄目」

　ぎゅうっとヴァルドエルの腹筋を力いっぱい押す。由香利の力などどうということもないだろうが、ヴァルドエルは動きを止めると由香利の瞳をひたと見上げてきた。一つしかない黒い瞳に、ありありと欲情が見て取れる。

　由香利はその瞳に突き動かされるように腰を揺らした。前後に動けば中がかき回され、上下に動かせば敏感な部分が何度も刺激される。

　一度動きだすと止まらなくなった。快楽を追いかけるように腰を動かす。

　由香利は自分の気持ちのいいところを探すのに夢中になった。いいところを探し当てると達成感と共に強烈な快感が押し寄せてくる。

　攻められている時とは違い、自分のペースで動けるのはちょっとした感動だった。ヴァルドエルを攻めているように思える。動きを止めて焦らすのも、速く動かして快楽を与えるのも自分次第。由香利は薄っすら笑うとぺろりと唇を舐めた。

　腰を振りながら見下ろせば、愉悦に浸るヴァルドエルがいる。その瞳は艶っぽく濡れて光っており、頬はわずかに上気していた。色香漂うヴァルドエルというのを由香利は初めて見た。

　今、ヴァルドエルを支配しているのは自分だ。そう思うとさらに大胆に由香利は腰を動かした。リズムを刻むように上下に、なぶる様に前後に揺する。

「気持ちいい？」

　いつもはヴァルドエルが言う言葉を由香利が口にする。

「ああ、いいな。下から見る由香利も綺麗で、凄ぇいい眺めだ」

　ヴァルドエルは目を細めて由香利を見つめた。今は由香利がヴァルドエルを支配しているはずなのに、その目は獰どう猛もうな猛獣のようで細まった瞳にドキリとする。

「胸が揺れて、ここも丸見えだ」

　ヴァルドエルは言いながら由香利の花芽に触れた。指が形を辿る様に撫でる。

「ああっ！」

　脳を直接刺激するほどの快楽に由香利は叫んだ。

　騎乗位は女性が男性を攻める体位だが、男性にとっては煽り以外の何物でもない。揺れる胸、肌を流れる汗。自分の上で快楽を探る女性の姿は美しい。しかも二人が繋がっている部分が見えるのが欲情をさらにそそる。そして男性からは花芽がよく見えた。腰を使わない分、愛撫に手が回せる。

　ヴァルドエルは下から小ぶりな胸を包み込むように揉んだ。人差し指と中指で蕾を挟んでコリコリと摘み、花芽を指先でぐりぐりと突いて由香利の快感をさらに押し上げる。

「待って、そんな……したら、イっちゃう、から」

　由香利は自分を愛撫する手を体から引きはがし、ぎゅっと握った。指の一本一本を絡めるような、いわゆる恋人繋ぎという握り方なってしまい、自分からしておいて恥ずかしくなる。けれど離せばこの武骨な手はすぐに由香利を追い詰めようとする。解放するわけにはいかなかった。

　ヴァルドエルの手に支えられるようにして腰を動かす。上下に、前後に、時にはぐりぐりと腰を回転させるように。ぬちゅともずちゅとも聞こえる水音が、ヴァルドエルを攻めている気にさせてくれる。けれど同時に由香利も熱くなる。奥深くに突き立つ凶暴なモノは、由香利が速度や挿入の深さを調節しても容赦なく熱を与えて上り詰めさせようとする。

「気持ちいいか？」

「……はい」

　今度はヴァルドエルが聞いて由香利が答えた。

　由香利は快楽を追いかけて腰の動きを速めた。息が乱れる。肉棒を一番感じるところに擦り付けて一気に駆け上る。体中を快楽が駆け巡って上り詰め、世界が白く弾けた。

　由香利の反らしていた背中が弛し緩かんして、ヴァルドエルの胸に倒れ込んだ。荒く呼吸を繰り返して、由香利は快感に打ち震える体を抑えるように口元に手をやった。痺れるような快感が手足の先から抜けていく。その抜ける時の感覚が甘い疼きをまた体に与える。

「はあ、はあ、はあ」

「気持ちよかったか？」

　体中をめぐる快感の余韻と荒い息で答えることもできなくて、由香利はこくこくとヴァルドエルの胸の上で頷く。

「そうか。なら、今度は俺の番だな」

　え、と思って見上げたそこに、欲情に目を細めたヴァルドエルがいた。

　何度も言うが騎乗位は女性優位の体位である。が、女性主導の動きは男性にとってはやや物足りない物であり、しかも淫らに自分の上で踊る女性の姿に煽られている。

　さらに騎乗位は、実は簡単に攻守が逆転する体位でもある。

　ヴァルドエルは腰を浮かした。そうして由香利の尻を掴んで浮かしたまま固定し、下から猛然と突いた。

「ああああっ、やっあああっ駄目、それ駄目！」

　何度も最奥を穿たれて、由香利はヴァルドエルの胸にしがみついた。痺れるような快楽を逸らせようと頭を厚い胸板に擦り付ける。その行為がどれほどヴァルドエルを煽っているかも知らず、由香利は容赦のない下からの攻めに余裕のない声でしがみついたまま甲高く啼いた。

　由香利が一層嬌声を上げて達した直後にヴァルドエルが動きを止めた。由香利は体から力を抜いて息を吐く。それを狙いすましたようにヴァルドエルが動きを再開させた。由香利がたまらず逃げるように半身を起こした。逃がすまいと膝立ちになっている由香利の腰をがっちりと固定して、さらにヴァルドエルは腰を打ち込む。一番いいところを擦られて啼けば、ヴァルドエルはすぐに気づいてそこを徹底的に攻めた。

「やあああっ、こんなの……また、すぐ……イっちゃ………ぅああっ！」

　どっと蜜が溢れてヴァルドエルを濡らした。上半身を支える力も失って、由香利はまたヴァルドエルの胸にくたりとその体を預けた。自分では止められない快感に震える体を、抑えるようにヴァルドエルに擦り付ける。

「そんなに煽るな。また気絶したいのか？」

　由香利はふるふるとゆるく首を振る。

「煽ってない」

「体を擦りつけてきて、煽ってるとしか思えねえだろ」

　言葉に体を起こそうとして、由香利はヴァルドエルの太い腕に阻まれた。腰と背中に太い腕が回ったままで起き上がることすらできない。眉を下げた由香利の視界がぐるりと反転する。背中がシーツにうずまって、繋がったままベッドの上を半回転したのだとおぼろげに理解した。広いベッドだとこんなこともできるのだとの場違いな思考は、ヴァルドエルが熱い塊を引き抜いたことで霧散した。

　攻めの時間は終わり、攻守が交代したことを由香利はようやく理解した。止めなければ、また散々な目に合いそうな気がする。

「待っ………っあああっ！」

　止める言葉は間に合わず、ヴァルドエルが再び腰を打ち付け始めた。快感に体を支配されて由香利は体を震わせた。浅く深く差し込まれるモノが速さや角度を変えて由香利を追い詰める。

「由香利」

　名前を呼ばれて閉じていた瞼を開ければ、欲情に濡れた黒い瞳があった。近づいてくる瞳にまた目を閉じる。唇に柔らかな感触が触れ、熱い舌が入り込んできた。歯列をなでられ、舌を吸われて頭が痺れる。秘所からはじゅぶじゅぶと粘着質な水音が響き、卑ひ猥わいな音に耳まで犯される。与えられる快楽に耐えるように由香利はヴァルドエルの逞たくましい肩を掴んだ。

「んんっ、ぅあ、は……んっ」

　腰の動きが速さを増し、塞がれた唇から喘ぎがこぼれる。蹂躙されて苦しくて、なのに気持ちよくて、由香利はヴァルドエルの肩に手を回して抱き着いた。快楽から逃げるように腕に力を込める。

　腰の速さが一層増す。敏感な部分を擦られ、最奥を何度も突かれて限界を感じ、由香利は嬌声を上げながら背を反らした。

「……はっ、く」

　同時にヴァルドエルも呻いた。熱い塊からさらに熱い迸りを奥深くに打ち込まれ、由香利の背中がビクビクと震える。

　体中を巡っていた快感が抜けていき、由香利は全身から力を抜いた。息を整えようと深呼吸を繰り返すが、全力疾走後のように呼吸は整わず体は弛緩していて力が入らない。

「気持ちよかったか？」

　低い声が上から降ってきて見上げる。黒い瞳を細めてヴァルドエルが由香利を見下ろしていた。それにこくこくと頷いて深く息を吐く。その唇にまた柔らかく唇が重ねられる。触れるだけの優しい口づけを交わして、由香利は疲れ果てた体をベッドに伸ばして目を閉じた。

　瞼と額に口づけられたのを最後に、由香利はそのまま温かい胸の中で深い眠りに落ちた。
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　体が鉛のように重い。指の一本動かすのすら億おっ劫くうで、何もしたくなくて由香利は座った状態で硬い壁に体を預けた。重い体を支えてくれるその壁は弾力があって温かい。目の前には筋肉質な、という表現では物足りないくらい立派な大胸筋がある。顔を上げれば太い首が、その先に精せい悍かんな顔があって黒い瞳は由香利ではなく別の物をとらえている。由香利は息をついて、またヴァルドエルにもたれかかった。

　徐々に明るさを増していく部屋の景色に、長い一日が終わってまた長い一日が始まると、ぼんやりと由香利は思った。

　昨日は朝も昼も夜も関係なくヴァルドエルは由香利を求めて、一日中ずっと体のどこかに触れられていた。背中であったり胸であったり尻であったり。触り方も羽のように微かなこともあれば、手のひら全体で楽しむように揉まれることもある。それは総じて快楽へと繋がり、由香利は昨日からずっと喘ぎっぱなしで、意識も飛びがちだった。

　三日間啼かせつづけるという言葉は何の誇張でも嘘でもなく、ベッドの上はもちろんお風呂も睡眠時もヴァルドエルは由香利を片時も離そうとしない。

　食事中の今も由香利はヴァルドエルのシャツを身にまとった格好で、下着だけを身に着けた彼の腿の上に座って、その逞しい体にもたれかかっている。その間もヴァルドエルの左手は由香利の背中を上から下へ下から上へと這っている。そこにいやらしさはないのに、由香利の体は本人の意思とは関係なく熱を持たそうとする。

「はぁ」

　小さく吐いた息には熱がこもっていた。

　ヴァルドエルを見上げれば相変わらず旺盛な食欲を見せていて、パンやハムを次々に口に運んでいる。その姿を見ているだけでお腹いっぱいな気分になる。性欲が満たされすぎて食欲がわかないことも原因の一つかもしれない。

　性欲と食欲は片方が満たされれば、もう片方も満たされると言われる。だから性欲でいえば、由香利はもうすでに満腹状態だ。つまり食欲も満たされているような状態になっていて、お腹は全く減らない。それはヴァルドエルも同じだと思うのに、食欲も性欲も同時進行で旺盛で、食事の後でもすぐに由香利を求めてくる。

「由香利」

　名前を呼ばれて上を向けば口元に一口大のパンが差し出される。食欲はなくても食べなければ体が持たない。由香利はパンを口に入れてもそもそと噛んだ。そうすればバターの風味が口に広がってわずかに食欲が出てくる。

「もっと欲しい」

　行儀が悪いとはわかっていても動くのが面倒で、ヴァルドエルにもたれたままパンを要求する。そう言って見上げたヴァルドエルは由香利を見下ろしてニヤリと笑った。

「俺がか？」

「違うっ。パン、もっと欲しい。お水も」

　ヴァルドエルは苦笑するとコップを取った。てっきり手渡してくると思って差し出した由香利の手は空を切った。ヴァルドエルはそのままコップの水を自分で飲んだ。

「ヴァル～」

　恨みがましく見上げれば、その顎を取られて口づけられた。ヴァルドエルの押し付けられた唇から水が流れ込んでくる。由香利は思わず喉を鳴らして飲み込んだ。飲み終えて離した由香利の唇から数滴水が滴る。親指で拭ってヴァルドエルはそれをぺろりと舐めた。

　その行為に由香利は途端に真っ赤になった。口移しで何かを与えられることが今までにあるはずもなく、どう反応していいのか困る。恥ずかしいのはもちろんだが、水をくれたヴァルドエルに怒っていいのかわからない。

「水、欲しかったんだろ」

「それは………そうだけど」

「もっと飲むか？」

「欲しい。けど自分で飲むから」

　コップに手を伸ばせば、由香利の到底届かないテーブルの端に置かれた。下からきつく見上げても、由香利の睨みが通じるわけもなくヴァルドエルは涼しい顔をしている。
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「もっと飲むか？」

　言葉にはしないが、ヴァルドエルのにやついたその表情が『口移しで』と言っている。恥ずかしがっている由香利を面白がっているのだろう。けれど喉が渇いているのは確かで、由香利は小さく頷いた。

　ヴァルドエルがテーブルの端にあるコップに手を伸ばす。奪ってやろうと虎視眈々と狙っていた由香利は、しかし脇の下から回されたヴァルドエルの左手によって阻まれた。

「やんっ」

　胸の蕾を摘まれて、由香利は喉を反らした。上を向いた由香利の唇がヴァルドエルのそれに塞がれて再び水が流し込まれる。そのまま舌も侵入してきて、あっという間に由香利の舌を絡めとる。

「んふ……」

　水が欲しいだけなのに、濃厚な口づけに由香利はヴァルドエルの胸を押した。力の入らない腕では到底かなうはずもなく、ヴァルドエルの求めるままに唇を貪られる。

　唇を吸われれば由香利の体は勝手に先の行為を期待して体の内に火をともす。それは体の奥深くからの疼くような感覚で、秘所はしっとりと蜜をにじませる。

　ヴァルドエルのシャツしか身にまとっていない由香利は下着をはいておらず、蜜はシャツを濡らす。当然それはヴァルドエルの知るところとなって、由香利は恥ずかしさに身悶えた。

　ちゅっと唇を放したヴァルドエルは口角を上げる。

「なんだ。やっぱり欲しくなったのか」

「水が欲しい」

「そこは俺って言えよ」

「水」

　ヴァルドエルは再び水を口に含むと由香利に唇を押し当てた。流れ込んでくる水を飲みほして息を吐く。そうすれば今度はちぎられたパンが口元に差し出されてぱくつく。一口二口与えられ再び水を口移しで飲む。口移しで水が流れ込むたび舌も侵入してくる。水が与えられるごとに濃厚な口づけを繰り返されて、由香利の体からはすっかり力が抜けてヴァルドエルのされるがままだ。

　こくんとまた水を飲み込んで由香利はヴァルドエルに体を預けた。

「ヴァルの体、どうなってるの」

　濃厚な口づけを繰り返したためか、由香利の太腿に硬いモノが当たっている。それが何なのかわかりすぎるほどわかっていて、由香利はため息を吐く。

「性欲ありすぎ」

「由香利が悪い」

「私っ!?」

「可愛い顔するから止まらねえ」

「か、可愛くないし」

　ぷいっと顔を背けてみたものの、耳が赤いのは隠せなくて由香利はますます恥ずかしくなる。

「そういう可愛い態度が俺を煽る」

「煽ってない」

「声が煽ってる」

「……煽ってない」

　心持ち低い声で答えたら、ヴァルドエルはクックと喉を鳴らして笑った。それからおもむろにシャツを押し上げる由香利のツンと立った無防備な胸の蕾をきゅっと摘んだ。

「んっ」

「そういう声が俺を煽る」

「触るからじゃないっ」

「声を出さなければいい」

　むうっとうなって由香利は口を尖らした。再び蕾を抓られて口を固く結ぶ。由香利のどこをどうすればよがるのかを知り尽くしている指は、的確に快感のポイントを突いてきて由香利の肩が震えた。

「顔が煽ってる」

　耳元で囁かれて由香利はヴァルドエルの胸に顔をうずめた。裸同然のヴァルドエルには由香利の吐息や震えが直接伝わってしまう。赤くなった耳にヴァルドエルが舌を這わせた。

「…………っ」

「そうやって必死に声を我慢してる姿もそそる」

　もう何をやっても、また何もしなくてもヴァルドエルが宣言した言葉は撤回できないらしい。

　三日間啼かせ続ける。

　有言実行の男は、本日も由香利を襲う気満々だ。

「優しくって言ったのに」

「優しいだろ」

「優しくない。激しい、しんどい、疲れた、眠い」

　言い募った言葉にヴァルドエルは呆気にとられ、またクックと笑った。

「確かに昨日は久しぶりで理性がぶっ飛んだからな。それでも二回目以降は俺なりに我慢したほうだが」

　今凄すごいことを聞いた気がして由香利は顔を上げてまじまじとヴァルドエルを見つめた。二回目以降も由香利にとっては相当激しく体力を消耗した。声が枯れて意識が飛ぶまでイかされて、ヴァルドエルとて覚えているだけでも四回は由香利の中に精を吐き出したはずだ。

　由香利からしたら我慢の『が』の字も見いだせない。

「昨日は俺のペースだったから、今日は由香利のペースに合わせる」

「本当!?」

　由香利は顔を輝かした。

「じゃあ、今日はしないということで」

「それは駄目だ」

「ええっ!?」

「啼かせ続けるって宣言したんだ。俺は嘘はつかねえし、嘘つきになるつもりもねえ」

「壊れちゃう」

　由香利の言葉にヴァルドエルは苦笑した。

「壊さねえよ。昨日は無茶させたが、今日は本当に優しく抱いてやる」

　む～とうなった由香利は、快楽に溺れずどうにかしてこの状況を回避できないかと考えた。そして思いつく。

「じゃあ一回だけでいいでしょ？　私にペースを合わせてくれるなら、今日は一回だけ」

「一回、ねえ」

　片眉を上げて不満をあらわにするヴァルドエルに由香利はお願いと両手を合わせた。

「その代わり、凄く気持ちのいいことしてあげる」

「気持ちいいこと？」

　由香利は頷いた。

　自分が快楽に溺れないために、逆にヴァルドエルを快楽に溺れさせてしまおうと由香利は思いついたのだ。しかし由香利の数少ない知識とテクニックでは我慢強いヴァルドエルを溺れさせることなど難しい。ならば、煽って煽って煽りまくってヴァルドエルをイかせて早めに終わらせてしまおうとの結論に思い至った。

　そのためには性的興奮が必要だ。そしてそれにはやはりご奉仕しかありえない。しかし、ヴァルドエルはいまだにそこは譲ってくれず、触らせてもくれない。

「口で……」

「それは駄目だ」

　皆まで言わさずヴァルドエルが由香利の言葉を遮る。むうっと由香利はうなった。

「じゃあ、手で……」

「駄目だ」

「もう！　なんでさせてくれないのよ」

「そういうのは娼婦のやることだ。由香利はしなくていい」

「じゃあ体洗わせて。これならどう？」

「それも普通はしないがな」

「気のすむまで殴らせてくれるって言った」

　由香利がそう口にすればヴァルドエルは驚いたように由香利を見下ろした。昨日のベッドで言われた言葉だが、憔悴していて覚えていないと思われていたのかもしれない。しかし由香利はしっかりと覚えている。ヴァルドエルを殴ることなんてできないので、言わなかっただけだ。

「覚えてたのか。じゃあ、殴られてやるから」

「ヴァルを殴ったって私が痛いだけでしょ。だから殴る代わりに体洗わせて。それならいいでしょ？」

　う～ん、とうなったヴァルドエルに由香利は詰め寄った。

　体を洗うとなれば、もちろん肉棒も体のパーツの一つなのだから堂々と触れられる。どうすればヴァルドエルが気持ちよくなってイってくれるのかはよくわからないが、適当にこねくり回していればイキそうな気がする。さらに体に触れて興奮を煽ってやればきっとうまくいくはずだ。

　由香利はさっさと一回イかして勝ち取るであろう休息に思いをはせ、ヴァルドエルを見上げた。

「自分の言葉には責任持たなきゃ。だから、ね？」

　そう言ってあざとく首を傾げて見せれば、ヴァルドエルは深く息を吐いて頷いた。

　この言動が、あとで自分に返ってくるなど、この時の由香利には思いつきもしなかった。




　空は朝焼けの赤から爽やかな青へ緩やかに変化し、澄んだ空気は秋の深まりを思わせる。半分外であるはずの風呂場は、湯船から上がる湯気のせいかそれほど寒さは感じなかった。

　食後に風呂を沸かし、約束通り体を洗わせてもらえることになった由香利は邪魔にならないよう髪をまとめ上げて、お風呂用の椅子に座ったヴァルドエルの肩に温かいお湯をかけた。鍛え抜かれた褐色の肌の上をお湯が流れ落ちていく。もう一度かけ湯をしてから硬いスポンジでヴァルドエルの背中を丁寧にこする。

　石せっ鹸けんを擦り付けたスポンジは泡を振りまきながらヴァルドエルの背中を覆っていく。広い肩、肩甲骨、脇腹、腰と降りていき、首から背骨を辿る様にごしごしと擦る。

　広い背中一面を泡で覆いつくしてから、由香利はどうしようかと眉を下げた。

　ヴァルドエルの体を洗いたいと言い出したのは由香利である。今まではやんわりと断られていたが、今回は譲歩案の末に仕方なくだが了承をもらえた。けれど背中だけでは体とは言わない。胸、お腹、足、さらには真ん中にある肉棒まですべてが『体』である。しかしそこを洗うとなると前に回らなければならない。

　煽らせてさっさと一回済ますのが目的だが、裸体を見せることに今更という思いと、明るい場所ではまだ恥ずかしいという気持ちが交錯する。結局由香利は後ろに陣取ったまま腕を伸ばしてヴァルドエルの胸元から洗っていく。

　ヴァルドエルの体は由香利よりももちろん大きくて、彼の背中に体を半ば押し付けるようにして洗っていく。厚い胸板、割れた腹筋。その一つ一つのパーツを丁寧に擦った。

「前に来ないのか？」

「あ～、うん。このままでも大丈夫でしょ？」

「まあ、別に俺は構わんが…………胸、当たってるぞ」

　言われて由香利はばっとヴァルドエルから離れた。顔が赤くなっているのがわかる。由香利は泡だらけの手で頬を押さえた。

「背中で胸の柔らかさを感じるのも悪くねえな。乳首、立ってるがわかって、なかなか楽しい」

「っ！　なんで、そういう恥ずかしいことをさらっと言うのよっ」

「そういう可愛い反応が見られるからに決まってんだろ」

「またそうやってからかって」

「からかってるんじゃねえ。可愛がってるんだ」

　もう、と由香利は小さく悪態をついて、大きく息を吐く。覚悟を決めてヴァルドエルの前に回り込んだ。といっても、自分の体を泡で覆って、肝心なところは見えないように工夫した。

「ほう」

　見慣れているはずのヴァルドエルから感嘆ともいえるような低い声が上がる。視線が上から下に行って、下から上へと上がってくる。泡で隠れた場所まで透かして見られているようで落ち着かない。由香利は胸に手を当てて深呼吸した。ドキドキする胸を押さえる。

「別に……いつも見られてるから平気だもん」

　自分に言い聞かせるように呟くと、由香利は泡のついたスポンジでヴァルドエルの胸と腹を洗っていく。その間も由香利はできるだけヴァルドエルを見ないように心がけた。しかし視線というものは見なくてもわかるもので、肌に突き刺さっているのを感じる。特に泡に隠れた胸と股間と顔のあたり。

　できるだけ気にしないようにしながら、由香利は太い腕と足をやはり丁寧に洗ってからヴァルドエルの広げた足の前に両ひざを付いた。

　最後の一か所。言わずと知れたヴァルドエルの中心的存在であり、由香利をいつも啼かせている張本人。

　性的な触れ合いも口づけもないためか、ぷらんと垂れた形のそれは長くて太いソーセージのようだった。いつもの天を衝くような怒張はなく、しょぼんと頭を垂れた姿にほんの少しだけ可愛いと思ってしまう。

　そのまま手に持ったスポンジで洗おうかとも思ったが、スポンジといっても日本の柔らかいものとは違い、結構な硬さがあってごわごわしている。これでおとなしいソーセージを擦るのは可哀そうに思えた。

　由香利はスポンジの泡を手に取ると、両手でソーセージを掴んだ。ピクリとヴァルドエルの肩が動く。由香利は気にせずそのまま手を使って根元からまんべんなく洗っていく。

　ソーセージを握ったまま根元から先に向かって指を滑らせる。先端まで来ると、また根元まで戻る。それを幾度か繰り返し、先端を柔らかく握りこんだ。そのままひねるように手首を動かす。

「…………っ」

　息を詰めるような声が聞こえて由香利はヴァルドエルを見上げた。眉根を寄せ、口元を手で覆った姿に由香利は驚き、それから目を細めて笑った。

　昨夜の騎乗位と同じだ。今は由香利の手のひらにヴァルドエルがいる。主導権は自分にある。そう思うと体の奥底からむずむずしたものが溢れてくるようだった。

　煽ることに成功しているのを確認できて、由香利はさらに大胆に手を動かした。石鹸を手に取って泡立てるとさらにソーセージに塗りたくった。滑りの良くなったそれを少し強めに握って扱く。

　その頃には握りこんでいたモノはソーセージではなくなっていて、しっかりと頭をもたげてきていた。柔らかいのに硬い。けれど硬いのに柔らかい。不思議な感触だった。

　三角の頭部を握りこんでひねり洗い、先端を親指の腹で円を描くように優しく擦る。

「お前……どこでこんなこと、覚えた」

　襲い来る快感に耐えるように引き結んだ唇から低い声が漏れた。見上げれば先ほどよりもさらに眉間の皴が深くなっている。快感とともに滲んでいるのが怒りのように見えて、由香利は目を瞬かせて首を傾げた。

「気持ち悪い？」

「気持ちよすぎるから聞いてる。誰に、教わった」

「誰にも教えてもらってない。こんな恥ずかしいこと、誰かに聞けるわけないじゃない」

「恥ずかしいと言ってる割に、行動は大胆だな」

　由香利は言葉に顔を赤くしながらも、くすっと笑った。

「だって、ヴァルが気持ちよさそうだから嬉しくて」

　攻め立てているのが心地よい、とは口が裂けても言えない。由香利はごまかすようにヴァルドエルから視線を外した。

「そんな可愛いこと言ってると………襲うぞ」

「いやいや！　今日は一回しかしないんだよね!?」

「まあ、約束だからな。一回イったら終わりだ」

「じゃあ、イって！」

　由香利は手の中にある肉棒を扱いた。この肉棒から白濁が出れば終わりだ。そう思って由香利はぎゅっと肉棒を握った。しかしヴァルドエルが腰を引くと、泡で滑りの良くなっていたそれは簡単に由香利の手の中から抜けていった。

「そう簡単にイクわけねえだろ。ほら、今度は由香利の番だ」

「え？　いや、まだ終わってない」

「俺は全身、洗ってもらった。だから次は由香利だ。座れ」

　ヴァルドエルは言うが早いか、かけ湯をして自分の体についた泡を洗い流して、由香利を椅子に座らせた。

　スポンジに石鹸を塗り付けて泡立ててから、その泡を手に取った。その素早い行動に由香利は慌てて両手を振る。

「や、自分で洗うから」

「遠慮するな」

　にんまりと笑みを浮かべたヴァルドエルに由香利は頬を引きつらせた。思い出すのは昨日のことだ。風呂場で体を洗うと称して数え切れないくらいイかされた記憶が否応なくフラッシュバックする。

「手で洗われるのがこんなに気持ちいいとは知らなかったな」

　ヴァルドエルがぽつりと言った言葉に、由香利が自分の行動を大いに後悔したのは言うまでもない。

　ヴァルドエルの武骨な手が由香利の背中を擦る。細い肩、肩甲骨を辿ってくびれた腰へ。首から背骨に添って降ろされる手つきは、先ほど由香利がヴァルドエルにしていたのとまったく同じものだ。

　まさかと思っていると、背中にピタリとヴァルドエルが張り付いた。硬い胸板が背中に押し付けられ、ヴァルドエルの腕の中にすっぽりと納まる。そうして前に回された手が胸を優しく擦りはじめる。

「んっ、待ってヴァル」

　胸の周りを丁寧に手で擦り、柔らかな胸を揉む。ツンと立ち上がって存在を主張している蕾を人差し指が弾いた。

「あっ！」

　ビクッと背が震えた。いったん離れた指が再び蕾を何の前触れもなく摘んだ。人差し指と親指でくりくりと摘まれてそのたびに声が上がり、背が震えた。背中に張り付いているヴァルドエルにそれが直接伝わっていることが恥ずかしい。恥ずかしいのに、震えは自分では止められず、由香利は身悶えた。

「ヴァル…………ちゃんと、洗って」

「ちゃんと洗ってるだろ。それとももっと違う場所を洗ってほしいのか？　例えば」

　ヴァルドエルの右手が下へと伸びていく。由香利は慌ててヴァルドエルの腕を掴んだ。が、止まるはずもない。最後の抵抗にと由香利は硬く膝を合わせた。しかしヴァルドエルの指は秘所にはいかず、由香利のへそをくすぐった。

　へその周辺には神経が集中しており、内臓や子宮に繋がっているものもある。へそを触るとお腹を壊すと言われているのは神経が集中しているせいでもあり、あながち間違った解釈ではない。また、愛撫されると子宮を直接刺激されているような錯覚を起こす女性もいるほどで、隠れた性感帯の一つだ。

　ヴァルドエルはへその凹みに指先を入れて小刻みに揺らした。由香利は背をのけ反らせた。腹の奥がチクチクとする。それは嫌な痛みではなく、子宮の奥が刺激されているような感覚だった。

「あ、あっ、ゃあ」

　力の抜けた由香利の秘所にすかさず左手が潜り込む。慌てて足を閉じてもすでにヴァルドエルの指は花芽をとらえていて、人差し指が円を描くように撫でる。

「ああっ、やだ、ヴァル。そこ駄目」

「駄目じゃねえよ。洗ってるだけだろ。ああ、でも溢れてくるな。もっと綺麗にしてやらねえと」

「も……何言って……ひっ、あああっ！」

　ビクビクと体が震える。逃げるように上体を反らしても、そこにはヴァルドエルの厚い胸板があって震えは全て彼の体に伝わる。やんわりと撫で続けられ、イキそうになる直前の体の硬直を敏感に察知して、ヴァルドエルはすぐさま由香利の花芽から指を放した。

　高まった熱が体の中を彷徨う。外へ解放されない快感が、内にとどまって体中が疼いた。潤んだ黒い瞳を後ろに向ければ、ニヤニヤしているヴァルドエルがいる。

「一回、だろ？」

「……私も？　私がイっても終わり？」

「俺と由香利、一回ずつイったら、今日は終わりだ」

「だったらイかせて！」

「そう簡単にイかせてやらねえよ。一日中、優しく抱いてやるっつったろ」

「やだぁ、ヴァル……んんっ」

　唇をふさがれて、口内を蹂躙される。その間も武骨な指が繊細な動きで胸の蕾に触れてきた。泡で滑りが良くなったせいか、それとも由香利の内に灯った淫靡な快楽の炎のせいか、由香利の体はいつも以上にその指の動きを感じてしまう。

「じゃあ、続きだな」

　唇を離されてヴァルドエルの低い声が耳に響く。

「続き？」

「体、洗ってる途中だったろ」

「あ………いや、もう自分で洗うから……」

　拒否の言葉はすぐに唇でふさがれる。何か言おうとすれば、そうして口づけされて唇を吸われる。口づけされると力が抜けてしまう。逆らう気も失せてしまって由香利はそのままおとなしく椅子に座って、ヴァルドエルの手の感触を全身で感じていた。

　ヴァルドエルの腕とはまるで違う、ぷにぷにの二の腕を揉み洗いされて赤くなる。先ほどまでと違って、丁寧に擦る手つきにいやらしさはない。本当に丁寧に、泡を擦りつけて適度な力で揉み洗いしてくれる。マッサージのように気持ちが良くて由香利は目を細めた。脇腹、太腿、足首、足指と擦られる。

「知ってるか？」

　突然声をかけられて、気持ちのよさにぼんやりしていた由香利は見上げてくる黒い瞳にわずかに首を傾げた。真剣だった瞳に、淫猥な光が灯っているのが見えたからだ。

「足にも性感帯があるって」

「へ？」

　一瞬何を言われたかわからなくて、由香利は微妙な声を出した。ヴァルドエルの黒い瞳が細まる。由香利の足首を持っていた手に軽く力が加わり、肌を擦っていた指の動きが変わった。

　太腿の内側に指を滑らせる。足の付け根まで来た指が膝まで戻って、再び膝から太腿のラインに沿ってゆっくりと上がってくる。泡を撫でるような指先の感触は、マッサージとは全く違う。由香利の官能を揺さぶる動きに足を引っ込める。が、足首はヴァルドエルが固定していて逃げ出せそうになかった。

「……あ、ヴァル。待って、ちゃんと洗って」

「洗ってるだろ。優しく、丁寧に」

　足の付け根から膝に戻ってきた指が、膝の外側から円を描くように中心に向かって撫でられる。中心まできた指が、今度は外側に向かって螺旋を描き始めた。くすぐったいのに、それがなぜか体を疼かせる。由香利の吐いた吐息は甘く熱がこもっていた。

　指が膝裏をくすぐり、脹ら脛を経て足指に絡まる。足の親指と人差し指の間にヴァルドエルの武骨な人差し指が差し込まれた。そのまま擦り付けるように動かされて、ぞくぞくとした快感が背を伝う。泡が潤滑液のように滑りをよくし、ちゅるちゅるっと指の間から音が聞こえて由香利は気恥ずかしさに顔を逸らした。

「ふ……ん、あぁ……やだ」

　マッサージで血流の良くなった体は、ちょっとした刺激にも反応する。くすぐったさが快感となって由香利の体を駆け巡った。ヴァルドエルは反対側の足も同じように時間をかけて愛撫して、ようやく由香利にかけ湯をして泡を流す。

　抱き上げられて湯船に浸かり、由香利はヴァルドエルの体にもたれた。疲れてはいないのに、体からはすっかり力が抜けている。

「続きはベッドだな」

「まだするの？」

「一回、だろ」

　耳元で低く囁かれた言葉は、淫猥な響きを伴って由香利の脳に届いた。

　風呂上がりの体を丁寧に拭われて、裸のままベッドに横たえさせられた。結局由香利はヴァルドエルを煽ることには成功したものの、イかすこともできず、自身もイかしてもらえなかった。

　風呂場で散々触られた体は、イクほどの刺激は与えられていないのに何度も達したかのように快感を内に孕んでいて力が入らなかった。煽ってさっさと一回済ますはずが、もうヴァルドエルのなすがままで、由香利はのぞき込んでくる黒い瞳を見上げた。

　昨日の、ひたすら求めて来ていた欲情のこもったものではなく、どこまでも優しい光を灯した瞳が細まる。その目を向けられると体の奥がきゅんとなる。何もされていないのに、腹の奥から蜜が染み出てくるようだった。

　裸のまま腕枕をされて抱かれる。お互いに横向きになったまま抱きすくめられ、温かな腕の中に由香利はほうっと吐息を吐いてすり寄った。まとめていた髪をほどかれ、すくように撫でられる。由香利は気持ちよさそうに目を細めた。甘い触れ合いに胸の内が暖かくなってくすくす笑う。

「気持ちいい。ヴァルはこうされると気持ちいい？」

　由香利は同じように手を伸ばしてヴァルドエルの頭を撫でてみた。灰色の髪は見た目と違って柔らかく、指の間をすり抜けていく。

「悪くねえ」

　言われてにこりとほほ笑む。自然と唇が近づいて口づけた。触れるだけの唇。離れてまた口づける。何度も繰り返す行為に体が蕩けていきそうになる。

　ちゅっと唇を吸われて由香利は目を閉じた。甘い口づけを交わしながら、ヴァルドエルの指が由香利の体を這いはじめる。しっかりした触り方ではなく、羽でくすぐるように指だけでやんわりと。由香利の新しい性感帯を探すように全身のあらゆるところに指が這う。自分でも意識していなかった性感帯を探し出されて、由香利はピクリと体を震わせた。

　背中をはじめ、鎖骨、脇、脇腹、腰、内腿、膝、膝裏、足指と、触れられるとくすぐったさよりも喘ぎが漏れ出てしまう場所が格段に増えた。もう全身が性感帯のようなっていて、どこを触られても甘い吐息しか出ない。

　頬へと唇が落ちてきて、耳の外側を舐められた。耳たぶを甘噛みされただけで由香利は腰を跳ねさせた。柔らかな舌が首筋をくすぐる。いつもはくすぐったさに首をすくめるが、今は快感だけが引き出されて背中がビクビクと震えた。熱い吐息を吐く唇がまた覆われて、舌を愛撫される。丁寧に、優しく。軽く吸われただけで脳が痺れた。

　胸を揉む指は壊れ物を扱うようにふんわりと優しく、物足りない刺激に吐息を吐けば、時々胸の蕾を擦られて体が跳ねた。

「ヴァル～」

「なんだ」

「なんか、おかしいよ。体、熱い」

「熱はないぞ」

「そうじゃなくて…………もっと」

「もっと？」

「さ……さ、触ってほしい」

　由香利はもじもじと両足を擦り合わせた。全身の至るところを愛撫されているが、一か所だけ触られていない場所がある。熱くて疼いているのに、その場所だけは触れられていない。シーツが濡れていて、そこから蜜があふれ出ていることにヴァルドエルも気づいているはずだ。なのに全く触れてこない。

　ヴァルドエルは笑むと由香利の黒い髪に手を伸ばした。

「今日は一回きりだからな。ゆっくりたっぷり由香利を堪能すると決めた」

　だからまだだ、と囁く低い声が耳を通り越して脳を直接震わせる。頭も体も溶けてしまいそうなのに、疼く体はどうしようもなくて由香利はさらにヴァルドエルにすり寄った。

　由香利を胸に抱きながら、ヴァルドエルはその背中に指を這わせた。腰から背骨を辿る様に上ってくる指の動きに由香利は小さく喘ぐ。喘いで上を向いた唇にまた口づけされた。首まできた指が今度は下へと向かう。腰を経て尻にいき、太腿を撫でる。そのまま秘所に向かうかと思われた指がまた上に戻ってきて由香利は身悶えた。

　せがむようにヴァルドエルの黒い瞳を見上げる。欲情している黒い瞳は濡れて光っているのに、それ以上に優しさがうかがえた。その優しさが今は苦しい。強い刺激が欲しいと体は訴えているのに、柔らかな手つきはそれを与えてくれない。

「ヴァル～」

「駄目だ」

　額に口づけた唇から、苦笑を含んだ声が漏れる。いやいやとゆるく首を振って、由香利はヴァルドエルの唇に口づけた。自分から舌を刺しこんで、ヴァルドエルの厚みのある舌をちろっと舐める。応えるようにヴァルドエルの舌が絡まる。けれどやはりいつもの性急さはなく、くすぐるように由香利の舌を愛撫する。歯列をゆっくりと舌が撫で、上あごをチロチロと舐められた。

「は……あっ、あぁ」

　深く奥を探られて熱い吐息が漏れる。全身に触れてくる指は、繊細な動きで由香利の官能を揺さぶった。決定的な刺激はないのに、微かな愛撫が幾度も繰り返されて体は蕩けていく。

　時間をかけてじっくりと、頭のてっぺんから足の先まで指と舌で優しくゆるく愛撫され、解放されぬ熱は皮膚のすぐ下に渦巻いている。ほんの少し触れられるだけで体は過敏に反応した。脇腹を指が掠める。それだけで胸の蕾に触れられたかと思うほどの快感が走り抜ける。由香利は喘いで息を乱した。

　ヴァルドエルは由香利の髪の先まで愛でるように、一束掬い上げて口づけた。感覚はないのに唇の柔らかな感触が伝わるようで背筋が震える。

「蕩けそうな顔してる」

「うん。溶けそう」

「ここも、蕩けてるな」

　ヴァルドエルが由香利の秘所に手を添えた。それだけで蜜が溢れて腿を濡らす。秘裂に添わされた指が割れ目を辿る様に行き来する。その指はやはり優しくじれったいほどゆっくりで、由香利は指の動きに合わせて腰を揺らした。そうするとヴァルドエルは指を止めて焦らす。由香利も動きを止めるとヴァルドエルは再び指を動かした。

「ふ………うぅ、ヴァルゥ、触って。お願い」

　ヴァルドエルは苦笑すると、秘裂を割って太い指を蜜口にあてがった。溢れた蜜がくちゅりと音を立てる。中には侵入せず入口をくすぐるように動くその指の動きに、もっととせがむように由香利はヴァルドエルの腕を掴んだ。そうすればヴァルドエルはその意図をくみ取って、逆に動きを止める。

「や、ヴァル、もう、お願い…………挿れて」

　由香利は濡れた黒い瞳でヴァルドエルを見上げた。

　遠くから午後の一時を告げる鐘が聞こえてくる。朝に風呂に入った時はまだ八時だったはずだ。少なくとも五時間優しく愛撫され続けていて、限界を迎えるまでの絶頂感はないが、それに似た快感が全身に廻っている。確かな刺激が欲しい。ヴァルドエルを迎えただけで意識が飛ぶほどイきそうな気がする。そう思えるほど与えられた快楽は体に蓄積していた。それが常にはないくらい由香利を突き動かして、ねだるようにヴァルドエルにすり寄る。

　由香利はヴァルドエルの足の間に自分の太腿を擦りつけた。そこに熱く硬い滾りがあって、ヴァルドエルも由香利を欲しがっていることがわかる。ヴァルドエルは由香利の頬に大きな手を添えてそっと口づける。唇を離したヴァルドエルの一つだけの黒い瞳に、はっきりとした欲情がある。薄っすら笑みを浮かべている口元に、これから起こるだろう快楽の予感に由香利はこくりと唾を飲み込んだ。

「由香利………まだ、駄目だ」

　しかし告げられた言葉は想像とは違っていて、由香利は唖あ然ぜんとした。これほど煽ってねだっているのに、ヴァルドエルはまだ愛撫を続ける気でいる。

「せっかく俺の手で洗ったんだ。由香利の全身を味わいたい。奥深くまで」

「体が熱いの。おかしくなっちゃう」

「おかしくなればいいだろ。俺の前で、乱れればいい。乱れる由香利を見たい」

　ヴァルドエルの指が花芽に触れた。ビクッと大きく震えて由香利は背を反らした。快感が全身を走り抜け、また体に蓄積される。触れた指はピクリとも動かない。刺激が欲しくて腰を揺らせば指は逃げていく。

「やぁん、ヴァル、なんで」

「一回、だろ。一日中由香利を可愛がって、挿れるのはそれからだ」

「ヴァル、お願い」

　ヴァルドエルは首を振ってニヤリと笑った。

「自分で言った言葉には責任もたねえとなあ」

「！」

　言葉に由香利は目を見開いた。それは朝に由香利がヴァルドエルに対して言った言葉だ。逆手に取られて由香利は唖然とする。

　ヴァルドエルは言葉に責任を取って由香利が体を洗うことを不承不承許可した。つまりは由香利も言葉の責任を取らなければならない。

　今日はお互いにイクのは一回きり。

　一時間で済ませるのも一回。そしてイクのが一回きりならば、たとえ一日かかってもそれは確かに『一回』だ。そしてヴァルドエルは後者を選んだ。本当に由香利を一日中愛撫して、泣かして啼かすつもりらしい。

「ゆっくり優しく、一日かけて抱いてやるよ」

　ヴァルドエルは額にふんわりと触れるだけの口づけをして、由香利の黒い瞳を見つめた。

　花芽に舌が触れて突き抜ける快感が背筋を走る。常ならば熱を与え続ける舌は、しかし動かない。触れるだけの舌が離れていき、またぴちゃりと音をさせて花芽にあてがわれた。そのたびに快感は体を走り抜け、解放されぬまま由香利の体をなぶる。

　意識も何もかもが熱に浮かされて、蕩けるように力の入らない体は快感が走るたびにビクビクと勝手に跳ねた。吐き出す息は熱く呼吸は整わず、何も考えられなくなって与えられる快楽に流される。上り詰めた先の白い世界はすぐ近くにあるのにそこに手が届くことはなく、漂う快楽はちりちりと頭を焦がすように意識を奪っていく。快感が走り抜けて意識が浮上し、解放されぬ熱に再び意識を奪われて快楽の波間を彷徨う。熱を孕んだ喘ぎはとどまらず、呼吸するたびに掠れるような甘い声が出た。

「あ、はぁ…………んぁ」

　間に軽い食事と何度かの水分補給をし、休憩と称して甘い触れ合いを繰り返してただ抱き合うだけの時間も何度かあった。激しく求めることのない触れ合いは、長時間に及んでも疲れない。ただ、解放されぬ快感は常に体を疼かせる。どこまでも優しく触れてくる指や舌は、時に意識を失うほどの快楽を与えるのに、絶頂へは導いてくれない。

　残酷なほど甘く優しい愛撫。

　熱い吐息を吐き出す唇がヴァルドエルのそれに覆われる。愛撫され続けた唇はぽってりとしていて艶めいていた。誘うように赤い舌を差し出せば、すぐに舌が絡んで吸われた。強く吸われて意識が飛びそうになる。頭から足先まで、全身が痺れるような快感に襲われてまた覚醒する。

「はぁ…………ああぁ」

　ベッドにうずもれた体は蕩けていて、まどろんでいる時のように境界が曖昧だった。全身を走る快楽と触れている指だけが、そこに確かに体があると思わせてくれる。

「由香利」

　名を呼ばれてそちらを見れば、一つだけの黒い瞳が見下ろしてくる。欲情に濡れ、それ以上に優しい色を含んだ瞳。由香利は力の入らない腕を何とか上げてヴァルドエルの首に回した。そうすれば力強い腕が胸元へと抱き寄せてくれる。すり寄って由香利は目の前の厚い胸板に唇を寄せた。ちゅっと吸いついて離し、また寄せる。胸のあちこちに口づけていた由香利の頬に大きな手が添わされる。上に向いた視線の先に、蕩けるほど甘い笑みを浮かべたヴァルドエルがいた。

「ヴァ……ルゥ……」

「なんだ」

　由香利の甘えた声にヴァルドエルの笑みが深くなる。頭を撫でられて、それだけで甘い吐息が漏れた。

「も……溶け、ちゃう……」

「そうだな。トロトロに溶けてる。どこもかしこも」

　再び口づけられる。口内を蹂躙する舌は熱くて由香利の意識を奪っていき、舌を強く吸われて覚醒すれば優しい黒い瞳と出会って心まで蕩けそうになる。

　由香利はヴァルドエルにすり寄って自分から唇を合わせた。唇がふんわりと食まれ、ちゅっと音を立てて離れる。唇までもが敏感になっていて、食まれるとジーンと頭が痺れた。

　ヴァルドエルは由香利の蜜壺に指を差し入れた。ツプリと侵入してきた物に由香利は背を反らせて首を振った。ヴァルドエルの武骨な指が壁をゆっくりと擦る。太い指はしかし由香利の欲している物と比べれば細く頼りない。もっと中を、奥をすべて埋めて欲しい。すべてのひだを刺激してくれる、太くて長いモノが。

「ヴァルゥ……挿れて。お願い……」

　ヴァルドエルは中指に人差し指を絡めるようにして蜜壺に差し込んだ。わずかに太くなった感触に、それでも由香利は首を振る。

　絶頂を迎えぬように、ゆっくりと中でうごめく指に由香利は身悶えた。体がおかしくなるほど熱に侵されていて、全身が疼いて苦しかった。

　強い刺激が欲しい。

　長時間に及ぶ物足りない愛撫に耐えられなくなって、由香利は花芽に自分の右手の指を添えた。ヴァルドエルの前で自分の秘部に触れるなど常ならば考えられない。が、それほど由香利は追い詰められていた。

　一度でいい。体の奥にこもる熱を解放したかった。このまま気を失ってもいいと思えるほど、今は絶頂を迎えたかった。

　細い指が花芽を掠っただけで、由香利は息を詰めて背を反らす。もう少しで白い世界が弾けると思った瞬間、その手がヴァルドエルの左手に掴まれた。快楽の余韻が尾を引いて全身に散っていく。

「イかさねえよ。一回きりの約束だろ」

　上から不機嫌な低い声が降ってくる。由香利は首を振り、今度は左手を花芽に伸ばした。その手も掴まれて、頭の上にひとまとめにされベッドに押し付けられた。どんなに力を込めてもヴァルドエルの左手は外れない。

「やだっ、お願い……イかせて」

「駄目だ」

「お願い。熱くて……苦しいの」

「今イったら、由香利は気絶しちまうだろ」

　言葉に由香利はゆるゆると首を振る。その様は力なく、微かな愛撫にも敏感に反応する体は説得力がまるでない。

「こんなに蕩けて、可愛く甘えてきてるのに、イかせて気絶なんてさせるかよ」

　もったいねえ、と呟く唇が由香利の唇を覆う。再び口づけから愛撫が始まり、全身へとその指が這う。

「あ……あぁ、ヴァル、や……お願い」

　両腕をとらえられたまま由香利は懇願した。新たな愛撫に再び淫猥な熱が蓄積される。耳たぶを甘噛みされただけで秘裂から蜜があふれだす。胸の蕾に吸い付かれて頭が真っ白になった。けれどすぐに離れていく唇に白い世界は弾けず、体に留まって由香利を激しく内側からなぶった。

「ヴァルゥ……」

　由香利は自由にならない腕の代わりに足を動かした。ヴァルドエルの足に絡ませて秘部を太腿に押し付けた。花芽がすれて体が跳ねる。

「そんなに欲しいか？」

　耳元で低く囁かれた言葉は、淫猥で艶めいていた。甘い旋律を伴って届いた言葉に由香利は小さく頷く。

「ヴァル……欲しい……」

　絡めた足にぎゅっと力を込めた。体の内に渦巻く甘美な熱が由香利を追い立てる。絡み付くように組んだ足を簡単に右手一本でほどかれて、ヴァルドエルは由香利の足を持ち上げ、秘裂に肉棒の先端を擦りつけた。皮膚が粟立つほどの快楽が走り、由香利は淡い期待感に胸を震わせて喘いだ。

　くちゅりくちゅりと水音をさせて蜜口を擦る肉棒の動きが焦れったい。由香利は蕩けた表情で黒く潤んだ瞳を向けて訴えた。苦笑したヴァルドエルはゆっくりと腰を沈めていく。時間をかけて由香利の快感を引き出しながら、あくまでも優しく。

「ああっ」

　欲しかった熱く太い杭が体の中に入り込んでくる。その肉棒の熱さに由香利は背を反らした。敏感になっているのは肌の外側だけではなかった。内側の、ひだの一枚一枚までもが侵入者に過敏に反応する。硬く柔らかな質感、ドクドクと脈打つ熱さ、長く太い形。すべてを感じようとひだが収縮する。

　快感を求める体は貪欲で、力の入らない全身とは関係なくヴァルドエルを締め付ける。すべてを由香利の中に納めて、ヴァルドエルも熱い吐息を吐いて動きを止めた。

「中、凄ぇな。何もかも……持ってかれそうだ」

　眉根を寄せて、ヴァルドエルは中の熱さに呻いた。一日かけて愛撫し続け、トロトロに溶けた由香利の中は信じられないほどの快楽を肉棒に与えてくる。肌が粟立ち、背筋をピリピリした刺激を伴って快感が走り続けている。いつもの痺れるような快感とは全く質が違う。肉棒だけでなく、体全体が由香利を感じていた。触れた個所から快感が流れ込んでくるようで、ヴァルドエルはこらえきれずに熱い吐息を吐いた。

　焦れていたのは由香利だけではない。愛撫を続けていたヴァルドエルも爆発寸前で、由香利と同じように鋭敏だった。

「ヴァルゥ……」

　由香利が名を呼べばヴァルドエルは応えるように由香利に口づける。腰を動かさず、奥に埋めたままヴァルドエルはさらに愛撫を続ける。

　胸の膨らみを揉みあげる。由香利は喉を反らせた。その喉にヴァルドエルは舌を這わせた。そのまま首筋から鎖骨へと唇を辿らせる。鎖骨を甘噛みされて由香利は快楽に喘いだ。わずかな刺激だけで体中を快感が電流のように駆け巡る。自分で自分の体がどうなっているのかわからないほど快楽に溺れていく。

　ヴァルドエルの唇が、舌が、手が由香利の肌の上を這う。愛撫に呼応するように蜜が溢れて、ヴァルドエルがわずかに動いただけでぬちゅっと音を立てた。

　口づけながら肌の上を掠めるように指が触れる。小さな刺激でも今の由香利にとっては最上の愛撫となる。体が跳ね、声は止まらず、涙が溢れた。

「ひぅ……ああ…………やっ」

　最奥をゆるりと突かれて意識が一瞬飛ぶ。さらに突かれて意識を取り戻す。もう無理だと感じた瞬間にヴァルドエルは動きを止めた。頬に口づけ、涙の跡を辿るように舌を這わせる。

「止めないで……お願い、もっと」

　そう言ってねだるとヴァルドエルは由香利を抱き締めた。力強い腕に抱かれて由香利は息を吐く。褐色の胸板にすり寄ってもっと、と囁いた。さらに腕の力が強まる。息苦しさが快楽とすり替わって由香利は熱い息をヴァルドエルの胸に吹きかけた。

「俺が欲しいのか？」

「欲し……ヴァルが、欲しい」

「もっと欲しがれ。いくらでもくれてやる。いつでも、いつまでも」

　瞼に頬に口づけが落とされる。ゆっくりと肉棒が引き抜かれ、由香利は無意識に逃がすまいと腰を揺らした。限界まで引き抜かれた肉棒が、今度は速度を伴って奥深くに突き立てられた。打ち付けられた熱い塊が子宮の奥を通り越して脳まで揺さぶる。

「あ……ああ、やっ……」

　由香利は背中を反らした。身体中の快感が蜜壺に集まっているように思えるほど、繋がっている部分が熱くて溶けそうだった。

「ヴァル……体、熱いよ。は、はあ……おかしく、なっちゃう」

　由香利はぴくぴくと体を震わせた。由香利の奥深くに埋め込まれた肉棒は動きを止めてもドクドクと脈打ち、壁を絶えず刺激する。与えられる快感は全身から下腹部に集まり、また全身へと拡散していく。激しい動きも愛撫もないのに、繋がってるだけで体が勝手に快感を拾い上げて高みへと昇っていく。

「イっちゃうっ、ヴァル……やっ、も、駄目」

　絶頂の瞬間、ヴァルドエルが最奥をグイッと突いた。

「あああああっっ!!」

　ビクッと体を震わせて由香利の視界が白く弾ける。ぎゅっと蜜壺が狭まりヴァルドエルを締め付ける。敏感になっていたひだがヴァルドエルの肉棒に絡み付き、それを快感ととらえてさらに由香利を高みへ持ち上げた。

「やっ、なに!?　ずっと、イってる…………や、あっ！　嘘……こんなの……ひっ、ぅああっ！」
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　止まらない絶頂に由香利は叫んでヴァルドエルに縋った。おかしくなるほどの快感に由香利は涙をあふれさせた。

　次々に押し寄せる激しい快楽と跳ねる体に、恐慌状態に陥った由香利をヴァルドエルはぐっと抱きしめた。それだけで由香利の不安や恐怖がふっと和らぐ。そうすれば体を支配するのは熱い血液とともに体中をめぐる長く続く快楽。抱かれている腕の温かさに安堵を覚えながら、これまでに感じたことのない深く長い連続の絶頂に由香利は白い世界を弾けさせながら意識を手放した。
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　由香利は朝の光に目を覚ました。目の前には精悍な顔があって一瞬ドキリとする。いつもは真摯に見つめてくる黒い瞳は両方とも閉じられていた。珍しく由香利のほうが早く起きたようだ。

　いや、初めてかもしれない。

　いつもヴァルドエルが先に目覚め、由香利は気け怠だるい体を引きずるようにして起床していた。だから由香利は初めてヴァルドエルの寝顔を見た。

　息をひそめて、その精悍な顔をじっと見つめる。

　ヴァルドエルは左の額から頬にかけて太刀傷があって強こわ面もてになっているけれど、もともと整った顔立ちだ。意志の強そうな太い眉。鼻は高く、そのせいもあって彫りは深く目鼻立ちをはっきりとさせていた。厚みのある唇は真一文字に閉じられていて、息をしているのが疑われるほど静かな寝姿だ。濃い灰色の髪。顎には剃っていないため、無精ひげが生えていた。太い首。そこから繋がる広い肩。そして厚い胸板。隆々と盛り上がる腕の筋肉。その腕に捕らわれれば由香利は逆らうことができない。けれど嫌ではなかった。

　二日間、濃厚な交わりを持った。黒い瞳は常に由香利をとらえていて、離そうとしない腕には執着があるようにさえ見えた。

「いや、まさかね」

　由香利は小さく呟く。

　ヴァルドエルが由香利に執着しているなどあり得ない。由香利はごく普通の女だ。執着されるほどの魅力は持ち合わせていないと自分でも思う。思うけれど、昨日の愛撫を想起して由香利は頬を染めた。

　壊れ物を扱うかのような優しい愛撫。触れてくる指は優しく、愛おしむように口づけてきた。由香利をただの性欲の発散のための同居人と考えているのならば、あんなに優しく触れてくるだろうか。あれほど煽ってねだっていたのに挿れずに愛撫し続けた。自分の性を処理したいならば、さっさと済ますのが普通だ。一日かけて由香利を愛撫する必要はない。

　それに、と由香利はヴァルドエルの唇を見つめた。ヴァルドエルはひと月前と劇的に変わったことが一つある。

　言葉だ。

　ヴァルドエルは無口というほどではないが口下手だ。特に褒める言葉は少ない。なのに魔物討伐から帰ってきてからは以前より由香利を褒める言葉をよく使う。特にこの二日間は『可愛い』を多用している。数度しか言われたことがなかったので、慣れていない分恥ずかしいから素直に反応できないが、本当はすごく嬉しい。嬉しいのだが戸惑ってしまう。

　ヴァルドエルが自分をどう思っているのかがわからなくて由香利は眉を下げた。嫌われていないのはわかるが、少しでも好意を抱いてもらえているのか。それとも、やはりただの同居人なのか。

　エテルシアの館で見た光景が由香利の脳裏によみがえり、さらに眉を下げる。エテルシアの細い腕を握りしめ、真剣な瞳で何事かを告げているヴァルドエルの姿。エテルシアは艶然とした笑みを浮かべて、それに聞き入っていた。まるで愛を囁く恋人同士のように由香利には見えた。

　ヴァルドエルはエテルシアを好きではないと言っていたが、あの魅力的な体を前にしてぐらつかない男性がいるとは思えない。

　焦れるような、腹の奥がピリピリするような嫌な感情が這いあがってくる。胸に渦巻くどす黒い感情を、由香利は慌てて否定した。

　好きになってはいけない。いずれここを去る時がきたら、後を引かないように笑顔で別れられるように。ヴァルドエルに迷惑はかけたくない。

　もしヴァルドエルに好きな人ができたとしたら、由香利はすぐさまこの家を出るつもりだ。前とは違って今度は追い出されても路頭に迷うことはない。エテルシアの屋敷で暮らせばいい。

　簡単な話だ。由香利がエテルシアの元に素直に召喚されていれば、そうなる予定だったのだ。最初からそうなるはずだった。由香利が道さえ引き返さなければ。

　過去の仮定は意味のないことかもしれない。けれど、考えてしまう。もしヴァルドエルと出会っていない過去があり、そしてそれが現在も続いているとすればどうなっていただろうか、と。

　処女喪失はしていなかったかもしれない。何しろエテルシアは女性だ。淫魔の王とはいえ、女性相手では処女喪失はできない……だろうと思う。身売りをしていたかもしれないという不安もなく、エテルシアの元で安寧に過ごしていた。町で妙な男たちに絡まれたり、魔術師と間違えられて怖がられたりもしなかっただろう。

　キラーシュにメトケス、フクロウにも、そしてもちろんヴァルドエルにも出会うことはなかったはずだ。

　その『もし』を想像して、由香利は心臓をぎゅっと掴まれたような不安になった。

　目の前の優しい大男と出会っていない自分が考えられない。強引でわがままで、けれど優しく由香利を包み込んでくれるヴァルドエルの存在を、もしもの仮定でもなかったことにはできない。

　体のそこかしこに残る愛撫の感触は由香利の心を掴んで離さない。ヴァルドエルとの甘い触れ合いに心が温かくなり、抱かれる腕に安堵した。

　自分でももう見ないふりができないほどヴァルドエルの存在は由香利の中で大きくなっている。

　この腕の温もりを離したくない。

　離れていたひと月が、そしてこの二日間がその思いを強くさせていた。

　ヴァルドエルが満足するまでは側にいると約束した。このままずっと満足などしなければいいと願い、そんなわがままな思いに小さく息を吐いて首を振った。

「約束……」

　思い出して由香利は小さく呟いた。

　そういえば、ヴァルドエルが魔物討伐から帰ってきたら『官能的な服で出迎える』という約束をまだ果たしていない。もうすでに出迎えているから無効といえば無効だが、由香利としてはやはり反ほ故ごにするのは気が引けた。それに、ヴァルドエルの喜んでいる顔が見たい。蕩けるような笑顔を見せてほしい。そして、昨日のように心も体も蕩けるほど抱いて、優しく啼かせてほしい。

　由香利はヴァルドエルを起こさぬようにそっとベッドを抜け出すと、エテルシアの館で手に入れたアイテムを持った。目の前で広げてみても、コレが官能的なのかどうかは怪しい。が、少なくとも日本の男性は結構好きだと思われた。なにしろそれを題材にしたピンクＤＶＤは山ほどあるのだ。

　由香利はそれをさっと身に着け、そのまま土間の奥にある扉を開けた。真夏と違って朝のひんやりとした空気が由香利を包んだ。腕をさすりながら風呂の竈に薪まきをくべ火をおこした。

　ふた月で竈の扱いはすっかり慣れた。真っ赤に燃える炎を見つめながら、改めて自分の姿を見下ろした。あちこちがスースーする。

　裸にエプロン姿。下着すら身に着けていない。普段使いの薄黄色のフリル付きのものではなく、調理をするためのシンプルな白いエプロン。エテルシアの貯蔵庫近くでこれを見つけた時に、裸エプロンという単語が頭に思いついた。

　見下ろしてみても官能的には見えない。ただ、いやらしい格好であるのは確かだ。胸元にある布の面積は少なく、横から胸が見えている。丈は太腿が半分以上見えるほど短く、背中に至っては紐ひもしかない。

　由香利はこの姿を見たヴァルドエルの顔を想像してみた。驚くだろうか、それとも呆れるだろうか。喜んでくれるだろうか。はしたないと思われはしないか。こんな痴女みたいな格好を女性側から進んでするなど、積極的過ぎて引かれないだろうか。

　──やっぱり着替えようか。

　そう思った時、由香利はふと背後に人の気配を感じて振り返った。

　部屋へと続く扉の前に、目を見開いて立っているヴァルドエルの姿があった。
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　眩しさに目を覚ます。いつもは暗いうちから目覚めるのに、今日は惰眠を貪ったようだ。

　覚醒しながらもヴァルドエルは心地よいまどろみに、目を閉じたままいつものように由香利を抱き寄せようとして腕を伸ばした。が、何も探し出せずにシーツを掴む。そのままベッドの上を手が彷徨い、カッと目を見開いた。

　ベッドに由香利はいない。抜け出たのはずいぶん前なのだろう。シーツは冷たく、体温の欠片も感じられない。ヴァルドエルは慌ててあたりを見回した。部屋のすべてが見渡せる構造がこういう時は助かる。しかし、肝心の由香利の姿はどこにもない。

　ドクリと心臓が嫌な音を立てる。名前を呼ぼうとして、喉に声が引っ掛かったようになって出てこない。自分を落ち着かせるように胸に手を当てる。そうして気づいた。

　外に小さな気配がある。それはヴァルドエルの警戒をやすやすとすり抜ける気配で、すぐに誰のものか気づいた。

　ヴァルドエルは深く、大きく息を吐いた。どっと冷や汗が出た。冷たい汗が気持ち悪い。腕で拭ってそのまま顔を手で覆った。

　常ならば自宅であっても警戒は怠らない。気配一つ、物音一つで目が覚める。なのに今日に限って由香利がベッドを抜け出たことに、まるで気づかなかった。

　昨夜の行為に溺れたせいかもしれない。

　昨日は一日かけて由香利を愛撫した。挿れずに焦らしたら、挿れてほしいとねだられた。その様があまりにも可愛くて愛おしくてさらに焦らしたら、蕩けた表情ですり寄ってきて甘えた声でヴァルドエルが欲しいとねだってくるという最強の攻撃を受けた。

　挿れた時の衝撃は忘れられない。肉棒までも溶けそうなほどの熱さと、すべてを包む蕩けるように潤った中。わずかに腰を動かせば、由香利は呼吸を乱して胸にしがみついてきた。潤んだ黒い瞳は情欲をそそり、思い出しただけで下半身が熱くなる。蕩けて甘えてくる声は喘ぎ声とはまた違う艶のある色を含んでいて、耳と頭と心、それに下半身にも響いた。

　いろいろな女を抱いてきたが、あんなに深く長く、心地よい快楽を味わうのは初めての経験だった。蕩けきった秘所が愛撫のたびにうごめいてヴァルドエルを絶えず刺激してくる。射精感はずっとあるのにイかない。それでもイっている時のような快感が体を巡っていた。

　由香利と触れている箇所から快感が流れ込んでくるようで、動かずに愛撫し焦らし続けたら、敏感な体はヴァルドエルを強く感じすぎて何度もイった末に気絶した。

　結局気絶した由香利の体を綺麗にし、ヴァルドエルはまた右手の世話になった。が、性欲は満たされている。もちろん由香利の痴態を思い浮かべれば体はすぐに臨戦態勢になるが、それでも疼くような熱は残っていない。

　一日かけて愛撫するという濃厚な交わりはヴァルドエルにとっても初めてのことで、そして満たされるものだった。

　由香利は抱いて啼かせている時だけは素直にねだってくるのに、一度リセットされるとまた恥じらいが出てきて甘えてこなくなる。素の時の由香利は甘え下手だ。だから昨日は挿れずに我慢した。いつまでも可愛く甘えてねだって欲しくて。

　いつでも甘えて欲しい。いつでも頼って欲しい。そう思っているのだが、由香利は常にヴァルドエルとの間に一線を引いて距離を開ける。

　まだ由香利はヴァルドエルに対して遠慮がある。それが寂しく、そして同時に苛いら立だつ。早く自分の思いを告げたくて、早く自分の思いに気づいてほしくて、けれどそれができなくて苛立った。

　ヴァルドエルは息を吐くと首を振ってベッドから降りた。下着とズボンだけをはき、そのまま気配の元へと向かう。土間の奥、扉の向こうから気配がする。近づけばぱちぱちと火のはぜる音が聞こえ、風呂を沸かしていることがすぐにわかった。

　壁を隔てたままヴァルドエルは扉に体を預けて目をつむる。

「俺は、弱ぇな」

　ぽつりと呟いた。

　由香利の姿が見えないと、気配を感じないと途端に不安になる。どこかへ行ってしまうのではないか、誰かに盗られるのではないかと。

　まるで子供が母親を追うように、いつも由香利の姿を探している。

　クッとヴァルドエルは苦笑する。母親のように、ではない。最初はまさしく母親代わりだった人を由香利を通して見ていた。

　黒髪、黒目の教会のシスター。幼いながらに淡い恋心を抱いていた相手は、今思えば恋などではなかったのだろう。親を慕う親愛に近い。由香利に対するような激しい愛情とは全く違う。

　失って初めて知る大切な存在。今度こそ失わないように全力で守る。

　ヴァルドエルは知らず固く握りしめていた拳を開いた。握りすぎて白くなっていた手のひらを見つめ、その手で左目の傷をなぞった。

　失ったものは多い。けれど手元に残ったものもある。キラーシュはそのうちの一人だ。口では腐れ縁などと言っているが、ずっと側にいてくれている。キラーシュが医者を志し始めたのも、ヴァルドエルが左目を失った時からだ。適切な処置が遅れたせいだと己を責めていた。

　ヴァルドエルは深く息を吐く。

　自分は恵まれていると思う。

　守るべきものを守れる力がある。己の不足を助けてくれる多くの仲間がいる。そして、愛する人を見つけた。

　これ以上望んだら罰が当たる。そう思いながらも由香利の心が欲しいと望んでいる。

　由香利が欲しい。好きすぎてどうにかなりそうだ。

　ヴァルドエルは自じ嘲ちょうの笑みを浮かべてから表情を消すと、そっと扉を押し開いた。

　風呂の竈の前で座り込んでいる由香利がいる。火を見つめている由香利はこちらに全く気付かない。

　朝日を受ける艶あでやかな黒髪がまず目に入った。そのまま視線を下に向けてヴァルドエルは目を見開いて固まった。ガチンと音がするかと思うほど硬直する。

　驚いたヴァルドエルの気配に気づいたのか、由香利が振り向く。扉の前に立つヴァルドエルを認めて、その目を見開き真っ赤になって慌てて立ち上がる。

「ち、違うの！　びっくりさせようとかそういうのじゃなくて」

　なぜか前ではなくヴァルドエルからは見えない尻に手をやって隠しながら、由香利は必死に言い募る。その様子にヴァルドエルはようやく衝撃から立ち直った。

「…………で、その格好は何だ」

　由香利は真っ赤になってうつむいた。赤い顔を隠すように豊かな黒髪がサラリと肩から流れ落ちる。

「……か、官能的な服………」

　どうにかそれだけを言って、由香利はまた口を閉ざした。

　ヴァルドエルは目を瞬かせた。

　先ほどまでの暗い考えや決意を簡単に吹き飛ばすくらいの衝撃に、ヴァルドエルはクックと笑った。由香利は本当に時々突拍子もないことをする。こちらが思いもつかないような行動。それがヴァルドエルの心を捕らえて放さない理由の一つでもあるのだが。

「ソレが由香利の考える官能的な服、か」

　ヴァルドエルは由香利の姿を舐めるように上から下までじっくりと眺めた。

　官能的、と言われればそうかもしれない。

　由香利が身に着けているのは何の変哲もない白いエプロン。ただし服は着ておらず、下着すら身に着けていない。素肌に白いエプロンだけをした格好。

　肩にかけられた細い紐は指で滑らせれば簡単に外れそうだ。胸元を覆う白い布は薄く、下にある膨らみが透けて見えている。頂に立つ薄紅色の蕾が布を押し上げていて、それがまた情欲をそそる。細い腰に巻かれた紐。そしてかろうじて太腿を隠すような短い丈。蜜が滴る花園にすぐに手が届く。

　じっと見ていたためか由香利は赤くなりながら太腿を隠すようにエプロンの裾を右手で引っ張った。そうすれば胸の膨らみがより一層目立ち、しかも開いた胸元から見えそうになっている。左手は相変わらず尻に当てられていて、一応手で隠しているつもりらしい。

　見えそうで見えない。それが一番そそることを由香利は知っているのだろうか。にやついたままヴァルドエルは由香利の赤い顔に視線をやる。

　赤い顔をしながらも、由香利なりに約束を果たそうとしていることにヴァルドエルは嬉しく思うが、一方で苦々しくもある。真面目で義理堅い。由香利がヴァルドエルに少しでも恩を返そうという思いからだけで、こんな姿をしていると思うと切ない。

「えっと………裸エプロンは、合格？」

　由香利はヴァルドエルを上目づかいで見上げながら聞いてきた。切ないと思いながらも、やはり嬉しくて唇はにやけてしまう。手で口元を覆ったまま何も言わないヴァルドエルの側に由香利がトコトコと歩み寄る。

　由香利はヴァルドエルを見上げて口を開いた。

「ご飯にする？　お風呂にする？　それとも、わ……私？」

　言葉にヴァルドエルは由香利の唇を奪うようにふさいだ。深く求めると由香利が半歩身を引いた。その腰をとらえ、頭の後ろに手をやって逃げられないように固定する。軽く舌を吸った時、由香利が応えるようにヴァルドエルに絡ませてきた。たどたどしい動きが可愛くて、由香利に合わせるようにゆっくり舌を絡ませた。舌先を舐め、歯列をゆっくりと撫でるように舐り、上あごに舌を添え、そしてまた優しく吸う。

　腰をとらえていた手で背中を撫でさする。ピクリと由香利の肩が震えた。

　唇を離して見下ろせば、蕩けたような顔で由香利が見上げてくる。

「今日はずいぶんと積極的だな」

　恥ずかしいと言っているわりに由香利は本当に大胆だ。にやにや笑うヴァルドエルを由香利は赤い顔でちらりと見上げてくる。

「積極的なのは嫌い？」

「いや………」

　ヴァルドエルは意図的に言葉を切った。それから由香利の赤い頬を覆うように手のひらを添えた。上を向かせて黒い瞳を覗き込みながらヴァルドエルは言う。

「好きだ」

　言葉に由香利はパッと朱を散らしたように耳まで赤くなる。見開いた目が潤んで、唇がわずかに開いた。そしてそれを隠すように慌ててうつむく。しかしその一瞬の表情の変化をヴァルドエルが見逃すはずがない。

　顎をとらえて上を向かせれば、瞳を潤ませたまま由香利はヴァルドエルを見上げ、さらに赤くなって視線を逸らした。その視線を追うように顔を巡らせれば、また顔を逸らされる。

　ヴァルドエルはニヤリと笑った。

「早速、由香利を食うか」

「わあ！　ストップ！　せっかくお風呂沸かしたんだから入りたい。ね？　入ろう？」

　詰め寄られてヴァルドエルはその細い腰を抱く。手が直接尻に触れて感触を楽しむようにするりと撫でた。ピクリと由香利が反応する。

「なるほど。風呂で入れてほしいのか」

「なっ!?　助詞間違ってるから！　お風呂に入りたいの」

「何を言っているのかわからんが、由香利の気持ちはわかった。ちゃんと入れてやるから、まず風呂だな」

　ヴァルドエルは由香利の尻の感触を楽しみながら、にやついた笑みでそう言った。




　昨夜満足した性欲は、由香利の衝撃の裸エプロンに刺激されて再びヴァルドエルの体をたきつけた。宣言通り風呂場で朝から由香利を抱き、さっぱりすっきりした気持ちで風呂から上がる。

　体力不足か攻め立てたせいか、ふらつく由香利の体を丁寧に拭いてからガウンを着せ、抱き上げて部屋に戻った。ベッドに座らせると由香利はふと思いついたように顔を上げた。

「ヴァル。フクロウの横にある包み紙、取ってくれる？」

　由香利の指さす先。暖炉の上で首を傾げた状態で羽を休めている木彫りの梟の横に、白い包み紙が置いてある。ヴァルドエルがそれを持ってきて手渡すと、由香利は包み紙をそっと開いた。由香利の小指先ほどの小さな白い粒がいくつか包まれている。

「なんだ、それ」

「栄養補給剤？」

「俺に聞かれても困る」

　そうだよね、と笑んだ由香利は一粒を口に放り込んだ。

「エテルシアさんがくれたの。回復薬って言ってたけど、たぶんサプリみたいな……」

　言葉尻が急に途絶える。由香利は口元を両手で押さえて目を見開いた。

「どうしたっ」

「凄い、コレ……、本当に凄い」

　ヴァルドエルは眉を顰めた。何がどう凄いのかまったく伝わらない。あの魔王が由香利にくれたのだからと安心していたが、妙な物だったのではないかと今更ながらに不安になる。

「ＨＰヒットポイントが回復するって、こういうことを言うんだね。もっと早く使っとけばよかった」

　感心したように口にして、由香利はパッと立ち上がった。先ほどまでのふらついていた様子はどこにもなく、足元もしっかりしている。

「魔法の丸薬か」

「うん。凄いね。体力も気力も回復した感じ。元気いっぱい」

　態度で示すように由香利は袖をまくって力こぶを作って見せた。もっとも力こぶなどどこにもなく、ほっそりした二の腕だけがヴァルドエルの目に映る。

「これなら……」

「遠慮する必要もねえってわけだ」

　ヴァルドエルの言葉に由香利は目を見開いた。そのまま大慌てで首と手を振る。

「朝、いっぱいしたじゃない」

「朝は朝だろ」

「いやいやいや、今日は駄目。今日は二日分の片づけをしないと」

「ああ？」

「ああ？　じゃないの。見て！」

　由香利は流しに置きっぱなしの食器を指さした。二日分といっても何かを作ったわけではないので、ヴァルドエルの目からすれば洗い物などないに等しい。その表情を見て取ったのか、由香利はさらに板間の端に置いてある洗濯物も指し示した。シーツと脱ぎ散らかされた衣服が山となっている。

「食器洗って、掃除して、洗濯して……」

「三日間抱くと言った」

「さっき、したよね？　三日間ちゃんとしたよ」

「足りねえ」

「ええっ!?」

　だから、と近づくと由香利はその分離れ、ヴァルドエルに向けて腕を突き出す。

「家事優先！」

　元気になった途端、由香利は鼻息荒く宣言した。

　こんなことなら丸薬など飲ませずに、抱き潰せばよかったとヴァルドエルは内心ぼやく。

　どうするか、と考えたところで、椅子に掛けられたエプロンに目が行く。ニヤッとヴァルドエルは笑む。その笑みを見て由香利が頬を引きつらせた。

「家事をしてる間はアレを着るっていうなら、我慢してやる」

　ヴァルドエルの指先が示すエプロンを見つめて、由香利は目を瞬かせた。

「裸エプロンだったら家事してもいい？」

「ああ」

　由香利は言葉に頷くと、いそいそと着替え始める。じっと見ていたらあっちを向けと言われて仕方なく視線を逸らせた。が、見ていないと想像してしまって、よけいに欲情が煽られる。小さな衣擦れの音が耳と下半身を刺激する。

　しかし、とヴァルドエルは首を傾げる。男の欲情をそそる裸エプロンは、由香利にとっては煽情的ではないらしい。ヴァルドエルが求めたら心底不思議そうな顔をしていた。

　日本の男性にとっては、女性にしてもらいたいランキング上位に入る裸エプロン。だが、女性にはあまりその魅力はわからない。女性からすれば、身に付けているのはただのエプロンなのだ。

　しかし、男性視点で言えば意見は百八十度異なる。見えそうで見えない胸元や、太腿があらわになる丈などはチラリズムの境地で、しかもエプロンというアイテムは容易にキッチンを想像させる。料理を作るキッチンは女性の城であり、そこで女性を自分の意のままに愛でるのは男性の支配欲を満たし、そしてどこか背徳的であった。

　ヴァルドエルは欲情を煽る由香利のその姿に目をやる。ぱたぱたと動き回り家事をこなしていく由香利は、ヴァルドエルの視線を感じるのか赤くなって今更なのに丸見えの尻を隠したりする。そのままじっと見ていれば、さらに赤くなって唇を尖らせ文句を言ってくる。

　その様がなんとも可愛らしい。

　エプロンの横から覗く胸は、薄紅色の頂が見えそうで見えない。何度も由香利の全裸を見て、胸の形もその頂の色や大きささえ目に焼きついているのに、見えないとそこをまた想像してしまって猛烈に劣情が煽られる。丸見えの白い尻や肌も、その上で揺れている白いひもが影を作って卑猥に思える。動くたびに背を覆う長い髪が揺れて背中があらわになると、ヴァルドエルは知らず舌なめずりした。

　触れるか触れないかの距離でヴァルドエルは由香利の丸い尻に手を添わせた。

「やんっ」

　由香利は悲鳴を上げた後にヴァルドエルをキッと睨む。

「もう！　家事をしてる時は、お触り禁止って言ったでしょ」

「触ってねえだろ。それより、まだ終わらねえのか」

「二日も家事をさぼったんだよ。掃除して、洗濯もしないとシーツの替えがないもん」

「別にシーツなんかなくても……」

「駄目！」

　まったく気にしないヴァルドエルに由香利は目くじらを立てた。

　三日間とも朝から晩まで抱く予定だったのに、とヴァルドエルは息を吐く。しかし、家事をするかわりに裸エプロンでいることを要求したのはヴァルドエルだ。仕方なくつまらなさそうに椅子に座りなおす。それでも目線は由香利から外さない。忙しく動き回る由香利に合わせて視線も動く。

「次は洗濯、と」

　手際よく部屋の片づけと掃除を済ませて食器を洗い終え、由香利は呟いてからハッとして動きを止めた。

「ね、洗濯の時は、服着ていいよね？」

「あ？」

「あ？　じゃないよ。外出るんだよ？　誰かに見られたらどうするの」

　洗濯するためには外の共同の洗濯場まで少し歩かなければならないが、付近に住人はおらず路地の奥まった立地のこのあたりでは誰かと出会うことはない。

「誰もいねえ。そのままでも大丈夫だ」

「大丈夫じゃない！　こんな格好で外なんか歩けない」

「大丈夫だ」

　言葉を繰り返せば由香利はむ～とうなった後に、はたと思いついたように踵きびすを返した。タンスの引き出しを開けてごそごそとしているかと思うと、服を持ってきてヴァルドエルの眼前で広げて見せた。

　白いキャミソールにオレンジの薄手のカーディガン。そして薄いピンクの膝上のスカート。

「これならどう？　官能的と言えば官能的でしょ？」

　それは由香利が元の世界からこちらへ来た時に身に付けていた衣服だった。

　ヴァルドエルは片眉を上げた。確かに普段のワンピースに比べれば露出度は高い。しかし当然だが裸エプロンと比べれば格段に落ちる。

「誰もいねえんだ。その格好でもいいだろ」

「さすがにこれで外は歩けない」

「ふむ」

　ヴァルドエルはしばらく考えてから一つ頷いた。

「仕方ねえな。洗濯の時はそれでいい。ただし下着はなしだ」

「ノーパン!?　それはちょっと」

「駄目なら裸エプロン」

　ムッと由香利は唇を尖らせた。

「わがまま」

「俺はわがままだと言ったろ。それに、昨日は由香利は約束を破ったからなあ」

「破った!?　私が？」

「一回だけって言ったのに何回もイって、俺を置いてけぼりにして気絶した」

　由香利は昨日の痴態を思い出してか、顔を真っ赤にさせた。言い訳めいた言葉を口にする由香利に、ヴァルドエルは片眉をあげる。

「自分の言葉には責任を持つんじゃなかったか？」

　うっと由香利は言葉に詰まった。昨日由香利が言い出したのだ。ヴァルドエルはクックと笑うと由香利の腰を引き寄せた。

「約束、したろ？」

「……わかった。でも、お触りは禁止だからね」

　ヴァルドエルは苦笑して、それでも頷いて由香利の言葉を了承した。

　由香利は二日ぶりの外を堪能するように大きく息を吸い込む。何が嬉しいのか鼻歌を歌いながら前を進むその後ろを、タライを持ったヴァルドエルが続く。タライにはシーツが三枚と二人分の服が入っていて結構な量になっていた。

　ヴァルドエルは前を進む由香利の後姿を目で追う。足を踏み出すたびに短いスカートが揺れる。この世界の女性ならば恥ずかしがってとてもはけない短さのスカートを、由香利はこともなげに身に着けてみせた。異世界では当たり前の格好で特別いやらしいものではないらしい。しかし、その下に何もはいていないことを忘れているのではないかと思うくらい警戒がなさすぎる。風が吹けばまくりあがりそうなほど軽い素材でできているそれの下は、下着で守られているわけではないのだ。簡単に密やかな茂みが、そしてその奥の花園が見えてしまいそうになる。

　想像するだけで抑えきれない欲情が湧き上がってくる。

　このまま襲ってしまいたい衝動をこらえてヴァルドエルは由香利の腰あたりに視線をやったまま足を進める。

　あたりに気配は感じられない。ここで強引に抱いても誰に見られるわけでもないが、由香利は拒否するだろう。押しに弱い由香利は、しかし一度難色を示せばその後はかたくなに拒み続ける。そのままベッドですらも拒否されてはたまらない。

　家事の間は触らない。そう約束した以上は触れない。

　ヴァルドエルは劣情を抑えるように唾を飲み込んだ。

　由香利は石鹸を使って泡立てた後、タライの中で踊るように洗濯物を踏んで洗う。何度か水を代えて洗濯物を踏み続ける。パシャッパシャッと水の跳ねる音がするたびに、ひらひらとスカートが揺れる。スカートが翻り足の付け根までが見えてヴァルドエルはごくりと唾を飲み込んだ。ガン見していたヴァルドエルの視線に気づき、慌てて由香利はスカートを押さえた。

「ヴァルもやってみる？」

　赤い顔をしながら由香利は問うてきた。

「そうだな」

　見ているだけで暇と精力を持て余していたヴァルドエルは、由香利の提案を受け入れて腰を上げた。革のブーツを脱いで素足になると、ズボンの裾をまくりあげてタライに足を入れた。冷たい水の感触にヴァルドエルは片眉を上げる。

「冷たいな」

「動いてたら暑くなるよ」

　額の汗をぬぐいながら由香利が笑みを浮かべてそう言う。なるほどと思いながらタライに体重をかけた瞬間、みしっと嫌な音が足元から聞こえてきた。慌てて足をのけるも遅かった。タライの底に大きな亀裂が入っていて、そこから水がだだ漏れになっている。木製のタライではヴァルドエルの体重を支え切れなかったらしい。

　タライからみるみる水かさが減っていく様を二人して見下ろす。

「悪ぃ」

　言った途端、由香利が噴き出した。

「最後のすすぎだったし、大丈夫」

　由香利は洗濯物をぎゅっと絞って穴の開いたタライに放り込んでいく。見よう見まねでヴァルドエルも絞ってタライに入れた。

　洗いたての洗濯物の入ったタライを持ち上げて、由香利は底にある穴に目をやった。

「私とヴァルじゃ体重が違うもんね。壊れて当然か」

「由香利は軽いからな」

「軽くない！」

　ヴァルドエルは苦笑すると由香利の腰を引き寄せた。そのまま横抱きに抱え上げる。タライを持ったまま由香利はあわあわと赤くなった。

「軽い。重さなんて感じねえよ」

「軽くないってば。それより、降ろして。歩けるから」

「水にずっと触れてたから足が赤くなってる」

「それでも歩ける」

「俺がこうしていたいんだ。家に着くまで、我慢しろ」

　言ってずんずんと歩き出す。由香利は慌てて腕の中のタライを抱えなおした。




「終わった～」

　秋の日差しを受けて、シーツが白く輝くように風にはためいている。家の周りを囲うように大きなシーツを三枚、その横に衣服を数枚干した由香利は満足そうに息を吐いて腰に手を当てた。干すのを手伝ったヴァルドエルも満足げに微笑む。

「終わったのか」

「うん、終わった。スッキリして気持ちいい」

　由香利はう～んと伸びをする。ヴァルドエルはそれを見て目を細めた。
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「家事ってのも、けっこう大変な作業だな」

「でも、楽しいでしょ？　綺麗になった部屋とかシーツを見ると達成感もあるし」

　はためくシーツに目をやって由香利は嬉しそうに笑った。こんな面倒なことを毎日している世の女性に、ヴァルドエルは心の中で賛辞と賞賛を贈る。その面倒なことを楽しいと言った由香利を労うように頭を優しく撫でた。さらさらとした髪が逃げるように手から流れていく。

「疲れてないか？」

「全然。ヴァルが手伝ってくれたし、早く終わったから疲れは……！」

　由香利は言い終わらぬうちにヴァルドエルの熱のこもった視線に気づいて、ハッとしたあとに慌てて口をつぐんだ。

「疲れてる！」

「嘘つけ。まあ、疲れてても魔王の妙薬もあるし、遠慮なくヤるけどな」

　ヴァルドエルの言葉に由香利は手と顔を両方振った。

「今日は一日家事させてくれるって言った」

「終わったろ」

　先ほど由香利から終わったとの確認を取っている。ヴァルドエルが言えば由香利はむうっと唸った。

「今朝もしたし、昨日もいっぱいしたじゃない」

「三日間、啼かせ続けるって言ったろ。それに、昨日由香利は何度もイッただろうが、俺はイってねえ」

　由香利の中では、とヴァルドエルは心の中で言葉を付け足しておく。案の定由香利は昨日の約束を思い出したのか、きゅっと下唇をかむ。その頭に再び優しく触れながらヴァルドエルはニヤリと笑う。

「昨日は由香利のペースに合わせた。だから今日は由香利が俺を楽しませてくれよ」

　由香利が言葉にパッと顔を上げる。

「ご奉仕させてくれるの？　だったらやる！」

「それは駄目だ」

「ケチ」

　唇を尖らせる由香利にヴァルドエルは目を細めて長い髪を弄ぶ。

「裸エプロン」

「え、まだするの？　家事の間だけじゃ」

「今日は一日裸エプロン。俺の目を楽しませろよ。そうだな。その格好で、一人でやって見せてくれ」

「何を？」

　ニヤッと笑ったヴァルドエルに、その言葉の意味を理解したのか由香利は顔色を変えた。赤くなって青くなって、最後はあわあわと挙動不審にきょときょとと視線を彷徨わせる。

「やったこと、あるだろ？　しかも俺を想像して」

　耳元で囁けば由香利は泣きそうな顔で見上げてきた。ヴァルドエルの内にある黒い欲望がそれによって煽られる。

　由香利の潤んだ瞳が与えるのは、あらゆる欲望。支配欲、独占欲、征服欲、そして性欲。すべてが下半身に熱を与える。

　昨日性欲が満たされようが、今朝一度交わろうが、そういった欲は尽きない。特に由香利が相手では枯れるどころか次々と湧き出してくる。

「煽るなよ。これでも我慢してるんだぞ」

「我慢してるとは、とても思えない」

　ヴァルドエルは苦笑すると由香利の手を掴んで自分の股間へと導いた。そこに布越しでもわかるほど圧倒的な熱量を持つ膨らんだモノを感じ、由香利は真っ赤になって手を振りほどこうと力を込める。しかしそれよりも早くヴァルドエルが由香利の手をさらに拘束する。そうして自分の一物をすりっと由香利の手に擦り付けた。

「気を失うまで攻められるのと、裸エプロン。どっちがいい？」

「しないって選択肢は……」

「ない」

　赤くなった耳元で囁き、ヴァルドエルはそれを軽く食んだ。由香利の肩がビクッと動く。逃げようとした腰を腕でとらえて抱きすくめる。そうすれば由香利の手がさらに擦り付けられて、股間の熱量が上がる。

「ちゃんとできたら昨日の約束のことは忘れてやるし、今日も優しく抱いてやる」

「………本当に優しくしてくれる？」

「もちろん」

　由香利はヴァルドエルの即答に一瞬眉を下げたが、了承の意図を示すように頷いた。ヴァルドエルは笑みを浮かべると約束の証のように由香利にふわりと口づけた。

　軽く昼食を済ませた後、ヴァルドエルはベッドの前に椅子を置いた。背もたれをベッドのほうへ向け、椅子を跨いで座る。背もたれに組んだ腕を置き、その上に顎を置いた。その間も由香利からは一切目を離さない。

　後ろを向いたままカーディガンとキャミソールを脱いだ由香利の背があらわになる。スカートにかけた手が止まり、ちらっとこちらを向いた黒い瞳は潤んでいた。欲情を刺激する仕草と表情に、ヴァルドエルはそれを抑えるように生唾をごくりと飲み込んだ。

　もうこのまま襲ってしまいたいほど下半身は疼いている。一人でしているところを見せてくれ、などと言ったことを早くも後悔しながら、ヴァルドエルはまた唾を飲み込んだ。

　由香利はスカートを脱ぐのをためらったあと、そのままエプロンを手早く身に着けた。スカートは脱がずにこちらを振り返る。上半身は裸エプロンで下半身はエプロンの下からスカートが見えているという何とも不思議な格好で、由香利はやはり泣きそうな顔でヴァルドエルをうかがう。何も言わずに見ていると、由香利はあきらめたようにスカートに手をかけた。できるだけ時間を稼ぎたいのか、ゆっくりと脱いでいく様は煽っているとしか思えない。

　パサリとスカートが床に落ちて広がった。

　ああ、なるほど、とヴァルドエルは納得する。スカートをはいたままエプロンを身に着けたのは、尻を見せないための工夫だったのだ。下着をはいていないので、スカートを脱げばそのまま尻が丸見えになってしまう。それを避けたのだろう。

　ヴァルドエルはわずかに口角を上げた。見えないところを想像するのがどれほど情欲を掻き立てるか、由香利はまだわかっていないらしい。隠されれば隠されるほど暴きたくなる。想像する由香利の裸体を、先ほどまで触っていた素肌の感触を思い出して、ヴァルドエルはぺろりと唇を舐めた。

　ベッドを軋ませて由香利がそこにぺたりと座り込む。ヴァルドエルは片眉を上げた。

「それじゃ、やりにくいだろ」

「だ、大丈夫」

「駄目だ。足は立てて広げて………」

　ヴァルドエルは言いながら、ふと思いついて口を閉ざした。

「俺が指示してやろうか」

「へ？」

　ヴァルドエルの提案に由香利が裏返った声を上げる。構わずヴァルドエルは言葉をつづけた。

「まずは手を唇に持っていけ」

「え？　口？」

「指を唇に当てるんだ。俺が口づけしているみたいに」

「く、口づけ……」

　途端に由香利は赤くなって視線を彷徨わせた。

「いつも、俺がしてるだろ。最初は触れるだけ。次は指を入れて、舌を愛撫する」

「あ、愛撫って」

　言葉自体が恥ずかしいのか由香利はさらに赤くなってうつむく。ヴァルドエルは首を傾げながら由香利を見つめた。

「由香利」

　意識して低い声を出した。由香利の肩がビクッと震えて、そろそろと顔が持ち上がる。黒い瞳は潤んで濡れ光っている。そこに怯おびえの色はない。不安げな表情。けれどその奥に何かを期待する光があった。

　快楽は体と心を強烈に揺さぶる。そのためしばしば拷問にも利用されてきた。耐えがたい快楽は苦痛にもつながる。

　その疑似体験は簡単にできる。ただし夏限定だ。腕にたっぷりと酒を塗って外を歩いてみればわかる。数十匹の蚊が寄ってきて、その腕に吸い付く。後に来るのは強烈な痒み。字面ではその残虐さは伝わらないかもしれないが、掻けない辛さは拷問に似ている。気を反らそうとしても無駄で、次から次へと痒みが押し寄せてくる。

　この痒みをこらえるのはかなりの努力が必要だ。そして欲望に負けて一度掻けば再度掻きむしりたくなる。満足感と同時にやってるくるのはさらなる痒み。そしてそれは終わることはない。掻きすぎて血がにじむこともある。けれど痛みと同時に感じるのは、やはりどうしようもない痒みだ。

　これは快楽にも同じことが当てはまる。

　触れれば触れるほど、快楽を与えられるほど、さらに欲求は増していく。もっともっとと体と心が求める。男性の数倍も鋭敏な女性の肌は快感を覚えるのも強烈で、一度深い快楽を知れば男性以上にそれを求める者もいる。普段理性に抑えられている分、快楽を知っている女性はベッドで大胆に艶めく。

　由香利もまたそうであった。

　由香利の体はヴァルドエルが開かせた。抱くたびに感度が上がり、快楽に溺れていく様を側で見ている。潤んだ瞳も、赤く染まる頬も、恥ずかしげにうつむく姿も、快楽を拒否してはいない。どれもが、その先に与えられる悦楽を期待している。

　理性が働いている間は躊躇があるが、ほんの少し揺さぶるだけでそれは簡単に弾け飛んでいく。

　由香利は押しに弱い。

　特に命令口調に弱く、それだけで由香利の理性は崩れる。それをわかっていてヴァルドエルは再び口を開いた。

「由香利、指を咥えろ」

　ヴァルドエルの命令に、由香利は眉を下げ、それでも右の人差し指を唇に押し当てた。ヴァルドエルを見ながら上唇をなぞっていた指が下唇に当てられて、そのままするりと口内へ侵入する。

「ん」

「中指も入れて、舌を愛撫してみろ。優しく、俺がいつもしているように」

　はむっと中指を食んだ唇の端から、つっと雫が流れた。ちゅるっと音をさせて指に吸い付く由香利の表情が艶めく。

「ほら、左手が空いてるだろ。俺はいつもどうやって由香利に触れてる？」

　由香利は逡しゅん巡じゅんした後に耳から首筋へと指を辿らせた。肩が小さく震えて、指を咥えた口から吐息が漏れる。鎖骨へたどり着いた指が胸を通り越して腹まで降り、そこからまた鎖骨へと戻る。それを何度か繰り返すが、由香利の左手はなかなか胸を触ろうとしない。

　まだ快楽よりも羞恥心が勝っている。

「由香利、胸を触ってみろ」

「ふ……ううっ」

　由香利は小さく首を振った。羞恥心が勝っているのに、咥えた指を放さないのがいじらしい。ヴァルドエルは視線がこちらに向いていることを確認して、左手を由香利に伸ばした。

「由香利の手は、今は俺の手だ。胸に触りてえ」

　ヴァルドエルは空中で指を動かした。優しく捏こねるように、胸全体を揉んで柔らかさを堪能するように指で空を掴む。由香利はヴァルドエルの動きそのままに、エプロンの上から自分の手で自分の胸に触れた。

「んんっ」

　吐息に甘さが混じり、恍惚とした表情を浮かべる。ヴァルドエルが指の動きを止めても、由香利はそのまま胸を刺激し続ける。存在を主張し始めた胸の頂を細い指が摘んだ。由香利が喉を反らせる。

　現れた白い喉に喰くらいつきたい衝動に、ヴァルドエルは歯をぐっと噛みしめた。魅せられる由香利の痴態に、吐き出す息に熱が加わり心臓がいつもより早く脈を打つ。熱い血潮が体中を駆け巡り、一点に集中し始める。その欲望の象徴は由香利からは椅子の背もたれがあって見えない。それをいいことにヴァルドエルは自分のモノに右手を添わした。スリスリと右手を擦り付ける。

「はぁ」

　由香利に悟られないように熱い吐息を吐き出す。その間も、目は食い入るように由香利に向けられていた。

　由香利は左手の刺激に物足りなくなったのか、右手を唇から放して胸を弄っている。エプロンの脇から手が滑りこみ、直接蕾を捏ね始めた。

「あ……」

　由香利が小さく喘ぐ。一度声を出せば堰を切ったように唇から漏れてきた。吐息が喘ぎに変わり、胸を触る手つきも大胆になっていく。

　右手が下腹部へと向かう。エプロンの裾から太腿へと伸ばされた手が、一瞬震えて胸に戻った。また下へ伸ばして上に戻る。繰り返される行為にヴァルドエルは目を細めた。

「下にも触ればいい。その手は今、俺の手だ」

　細い肩がかすかに震え、言葉に導かれるように由香利は右手をエプロンの裾に滑り込ませた。ぎゅっと閉じた太腿の間に白い指を這わせる。

「足を立てて開けよ。もっと、触ってやるから」

　ほら、と促す。

　由香利は赤くなって視線を逸らせたまま、軽く膝を立てて足をゆっくりと開いた。ヴァルドエルの前に秘所があらわになるかと思われた寸前、ひらりとエプロンの裾が由香利の茂みを覆い隠す。肝心なところが見えなくて、ヴァルドエルは歯噛みした。今更エプロンだけはぎ取るのもおかしな話で、ヴァルドエルは隠されたそこを想像する。

　茂みの奥にある割れ目。柔らかくふんわりと弾力があるそれを左右に割れば、薄紅色の花弁が姿を現す。小さな花弁は、その奥にある密やかな蜜を湛えた肉壺と芽を隠している。花弁を押し開け、皮を被った芽を指先で弄ればすぐに頭を覗かせる。蜜壺からはとめどなく蜜が溢れ、それが花弁や花芽を艶やかに色めき立たせる。

　由香利のそこを想像するだけでヴァルドエルの肉棒は硬くそそり立つ。右手を股間に擦り付けながらヴァルドエルは熱い吐息を漏らした。目だけは由香利を食い入るように向けて、その視線は矢のように肌を突き刺す。

　由香利はそんなヴァルドエルの視線を感じているのか、いまだに顔を逸らせたままエプロンの裾から差し込んだ両手を動かしている。くちゅっと粘ついた音がヴァルドエルの耳にまで届いて、秘所が十分に潤っていることを教えてくれる。

「んん、やっ、あ………あん」

　快楽に流されて、由香利は熱の含んだ喘ぎ声を漏らした。指の動きが速くなったことを示すように水音が激しくなり、同時に由香利の息も上がり始める。ぐちゅっと粘ついた音が増し、由香利は目をつむったまま喉を反らせた。

「や、駄目。イ………きそう」

「イけばいいだろ。見ててやるから、俺の前でイってみせろ」

　ぴくっぴくっと由香利が体を震わせる。イク時の由香利の体の特徴を見つけて、ヴァルドエルは目を細めた。

「イけ、由香利」

「あっ、駄目！　も……んあ、ヴァル。駄目、イ……んああああっ」

　ビクビクと体を大きく振るわせて、由香利は背を反らせた。ピンと伸びた足がやがて力なくベッドに落ち、上半身も投げ出すように横たえさせる。由香利の荒い呼吸音だけが部屋に響いた。

　ヴァルドエルは乾いた唇を赤い舌で舐めて湿らせる。目の前で見た痴態は劣情をこれでもかと煽った。由香利の自慰行為は、ヴァルドエルが自分から導きさせたことだ。途中で襲わぬよう自制するためにきつく握っていた椅子の背もたれがわずかにたわんでいる。ヴァルドエルは興奮冷めやらぬ表情で椅子から静かに立ち上がった。

　股間の膨らみはズボンの上からでもはっきりとわかるほどそそり立っていて、すでに先走りで染みができていた。

　ベルトを外して前だけくつろげると、いまだベッドで呼吸を整える由香利にのしかかった。驚いた由香利の唇をふさいで、いきり立った肉棒を奥まで一気に突き刺した。

　ヴァルドエルは自身を柔らかく包む狭い中に、熱い息を吐いた。しかし苦しげに歪む由香利の細い眉に、我に返って自分の行いを悔いる。

「すまん、由香利。痛むか？」

　ヴァルドエルは慌てて由香利に声をかけた。寄せられていた眉根が徐々に薄まり、ぎゅっと閉じていた瞼が上がって黒い瞳がヴァルドエルを見上げてくる。

「………大丈夫」

　掠れる声で答える由香利に、ヴァルドエルはしかし表情を歪めた。

　裸エプロンでの痴態は、思っていた以上に艶かしくヴァルドエルを煽った。しかも、イク時に由香利が叫んだのはヴァルドエルの名前だ。我を忘れるほど煽られて、自身の快楽だけを優先してしまった。

　由香利の中はたっぷりの蜜で潤っている。しかしそれはヴァルドエルが与えたものではない。

　由香利が自分の指で触って慰めたものだ。たとえその指がヴァルドエルに置き換えられたものだとしても、自分では由香利に何もしていない。

　優しい口づけも体への奉仕もなく、ただ命じて、見て、挿れた。

　女性への愛撫はただ濡れさせるためだけにやるのではない。体を蕩けさせるのももちろん必要なことだが、最も重要なのは女性の心を開かせることだ。

　男性は、言葉は悪いが女性であれば誰にでも反応する。豊かな胸やくびれた腰。艶っぽい表情や喘ぐ声で勃つ。だが女性は違う。誰でもいいわけではない。心を開いていなければ濡れないし、たとえ濡れていたとしても心が伴っている場合と比べれば快感の度合いは天地の差がある。

　ヴァルドエルは今まで誰が相手でも愛撫に手を抜いたことはない。慰めを求めている者にも金を求めている者にも、等しく接してきた。彼女たちの体を解きほぐし、数度イかせた上で自らも快楽を貪った。

　由香利に対しては彼女たち以上に快感を与えた。由香利の喘ぎ声、艶やかな表情、素直に反応する体はヴァルドエルの独占欲を満たし、それは快楽へも繋がった。由香利を愛撫するだけでも心地よい。

　それが、そのことをすっかり失念するほど由香利の痴態にのめり込んだ。我を忘れて由香利を求め、心が欲しいと言いながら体だけ繋いでしまった。

「ヴァル？」

　顔をしかめたまま動かなくなったヴァルドエルに、由香利が不安げに声をかけた。

「どこか痛いの？　大丈夫？」

　こんな時でも相手を心配してくる由香利をヴァルドエルは上から抱きしめた。由香利の体はヴァルドエルの腕の中にすっぽりと納まるほど小さい。その小さな体でヴァルドエルを受け止めてくれている。

　由香利の頬に頬を摺り寄せ、黒い瞳を覗き込んだ。濡れた黒い瞳が不安に揺れてヴァルドエルを見上げてくる。

「痛いのは由香利だろ。辛くねえか？」

「私は大丈夫。ちゃんと………き、気持ちいい」

「この状態で煽るな。ただでさえ我慢がきかねえんだ」

　体は正直で、すぐにでも腰を動かして由香利を存分に味わいたいと思っている。ともすれば切れそうになる理性を、どうにかかき集めて欲望をねじ伏せている状態だ。

　自分を落ち着かせるように息を深く吸った。吐いた息が耳をくすぐったのか由香利が肩をすくませる。小さな唇から零こぼれ落ちる吐息にまた体が熱くなる。

「ヴァルが気持ちいいなら、私はいいの」

　言外に『痛くても』と聞こえた気がして、ヴァルドエルは目を見開いた。

「まさか、毎回痛いのか？」

　自分のモノが人よりも大きめであることは自覚している。それが女性に好まれ、快感を与えることも知っている。そして痛みを与えるモノであることもわかっている。

　毎回由香利が痛みを我慢してヴァルドエルに抱かれているのであれば、心など落ちてこないに決まっている。無理やり抱いているつもりはないし、由香利の感じ方も演技とはとても思えない。それでも不安になった。

　由香利はそんなヴァルドエルに目を瞬かせて慌てて首を振った。

「痛くないよ。毎回、凄く……その、気持ちいい。でも、ヴァルはちゃんと気持ちよくなってる？　私、いっつも気絶しちゃうし、ヴァルが気持ちよくなってるのかわからなくて」

「気持ちいいに決まってんだろ」

「本当に？」

「ちゃんと由香利の中でイってるだろ。男は気持ちよくねえと出ねえんだ」

　今度は由香利が目を見開いた。

「気持ちよくないと出ないの？　意識すれば出るのかと思った」

「何もしねえで出るわけねえだろ」

　男のナニをどう思っているのか、由香利は感心したようにへ～とかふ～んと言って何度も頷いている。甘さも色艶もない会話は、繋がっている状態の男女のものとは思えない。

　ヴァルドエルは繋がっていることを思い出させるように腰を揺らめかした。途端に由香利が喉を反らせて喘ぐ。

「痛くはないんだな」

「うん、大丈夫」

「我慢するなよ。由香利が気持ちよくねえと、俺も気持ちよくなれねえんだ。痛かったらちゃんと言え。加減はできる限り………努力はする」

　頼りなげな言葉に由香利はくすっと笑った。

「優しくしてください」

「わかってる」

　ヴァルドエルは微笑むと由香利の唇に口づけた。

　軽く食むように、啄むように口づけを繰り返す。鼻の頭をペロッと舐めると由香利が驚いたようにヴァルドエルを見上げた。それからふわりと由香利が笑う。それに笑みを返して再び口づけた。

　時々思い出したように腰を動かして快感を誘い、由香利を悦楽の淵へと導く。胸の頂はエプロンの薄い布を押し上げていて、擦ればさらに硬く立ち上がってくる。それを布越しに舐った。たっぷりの唾だ液えきは布を透けさせ、蕾の色があらわになる。さらにそれを吸い上げる。由香利は喘いで息を乱した。

　濡れていた中がさらに滲みだした蜜で潤う。滑りが良くなって、ヴァルドエルはさらに奥へと自身を埋め込んだ。

「ああっ！」

　由香利が嬌声を上げる。首まで赤く染め上げ呼吸を乱す由香利の肌に汗が浮かぶ。しっとりと濡れた肌は艶めき輝いている。その肌に指を滑らせた。手首から二の腕、肩から胸へ。胸の蕾を摘んでくりくりと捏ねる。

　時間をかけて舌と指で愛撫を繰り返す。ヴァルドエルは再び腰を動かした。ぐじゅっと粘ついた音がする。零れ落ちた蜜がシーツを濡らしていた。ヴァルドエルの指や舌で由香利の中が濡れている。それは喜びとともに愉悦をヴァルドエルにもたらす。

　ヴァルドエルはエプロンの裾から手を忍び込ませた。剥ぎ取っても良かったが、見えそうで見えないというのはやはり扇情的だ。指先の感覚だけで秘所をまさぐる。指を溢れる蜜で濡らして花芽を探しだし、そこに親指を押しあてた。

「ひっ、ああ、駄目！　ヴァル、そこ……」

「ここか？」

　ぐりっと下から上へ押しつける。皮が押し上げられてむき出しになった芽に蜜をたっぷりと塗り付けた。もちろん感覚だけが頼りだが、由香利の様子からも指先が花芽を愛でていることはわかる。ぬるぬると指を滑らせ、小刻みに動かし、上下に弄った。由香利の嬌声が絶え間なく響き、張り詰めた声が叫びに変わる。体に力が入り、背を反らせてビクビクと震えた。

　達して呼吸を乱した由香利が落ち着くのを待って、ヴァルドエルは腰を動かし始めた。ギリギリまで抜いた肉棒を最奥まで差し込む。また抜いて入れる。その存在を主張するように、質量を伴った熱い肉棒を由香利の奥深くへと突き立てた。

　エプロンからわずかに見える胸が揺れて、情欲をかきたてる。裾が捲れて二人の繋がっている部分がヴァルドエルの目に入り、その卑猥さに体の熱がさらに上がって肉棒を硬くさせる。

　その硬く長いモノで敏感な部分を容赦なく擦られて、由香利の腰が跳ねる。

「ああっ、や………駄目」

「ここが、いいんだろ？」

　ヴァルドエルは由香利の弱いところを知っていて、わざとそこに肉棒を強く擦り付ける。由香利が激しい快楽に首を振った。黒い髪が乱れて肌を覆う。汗で張り付いた髪が白い肌を彩り、しっとりと湿った髪は艶めかしい。

　髪を撫で、呼吸を奪うように口づける。反射的に逃げようとする舌を引っ張り出して吸い上げた。苦しくなって顔を反らした由香利の首筋に舌を這わせる。由香利の肌を堪能しながらも腰は動かし続けた。前後に動かすのをやめ、じっくりと奥を探るべく腰を押し付けたまま円を描くように動かす。

　蜜壺からわずかに入った腹側の肉壁。そこは由香利の最も感じるところだ。そこを擦るだけで由香利は乱れてすぐに達する。それと同じように最奥も弱い。蜜壺の奥であり、子宮の入り口であるその場所は、ヴァルドエルの指でもなかなか届かない。だが指よりも長く圧倒的に太い肉棒は簡単にそこに届いて由香利を追い詰める。

　ヴァルドエルは半身を起こすと奥を攻めた。始めは緩やかに、こつこつとノックするように押し当てる。それをだんだんと速度を速め、体重を乗せて奥を蹂躙する。何度も自身の形を刻み付けるように由香利の中を押し開いて進み、最奥まで達すると今度はひだを引っかきながら引き抜く。

「ああっ！　やだ、駄目、ヴァル！　も………またイっちゃう」

　首を振っていた由香利が背をのけ反らせる。ぎゅっと中が収縮し、ヴァルドエルはそれでもそのまま奥を突き続ける。

「あうっ！　ヴァル、やだ……あっ、ああっ！　私、ばっかり、やだ…………い、一緒がいい！」

　由香利が両腕を伸ばしてヴァルドエルの首に抱き着いた。ぎゅっと抱き着いて言われた言葉の意味に気づくのに数瞬の時を要した。

　由香利がヴァルドエルと一緒に達したいと言っていることに気づき、わずかに攻撃の手を緩める。奥を蹂躙していた先端を抜いて、ごく浅いところで小刻みに揺らす。由香利は快感に耐えながらもヴァルドエルの黒い瞳を見上げてきた。

「一緒に、イきてえのか」

「一緒……がいい……お願いっ」

「なら、イかねえで我慢しろ」

　ヴァルドエルは再び速度を上げた。由香利が喉を反らせる。一緒にと言ったのに由香利はまた達して蜜壺から蜜があふれだす。

「我慢しろって」

「無理ぃ！」

　由香利は激しく首を振った。ヴァルドエルがイクためには由香利の体を揺らすしかない。しかし敏感な由香利の体は、それだけでも深い快感を得て勝手に体を高みへと持っていく。構わずヴァルドエルは自身の快楽を優先させて、由香利の中で肉棒を暴れさせる。由香利の片足を抱え上げると、それを引き寄せるようにして腰を打ち付けた。由香利はがくがくと揺れながら嬌声を上げ続ける。

　射精感が高まり、熱は解放を求めてすぐ近くまでやってきている。ヴァルドエルは由香利の様子を見下ろした。嬌声を上げながら肩と腰がぴくっぴくっと跳ねだす。赤い顔に恍惚の表情が浮かび、ギュっと眉根が寄せられた。

　背筋を快感が這いあがってくる。熱い呼気とともに耐え難い快感の吐息が漏れた。呼吸が乱れ、高まった熱が解放を求めて先端へ集まってくる。

「はっ、由香利、イ……クッ………っ！」

「ああああっ、ヴァル！」

　奥深くへ白濁を吐き出した瞬間、由香利も達して中が締まる。すべてを搾り取るように肉壁が収縮を繰り返し、ヴァルドエルは深い快感に身を包まれながら果てた。

　荒い呼吸は数度深く息をすれば、すぐに収まる。見下ろせば由香利はまだ肩で息をしながら快感に震えている。

　ヴァルドエルは由香利の髪をさらりと撫でると、その側に横たわった。

「気持ちよかったか？」

　そう聞けば、由香利の瞼がゆっくりと持ち上がり、濡れた黒い瞳がヴァルドエルを見返してくる。

「………はい」

　由香利は恥ずかしそうに、けれど嬉しそうにそう言ってほほ笑んだ。

　由香利の中から肉棒を引き抜く。こぷりと蜜と白濁が混じりあった体液が溢れた。由香利がベッドサイドにあるタオルに手を延ばすが、それよりも早くヴァルドエルが手に取って身を起こした。

　いまだ呼吸の整わない由香利の汗ばんだ体を丁寧に拭っていく。エプロンの肩ひもをずらして胸もとを拭い、またひもを元に戻す。由香利が呆れたような表情でヴァルドエルを見上げてくるが、結局何も言わずに小さくため息を吐いた。

　太腿にタオルを当てた時に、由香利が慌てたようにヴァルドエルの腕を掴んだ。今更のように恥ずかしそうに身を縮める。

「自分で、できる」

　ヴァルドエルは由香利の腕をやんわりと外して、その指に口づけた。ピクリと肩と指が震える。

「いつもやってる。気にするな」

　二人分の体液をさっと拭き取り、次いで自分の体の汚れもきれいにした。汚れたタオルをベッドの下に投げ捨て、ヴァルドエルは由香利に目をやった。ようやく落ち着いたのか、ぼんやりとした表情のままヴァルドエルを見上げている。まだ快楽の余韻が体に残っているらしい。一方、ヴァルドエルの中にはすでに余韻はない。次の快楽を求めて臨戦態勢をとることはあっても、一度解き放てばその行為に対する余韻は驚くほど短い。

　男女ではイク時は同じでも、その後の冷め方は全く違う。数瞬で頭が切り替わる男と違って、女性の余韻は深く長い。そこかしこに残る愛撫の感触、男性の残滓、絶頂の幸福感。そういったものが体の奥深くに刻まれていて、それらをゆっくりと心が昇華していく。

　睦みごとの時にも男女の感じ方はまるで違う。男性は紙で女性は炭のようだと昔にキラーシュが言っていたのをヴァルドエルは思い出す。火をつければすぐに燃えて灰となって消えてしまう紙と、最初はなかなか思い通りにいかないが、一度火がつけばその熱をずっと内包している炭。同時に燃やせば紙のほうが早く燃え尽きるのは道理だ。だから女性の体に火がつくまでは、いろいろ我慢して奉仕しろと教えられた。

　そしてもう一つ、教えてもらったことがある。

　ヴァルドエルはくつろげたままだったズボンをはきなおし、由香利の髪をひと撫でしてからベッドを降りた。コップに水を汲くんで由香利の元に戻る。

「喉、乾いてないか？」

「乾いてる」

　素直に答える由香利に笑むと、水を口に含んで由香利に口づけた。そのまま水を由香利に与える。こくりと音がして由香利が水を飲み干す。数度そうして水を与えて自分も喉の渇きを潤し、再び由香利の側に体を横たえた。

　引き寄せる前に由香利がにじり寄ってきて、ぴたりと寄り添った。小さな頭の下に腕を差し入れて抱き寄せ、額に口づける。由香利が顔を上げてくる。細められた瞳はいまだに濡れ光っていた。わずかに開いたままの唇がピクリと動く。

　口づけをねだるような表情にヴァルドエルは口角を上げると、柔らかな唇に唇を寄せた。触れるだけの口づけを落とす。唇を離して見つめ合い、また唇を寄せて見つめ合う。

　由香利は夢見心地の表情でヴァルドエルを見上げてふわりと笑った。

　後戯というものがある。

　女性を抱いた後のフォローだ。一瞬で頭が切り替わる男性にとって後戯の必要性はまったくない。だが体だけでなく心で感じる女性にとっては重要だ。後戯をするのとしないのとでは女性の満足度は全く違ってくる。

　特別な技術など必要ない。ただ、女性に寄り添って見つめ合い、口づけ、抱きしめ、話し合うだけでいい。余韻が後に引かない男性にとっては面倒なものだが、これをする男は例外なくモテる。

　青年時代にキラーシュと二人でいろいろなタイプの女を抱き、確かめたことだ。女性にとって前戯以上に後戯は重要なことなのだ。

　ヴァルドエルも後戯をかかしたことはない。心を欲しいと考えいる由香利には特に丁寧にしたいと思っているが、いかんせん欲しすぎて気絶させることが多い。抱いたことは数十とあるけれど、その後に意識があったのは数回しかない。

　その数回目の貴重な時間を使って、ヴァルドエルは由香利に口づけを繰り返す。頬へ額へ唇を落とし、髪を撫でて抱き寄せる。由香利が安堵したような吐息をほうっと吐く。髪に唇を寄せ、甘い香りを胸いっぱいに吸い込んだ。吐き出した息が由香利の絹糸のような髪を揺らした。

「こうしてると、ほっとする」

　胸にすり寄って由香利が呟く。自分の腕の中が安心できるのだと言われて、ヴァルドエルの心拍数が上がる。温かな体温を全身で感じて、心が浮き立つように感じた。そうして二人でしばらく抱き合っていると、由香利が胸の中でくすりと小さく笑った。

「ヴァルの心臓の音、子守唄みたい」

　甘えた声が胸に直接響く。ヴァルドエルは開いた二人の隙間を埋めるようにさらに抱き寄せ、髪に頬を摺り寄せた。

「規則正しくて、力強くて。安心できる」

　由香利の頭を撫で、そのまま背に回した腕に力を込めて抱きしめた。そうすれば由香利の心音が胸に響いてくる。ヴァルドエルはそれを目をつむって聞いた。

　腕の中にすっぽりと入るくらい小さな体。抱きしめているのはヴァルドエルのほうなのに、こうして抱き合っていると逆に包容されている気持ちになってくる。安堵の吐息が知らず漏れて、ヴァルドエルは由香利の背を撫でおろした。

「俺は……由香利に甘えてばかりだな」

　由香利が身じろぎする。顔を上げてくるのを阻止するように、由香利の後ろ頭に手をやって胸にかき抱いた。

「欲しがるのはいつも俺ばかりだし、由香利はいつもそれを許してくれる」

　わがままを言うのは常にヴァルドエルだ。由香利は嫌だ駄目だと言いながらも、最終的には許してくれる。ヴァルドエルはそれに甘えて由香利に強引に迫ることが多い。我慢しなければ、優しくしなければと思っていても、欲する心は止められず気づけば組み敷いている。

「甘えてるのは、私のほうだよ」

　由香利はヴァルドエルの悔悟の言葉をあっさりと覆してきた。ヴァルドエルの胸板に手を置き頬を摺り寄せてくる行為に、ぞくりと甘美な痺れが背筋を走る。

「俺のほうが甘えてる」

「私だってば」

「俺だ」

　譲ろうとしないヴァルドエルに、もうっ、と由香利が厚い胸板を拳で軽く叩いた。由香利の柔らかな拳は、鍛え抜かれた体になんのダメージも与えない。ヴァルドエルは由香利を抱きしめる腕にわずかに力を込めた。動けずにおとなしくなった由香利が、今度は頭を胸にぐりぐりと押し付けてきた。

「わがまま」

「ああ、俺はわがままだ。だから由香利ももっとわがままを言えよ。もっと甘えてこい」

　この言葉を言うのは何度目になるだろう。由香利の願いを、気持ちをもっと知りたいと思ってもいつも笑ってはぐらかされる。

　いまだに拾ってくれた恩に報いるためにと律儀に約束を守り、ヴァルドエルが求めれば体を差し出している。料理や家のことをすべて担ってくれていて、買い物も必要最低限しかしない。欲しい物の一つもあるはずなのに、そういったことをヴァルドエルには全く求めてこない。

　どこに甘えがあるのかヴァルドエルには理解できなかった。

「じゃあ、ご奉仕させて」

「それはわがままじゃねえだろ。何か欲しい物があるとか、どこかに行きてえとか」

　幾度か聞いたことがある。欲しい物はないのか、行きたい場所はないのか、と。由香利はそのたびに笑って「ない」と答える。服もヴァルドエルが買い与えた物以外は持っていない。十分な金を与えているのに自分では買おうとせず、食事もヴァルドエルの好みばかりを優先しているように思えた。

「…………」

　急に黙った由香利にヴァルドエルは片眉を上げた。今まで聞けばないと即答していたのに、無言で返すのは初めてで何かあるとすぐにわかった。

「何かあるんだろ。言えよ。服か、宝石か。それとも俺か？」

「ヴァルは十分です」

　微妙に傷つくそっけない答えに、ヴァルドエルは目をすがめた。そんな不満げな顔を見上げて、由香利はくすりと笑った後に眉をわずかに下げた。

「笑わない？」

「何をだ」

「したいことは、あるの。でも子供みたいなお願いだから」

「奉仕以外なら何でも聞いてやる」

「…………デート」

　小さく呟かれた答えにヴァルドエルは首を傾げた。

「デート？」

「やっぱり、いい」

「待て待て。デートがしたいんだろ。それで、そのデートってのは何をする」

「え!?」

　由香利は顔を上げてヴァルドエルをしげしげと見つめてきた。見下ろせば気恥ずかしげに慌てて視線を逸らせる。

「えっと、なんだろ。お出かけ、かな。ふ、二人で」

「出かけて、どうする」

「どうって………別に何もしないけど。二人で町を見て回って、お昼ご飯とか、晩ご飯とか」

「外で食うのか」

「うん」

　頷く由香利の頬がほんのりと赤い。恥ずかしそうに伏せた睫が頬に影を作る。その影がわずかに震えていた。

「じゃあ、明日デートしよう」

「いいの？」

「ああ。由香利の初めての願いだからな」

「初めてじゃないし。私結構お願いもおねだりもしてるよ」

「いつ？　俺は由香利からそんな言葉、聞いたことねえ」

　憮然とした表情で見下ろせば、由香利がちらっとヴァルドエルを見上げてさらに頬を染めた。

「いつも言ってる。ヴァルが欲しいって、お願いって」

　ヴァルドエルの思考が一瞬停止した。なのに体はすぐに反応して熱くなり始める。ドクドクと忙しなく体に熱を送る心臓が、腹にあるのではないかと思うほど丹田に熱がこもる。

　由香利は男を煽る天才ではないかと時々思う。意識して誘っているのではないところが逆に怖い。こんなことを他の男の前で言えば、間違いなく犯される。天然すぎるのも厄介なものだと思いながらも、誘われているのが自分ならば特に問題ないと考えているのに苦笑する。

「それは誘ってるのか？」

　耳元で聞けば、由香利はわかりやすいほど赤くなってうろたえた。やはり意識して言った言葉ではないらしい。うろたえたことを隠すように由香利は唇を尖らせた。

「誘ってない」

「俺は誘惑された」

　髪に唇を寄せる。花のような匂いはヴァルドエルを誘惑するように香り立つ。硬くなっている下半身を由香利の太腿に擦り付けた。

「まだ足りないの？」

「足りるわけねえだろ。今日はまだ二回だぞ」

「まだって、十分な数だと思うけど」

「何度でも欲しくなる。一日中、入っていてえ」

　直接的な物言いに、由香利が途端に真っ赤になった。赤い耳に唇を寄せてちゅっと口づける。

「由香利」

　答えを求めるように名を呼べば、由香利は返事をする代わりにぐっとヴァルドエルの胸を押した。ヴァルドエルを押しのけるようにベッドに押し倒し、その勢いのまま硬い腹筋の上に馬乗りになる。

　下から見上げる裸エプロン姿の由香利は艶めかしい。ヴァルドエルをベッドに押し倒してその体にまたがっている様は大胆に見えるのに、頬を染めて恥ずかしがっているところは初心な少女のようだ。

「何してる」

「私一人こんな格好で恥ずかしい。だから、ぬ、脱がす」

　由香利の細い指がヴァルドエルのシャツのボタンにかかる。緊張しているのか震える指で一つ一つボタンをはずしていく。ヴァルドエルは何も言わず由香利の好きにさせた。

　時間をかけてすべてのボタンをはずし終え、由香利はシャツの前を広げるとヴァルドエルの素肌に手を置いた。熱い肌の上を由香利の少しひやりとした手のひらが這いまわる。太い首元から指が這い降り、厚い胸板を通って割れた腹筋へと降ろされる。

「何してる」

「ゆ、誘惑してる」

　聞けば意外な答えが返ってきて目を見開く。けれどすぐにその目を細めた。由香利の指は相変わらずヴァルドエルの肌の上を滑っていて、その行為に体が熱くなるとともに背筋に甘い衝撃が何度も走り抜ける。

　由香利はゆっくりと胸を重ねるようにヴァルドエルに覆いかぶさると、おずおずと唇に触れるだけの口づけをする。唇をずらして頬へちゅっと音を立てて口づけ、再び唇に柔らかなそれが重なった。ヴァルドエルは片手で由香利の頭を押さえつけた。触れるだけだった唇がぎゅっと押し付けられる。

「んんっ」

　由香利が身じろぎする。ずれるように逃げようとする腰をもう片方の腕で囲い込んだ。唇を離せば、誘惑しているというのに由香利のほうが泣きそうになっている。

「誘ったのは由香利だ。足腰、立たなくなると思え」

　由香利の瞳を間近からのぞき込み、目を細めて宣言する。由香利は赤い顔のまま目を瞬かせた。

「明日、出かけられる程度でお願いします」

「無理だな」

「ええっ!?」

「今ので、凄ぇ火がついた。止められねえ」

「私のお願い、聞いてくれるって」

「ベッドでの願いは無効だ」

「話が違う！　さっき…………っ！」

　文句を言うために開けられた口に、噛みつくような口づけをする。舌を差し込んで言葉を奪った。

　口づけをすると由香利の体から途端に力が抜けて、抵抗の意思がなくなる。ヴァルドエルは由香利の腰を抱いたまま、体をくるりと反転させた。由香利の背をベッドに押し付けて、思うままに柔らかな唇を味わう。角度を変えて深く、くすぐるように浅く。唇を離す直前に、ふっくらとした下唇を食んだ。

「俺はわがままだ」

　口づけだけで蕩けている由香利に、ヴァルドエルは目を細めて囁いた。

「そういうこと、自分から言うのって、ズルい」

「じゃあ、由香利もズルくなれ。俺を困らせるくらい甘えてわがままを言え。俺もわがままになるから」

「ヴァルはもうすでに、わがままし放題」

　言葉にヴァルドエルはクックと笑った。

「そうだな。なら、わがままついでだ。今夜は一晩中、由香利の声を聞かせてくれ」

「一晩中!?　明日のデートは!?」

「魔王の妙薬があるだろ」

　由香利は顔を引きつらせたまま口をパクパクとさせた。そんな姿も可愛らしい。

　ヴァルドエルは由香利の額に口づけた。唇を離し黒い瞳をひたと見据える。由香利の黒曜石のような瞳が艶やかにきらめいてヴァルドエルを見上げてくる。その瞳に期待と不安の両方の光があった。

「そうか。優しく啼かせてやるって約束だったな」

　ふと思い出して呟き、ヴァルドエルは由香利に口づけると、蕩けるような笑みを浮かべた。

「優しくする。一晩中、な」

　約束するように額に口づけ、やがて二つの陰が一つに重なった。

　三日間啼かせ続ける。そう宣言した通り、ヴァルドエルはその晩も由香利を抱いた。優しくしたつもりだったが、やはり求めすぎて由香利は意識を飛ばした。そんな由香利に後戯をできるはずもなく、ほんのわずかな後ろめたさと、それを補って余りある満足感に、ヴァルドエルは腕の中で眠る由香利の頬に口づけた。

　銀色の光を湛える美しい上弦の月を窓から見上げ、ヴァルドエルは由香利を胸に抱いたままようやく眠りについた。




　長いようで短く、甘い濃厚な三日間はこうして終わりを告げた。
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　快晴。そう呼ぶにふさわしい天気の元、由香利は上機嫌であちこちに視線を巡らしていた。その横をヴァルドエルがゆったりと歩く。由香利の意識が散漫になりすぎて人とぶつかりそうになるたびに、ヴァルドエルがその細い腰を引き寄せて危なげなく避ける。由香利が見上げて礼を言い、ヴァルドエルがそれに目を細めて応えた。

　家の中での濃厚な時間とは違った恋人同士のような距離感に、由香利はドギマギしながらもそれが嬉しくて始終頬が緩みっぱなしだった。

　由香利の機嫌の良さの理由はそれだけではない。

　いつもの下町雰囲気たっぷりな市場ではなく、一つ城壁をくぐった先の商業区まで足を延ばしたことも起因している。

　メトケスの館がある中央区に行った時は、朝ふらふらになるまで抱かれたために、二人に着いて行くことが精いっぱいで、あまり周囲を見渡す元気はなかった。

　今朝もイかされ続けた体は重く、引きずるようにベッドから降りた由香利だったが、エテルシアのくれた薬で気力体力共に回復している。まさしく復活と呼べるほど体の軽くなった由香利は表通りの店舗に目を向けた。

　ヴァルドエルの自宅があるのは城から一番遠い区画で、そこから城壁を一つくぐるたびに町の様相は少しずつ変わっていく。王宮とともに最初から建設されていた中央区は、現在上級貴族や豪商が邸宅を構えている。その中央区をぐるりと取り囲む城壁にはいくつもの門が設けられ、下級貴族や商人が多く住む商業区と自由に行き来ができる。さらにもう一つの城壁を越えればそこは一般市民や店舗を持たない商人たちが暮らす自由区となっている。傭兵たちが住むのはこの自由区の東の端だった。自由区と商業区を分ける城壁にもいくつもの門があるが、やはり見張りや番兵はおらず素通りできる。

　商業区はがさつな傭兵の集う自由区とは違った空気感がある。中央区ほどの煌きらびやかさはないが、商人特有の活気が区画全体にあった。
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　二人は市場の露店で簡単に昼食を済ませ、今は商店の並ぶ表通りを歩いていた。市場は昼時ということもあって人出が多かったが、表通りは道も広くそれほどの混雑はない。道は舗装されていて歩きやすく埃っぽさも感じられなかった。

　自由区には店舗を持たない商人が多く住んでいるために、通りにホロをかけただけの出店もあるが、さすがに商業区の表通りにはそういった店舗はない。威勢のいい掛け声も聞こえず、もちろん怒鳴り声などもしない。自由区は人も物も勢いがあって声が飛び交い、時には喧嘩交じりの言い合いさえ聞こえる。けれどここは声は聞こえても、どこか上品さが漂う。

　ガラス窓の向こうには、普段用のドレスに雑貨、宝石や装飾品などが綺麗に陳列されている。意匠の凝らした装飾品はどれも目を奪われるほど精巧で、雑貨の横に武骨な武器が売っているような自由区の露店のような雑な置き方の店はどこにもない。

　由香利が通りの向こうにある店舗に目をやって足を止めた。ヴァルドエルも足を止めるが、すぐさま由香利の腰を抱いて道の端へと下がる。その目の前を荷車が通っていく。

　自由区は道が狭くあまり馬車は通らないが、そこはやはり商売人の多い商業区。メインの大通りは馬車がすれ違えるほどの道幅があり、馬車や荷車が行きかう。

「ありがとう」

「いや」

　短く答えてヴァルドエルは由香利の腰を抱いたまま店に視線を向けた。そこに飾られているのは華麗なドレス。ふわりと裾が広がるスカートにきゅっと絞られたウエスト。ひらひらとフリルやリボンがふんだんに使われていて、布も上質で高価なのが一目でわかる。

「ああいう服が欲しいのか」

「いやいや、アレを着たら家事できない」

　ひらひらのフリルが邪魔で、水汲みをしたら裾は濡れるし、竃を扱う時には常に揺れるリボンを気にしてしまって料理どころではなくなってしまう。

「動きやすいのが一番」

　由香利は言いながら再び歩き出した。ヴァルドエルもドレスから目を離すと由香利に続いて歩く。ヴァルドエルは大股で由香利のちょこちょこした歩調に合わせてゆっくりと歩いてくれる。由香利は隣を歩くヴァルドエルに目をやった。

　黒いシャツに黒いズボン。腰に下げた剣は武骨で、その姿は毎日代わり映えしない。一方由香利は結構服を買い与えられていた。色もデザインも様々だ。由香利としては、家の主よりも居候のほうが服を持っていることが少し心苦しい。けれどヴァルドエルは自分の服よりも由香利の物を優先して買ってくる。

　どんなに衣服を持っていても体は一つなのだ。別にどこかへおしゃれをしてお出かけするわけでもない。なので、必要性はそれほど感じていない。それでもやはりドレスや装飾品を見ると心ときめく。

　ひと月ぶりの買い物が楽しくて、由香利は何度も足を止めてガラス越しの服や靴、装飾品に見入ってしまう。それに文句を言うでもなく、ヴァルドエルは由香利に付き合ってくれる。

「あれが欲しいんじゃねえのか」

　ちらっと振り返ってそう口にする。由香利が足を止めるたびにヴァルドエルはそう聞いてくる。それに由香利は今回もやはり首を振った。

「今持ってるので十分」

「由香利はそればかりだな。宝石も望まんし、服もある物で十分だと言う。それに飯もそんなに食わねえ」

「いやいや、あれはヴァルが頼みすぎ」

　昼間に食べた食事を思い出して由香利は苦笑する。

　テーブルに所狭しと並べられた皿には、肉、肉、野菜、パスタ、肉、肉、だった。由香利は野菜とパスタを少量、肉料理を一皿食べるだけで動けなくなるほどお腹がいっぱいになった。もう、夜ご飯は必要ないと思えるくらい今も胃の中で肉が存在感を保っている。残った料理は全てヴァルドエルの腹の中に消えている。それでも余裕の表情で、さすがは体が資本の傭兵だと感心するしかない。

「ヴァルは、晩ご飯足りてる？」

　昼間にそれだけ食べているのだ。夜だって必要だろう。今の由香利が作る料理は普通の盛りで、特別少なくもないが多くもない。

「晩飯はそんなに食う必要ねえだろ。寝るだけだしな」

　そこでふとヴァルドエルは考え込んでにやりと笑った。その笑みに由香利は嫌な予感しかしない。

「由香利が毎日深夜まで寝なくてもいいなら、もっと量が必要だが」

　赤い舌がぺろりと厚い唇を舐めた。ちらりと見える舌が妙に煽情的で、一つしかない瞳には熱がこもっている。その表情で言葉の意味が閨を示していると気付いて、由香利はまだ足りないのかと呆れる。その背をヴァルドエルが何気ない手つきで撫でおろした。背中から尻の形を辿るように下まで撫でられて、恥ずかしさで顔を赤くしながらもヴァルドエルを睨みあげた。

「外ではお触り禁止！」

「帰ってからならいいのか」

「そういう意味じゃなくて、とにかく外は禁止なの」

　ヴァルドエルは苦笑すると、由香利の右手を握った。指同士を絡ませるように繋ぎ、軽く握ってくる。驚いて引こうとした手はヴァルドエルによって阻まれ、放す様子はまったくない。

「手くらいなら、いいだろ」

　微笑まれて由香利は視線を彷徨わせた。

　デートを望んだのは由香利だ。ヴァルドエルと過ごすのはほとんどがあの自宅で、出かけたのはキラーシュと三人でメトケスの館に行った時だけだ。買い物もいつもフクロウと二人で、ヴァルドエルと二人きりで出かけたことなどない。

　二人で出かけてみたかった。恋人同士のように、とまではいかなくても、二人きりで町を見て回りたかった。一緒に歩いて、同じ風景を見るだけでもよかったのだ。

　が、予想以上のことが起きて由香利は一人で慌ててしまう。

　好意を心の奥底に仕舞っても、ヴァルドエルのふとした仕草や表情で簡単に表に出てくる。それを悟られまいと懸命になっても、根が正直な由香利には隠しきれていない。ヴァルドエルに見み惚ほれていたり、それを隠そうとして挙動不審になったりと、見る者が見ればすぐにばれそうな勢いだ。

　今も握ってくる手のひらの温もりに、顔が熱くなる。

「次は何が見たい？」

「あ、えっと……」

　言いかけた時、由香利の耳ににぎやかな声が届いた。声の方向に目を向ける。通りが交わる開けた場所に、人が集まっている。その向こうから拍手や歓声が聞こえてきた。

「大道芸か」

　ヴァルドエルの言葉に由香利は顔を輝かせた。

「歌や舞、演武をしたりするんだが………見るか？」

「見たい！」

　由香利は即座に頷いた。ヴァルドエルがそれに苦笑を浮かべる。

　映画や遊園地といったものがない異世界で、大道芸は数少ない娯楽の一つだ。日本でも時々街角で見かけるストリートパフォーマンス。バルーンアートやパントマイム。クラウンと呼ばれるピエロが行うジャグリングにマジック、アクロバットの数々。目の前で行われるそれらはテレビや映画とはまた違った興奮を人に与える。

　由香利もそういったものが好きで、街角で見かければ必ず足を止めていた。

　半ばヴァルドエルを引っ張るようにして人垣の間からのぞき込む。円を描くように周りを取り囲む人垣の中心では様々な芸が行われていた。

　華麗な舞を躍る細身の美女。楽器を演奏する数人の男女。五本のナイフでジャグリングをする青い髪の男性。魔法で水を自在に操って虹を作る魔術師。アクロバティックな動きをするのに、着地で失敗して笑いを誘う愚者。

「なにやってんだ」

　呆れたような低い声が隣から聞こえたが、由香利は気にせず目の前で繰り広げられるパフォーマンスに夢中になった。

　暫くそうして見ていれば、ジャグリングをしていた男と目があった。由香利の黒髪が珍しいのか青い瞳が興味深そうに細められ、にこりと笑った。

　見事なナイフのジャグリングを終え、男は優雅に頭を下げた。拍手がわき、由香利も手が痛くなるほど拍手と賛辞を送る。

「ここで今回特別に、お客様にも参加していただきたいと思います」

　五本のナイフを懐ふところにしまい、男がそう口にする。

「さて、誰にしようか」

　男がゆっくりと視線を巡らせた。誰もが自分が選ばれるのではないかと目を輝かせる。もちろん由香利もドキドキしながら青い瞳の男を注視した。男の手がゆっくりと持ち上がり、由香利に手を差し伸べてきた。周りの客たちが羨ましそうに由香利を見つめる。

「私!?」

　と叫ぶも、青髪の男はにっこりと笑うと首を振った。よく見れば差し出された指は微妙にずれていて、由香利は恨めしげに隣に立つヴァルドエルを見上げた。

「そこの体格のいい方。どうぞこちらへ」

「断る」

「どうぞこちらへ」

　即座に断ったのに、男は笑みを浮かべて手招きする。にこやかな笑顔なのに細められた瞳が有無を言わさぬ光を宿していた。

「ヴァル、行ってきて」

　由香利がヴァルドエルの太い腕を押せば、諦あきらめたように一つ大きく息を吐いた。ざっと客が分かれて目の前に道ができる。送り出すためにと手を離せば、一瞬ヴァルドエルが顔をしかめ即座に由香利の手を再び握った。

「え？　あの」

　強引に手を引かれて連れ出され、ヴァルドエルは最前列に由香利を座らせた。

「そこで見てろ。動くなよ」

　子供を諭すような言い草に由香利は少し頬を膨らませながらも素直に頷く。子ども扱いされたことに少し不満を感じるが、こんな間近な場所から大道芸を見られるのは正直にうれしい。

　ヴァルドエルは男に円陣の中央まで導かれていった。人々の視線を一身に受けているというのに、ヴァルドエルに気負いなどは見られず堂々としている。

「皆様にこれからお見せするのは華麗なる演武」

　男が言いながらヴァルドエルから距離を取った。距離にして十メートルほど。ヴァルドエルは一歩も動かず不満げに鼻を鳴らして腕を組んだ。演武に協力する気はないと、その態度が示している。構わず男は腰に吊るしていた二本の大型ナイフをすらりと抜く。刃渡りが二、三十センチほどあるナイフを男は苦も無くお手玉の要領で空中でくるくると回して見せる。銀色の刃が陽光を受けて輝く。それだけで客たちは拍手を送った。

　しばらくそうしてナイフを弄んでいた男の手が突然動きを変えた。男の手が閃き、きらりと光る物が目の前を横切る。何が起きたかわからぬまま見ていた由香利の耳に、ギンと甲高い音が響いた。見れば先ほどまで腕を組んでいたヴァルドエルが腰の剣を抜いている。何が起きたかを知ったのは、大型のナイフがヴァルドエルの左手に落ちてきた時だ。

　男の手から放たれたナイフ。それは遠慮のない本気の攻撃で、由香利をはじめ素人には誰の目にも捕らえることのできないほどの速さだった。それをヴァルドエルは顔色一つ変えずに腰の剣で空へ弾いたのだ。

　くるくると回転しながら落ちてくる大型のナイフ。それを空中で受取ろうとしたヴァルドエルの左の指が空を掴む。ナイフがどすっと音を立てて地面に突き刺さった。

「……………」

　格好良く空中で受け取るはずが、距離感を間違えたらしい。ナイフは指にかすりもせずに地面に刺さっている。手持ち無沙汰になった左手をヴァルドエルがわきわきと握ったり開いたりしているのがまたおかしい。

　しーんと静まった中で、由香利はこらえきれずに噴き出した。それを合図のように客たちも、どっと笑い始める。

　ヴァルドエルはごまかすように左手で灰色の髪をかき上げた。離れた位置では青髪の男が呆れたような顔で頭をかいている。

「大道芸人の俺よりうけるなよ」

「知るか」

　ヴァルドエルが短く言った瞬間、男が地を蹴った。手元に残ったナイフを閃かせる。ヴァルドエルは仕方なさそうに息を吐き、剣を構えた。

　そこからは剣とナイフの応酬だ。その場を動くことなくすべての攻撃を剣で弾くヴァルドエルと、その回りを踊るようにしてナイフを繰り出す男に、客からは歓声と喝采が上がる。

　ヴァルドエルが剣を振るところを見るのは初めてだった。華麗とは言えないが、豪胆な剣捌きは映画のワンシーンのようだ。その剣技と姿に、由香利は思わず感嘆の吐息を吐いた。

　剣とナイフが打ち合わされ、ヴァルドエルと男の間に距離があく。その一瞬に、ヴァルドエルの一つだけの黒い瞳が由香利を見つめた。遠くからでもはっきりとわかるほどの強い眼差しに、由香利の胸が高鳴った。目が合ったのは一瞬で、そこからはまた男とヴァルドエルの剣技が再開される。剣とナイフが再び打ち合わされ、鉄同士のぶつかる甲高い音が響いた。

　由香利は高鳴る胸を押さえた。ヴァルドエルの新たな姿を見るたびに好きになっていく。意識してからはなおさらに、抑えのきかない感情が溢れてきてどうしようもなくなる。

「格好いい」

　思わず漏れた言葉は心からの本音だ。するりと口をついて出た声は小さく、周りの歓声にかき消された。が、ヴァルドエルが由香利に視線を向ける。その表情にドキリとする。わずかに細められた瞳。そしてその唇には笑みがかすかに浮かんでいた。

　聞こえるはずがない。聞こえているはずがない。

　由香利の両隣りや後ろからも歓声が上がり、自分の声も聞こえにくいくらいなのだ。

「飽きた。終わらせるぞ」

　ヴァルドエルがぼそっと呟く。下段に構えた剣を下から掬い上げる。剣先がナイフを絡めとって空へと弾き飛ばした。

　おおっとどよめきの声が上がり、今度は回転しながら男のもとへとナイフが落ちてくる。それを華麗に片手で受け取って、男はどや顔で笑ってから頭を下げた。

「これで演目は終了でございます。ご満足いただけましたら、こちらの袋に寄付をお願い致します」

　袋を懐からさっと取り出してにこやかにそう告げ、それをヴァルドエルに押し付けた。

「おいっ」

「宜しく」

　焦るヴァルドエルに男は楽しそうに手をひらひら振った。

　戸惑っている間に、小銭を握りしめて子供たちが駆け寄ってくる。間近で見た剣戟に、興奮した様子で将来は自分も騎士になるのだと言い出す。傭兵であるヴァルドエルが騎士のようなスマートな対応ができるはずもなく、困惑気味にそれにただ頷いている。

「いやぁ、悪かったね、お嬢さん」

　明るく声をかけられて振り返れば、先ほどのジャグリングの男がすました顔で立っている。青い髪が風に揺れて、青い瞳は澄んだ色を湛えていた。無精ひげが年齢不詳にさせていて、それでも由香利よりは年上に見える。

「デートの邪魔をしたようだ」

「いえ、そんなことありません。すごく楽しかったです。こちらこそありがとうございます」

　由香利がてらいもなく笑えば男は目を丸め、それから後ろでまだもみくちゃにされているヴァルドエルに目をやる。

「あいつにはもったいないな」

　ぼそりと呟かれた言葉に由香利が首を傾げる。男はごまかすように咳払いをして笑みを浮かべた。

「俺はファニーバ。ヴァルと同じく傭兵をやってる」

　言葉に今度は由香利が目を丸めた。戦いが本職の傭兵がこんなところで大道芸をしていていいのだろうかと首を傾げた。疑問が顔に出ていたのだろう。ファニーバは笑みを深めた。

「傭兵だからといって戦ってばかりじゃないさ。時には道化をしたり、探し物をしたりして小銭を稼いだりもする。まあ、何でも屋みたいなもんだな」

「何でも屋さん」

　由香利はさらに首を傾げた。ヴァルドエルは傭兵の砦に毎日行っているが、そういった依頼を受けたなどという話は聞いたことがない。もっとも、ヴァルドエルがすべての話をしているかどうかは由香利には知りようのないことではあるが。

「今日はヴァルのお陰で稼げた。あいつの豪胆で鋭い剣は人を惹きつけるからな」

　それに由香利は大きく頷いた。素人目から見てもヴァルドエルの剣技は素晴らしく、ファニーバとの絶妙な駆け引きがあって目が離せなかった。

　ヴァルドエルの話なのに、自分が褒められたように嬉しくなって満面の笑みを浮かべる。ファニーバはそれに目を細めると由香利の頭に手を伸ばした。頭に触れる直前、その手が太い腕に阻まれる。ようやく人の囲みから抜け出てきたヴァルドエルが、ファニーバの腕を掴んでいた。

「触るな。由香利が減る」

「減るか阿呆！　どんだけ過保護だ」

　静かな物言いにファニーバが叫ぶ。そのファニーバの手にヴァルドエルは金でいっぱいになった袋を押し付けた。

「ラクセニア討伐で儲けたのに、また小銭稼ぎか」

「金は腐らない。あって困るもんじゃないってのは、お前の言葉だろ。それに一回の出撃で阿呆ほど稼ぐお前と違って、俺の収入は少ない」

「嘘つけ。お前も十分な稼ぎ頭だろ。それと阿呆は余計だ」

「阿呆じゃないなら馬鹿だな。特に頭は空っぽだ」

「まあ、そこは認める」

　否定するどころか肯定して見せて、さらに胸を張るヴァルドエルにファニーバは呆れ、大きく溜ため息いきを吐いた。

「まったく、そこを認めるのは真正の馬鹿だな。少しは頭に知識を詰め込むとか、物覚えをよくする工夫をしてみるとか考えないのか」

「ないな。今のままで十分」

「十分なわけないだろ。その馬鹿な頭を使ってよく思い出せ。お前、ひと月前に服作ったろ」

　唐突な質問に由香利はもちろん、当のヴァルドエルも首を捻ひねった。

「そうだったか？」

「そうなのっ！　で、その仕立て屋がいつまでたっても取りに来ないと苦情を言ってきた」

「お前にか？」

「傭兵団に、だ。仕立て屋に来た奴の様相を聞いたら、まんまお前だった」

「ほう」

「ほう、じゃない！　受け取りに行ってこい、今すぐ！」

「そうか。そう言われれば作ったような………あ！　アレか」

　ようやく思い出したのか、ヴァルドエルは大きく何度も頷くと由香利を見下ろしてにやりと唇をゆがめた。そのいやらしい笑みに由香利の笑顔が固まる。

「変な服？」

「いや、普通の服だ」

　とてもそうは思えない。

　さっさとこの場を後にしようとするヴァルドエルを引き留めて、由香利はファニーバに頭を下げた。

「無理させるなよ、馬鹿男」

　背中に送られてくる不穏な言葉に由香利は一抹の不安を覚えながらもヴァルドエルと共に広場を後にした。




　件の服屋から出たヴァルドエルは西の空を見上げて眉をひそめた。由香利も同じように空を見上げた。遠くから黒い雲が近づいているのが見えた。

「あれは、まずいな」

　ヴァルドエルが苦い顔をして呟く。青空を侵食するように広がっている雲が、生あるもののように近づいてくる。

「家まで持つかな」

「わからん。が、早く帰った方がよさそうだ」

　言いながらヴァルドエルが由香利の手を引く。それに逆らわず由香利も足を速めた。城壁を一つ越え、自宅まであと少しというところで、由香利の頭に冷たい雫が落ちてきた。

「あ、降ってきた」

　空を見上げれば黒く低い雲が広がっている。

「これ、持ってろ」

　ヴァルドエルが持っていた荷物を由香利に託す。ヴァルドエルの腕の中では小さく見えた荷物は、由香利が持つと一抱えはある。訳がわからないまま胸に抱いた由香利を、ヴァルドエルはその左腕で抱え上げた。

「走るぞ」

　慌てる由香利に低くそう言うと返事を待たずに走り出した。ぐんと体が揺れる。落とさないように荷物を抱えなおし、ヴァルドエルの肩に腕を回す。降ってくる雨粒が大きくなる。由香利の背をヴァルドエルの太い腕が支え、さらに速度が増した。

　由香利の黒い髪が後方に流れる。いつもゆっくりと歩く裏通りが凄い速さで過ぎ去り、由香利は歓声を上げた。が、上げた途端に舌を噛んで慌てて口を閉じる。

「口を閉じてろ。舌、噛むぞ」

　今更のように言われて、由香利は今度こそしっかりと口を閉じた。

　自宅にたどり着いて鍵を開けるのももどかしく中へ入り込み、ヴァルドエルは由香利を下ろしてその姿を上から下まで見てから目を細めた。ずぶ濡れというほどではないが、髪はしっとりと濡れて服も雨水を吸って重くなっている。足にまとわりつくスカートを気にしながら由香利は自分よりもずっと濡れているヴァルドエルを見上げた。

　ヴァルドエルは濡れたことを気にした風もなくタンスからタオルを取り出して、最初に由香利の髪を拭った。

「私はいいから。ほら、ヴァルだって濡れてるじゃない」

　由香利は渡されたタオルでヴァルドエルの濡れた肌を拭っていく。髪から雫が落ちて、由香利はわしゃわしゃと灰色の髪を拭った。

「風呂、沸かすか」

「今朝も入ったし、もったいないじゃない」

「由香利に風邪をひかれたら困る」

　雨に濡れて熱を出したことのある由香利は反論できず押し黙る。ヴァルドエルは苦笑すると風呂場に向かった。

　その間に由香利は濡れた衣服を脱いで干しておく。そこで、テーブルに置かれたままだった荷物に気づいた。油紙に包まれた服を取り出す。体は雨で濡れてしまったが、濡れないように抱えていたことと、油紙で包まれていたおかげで中の服は濡れずに済んだ。

「あ、あれ？」

　てっきり妙な衣服が出てくると思っていた由香利は、服を広げて声を上げた。ダーググレーワンピース。腰には黒い布が巻かれている。かなりシックな物だがどう見ても女性物で、由香利のサイズにぴったりだ。その下から出てきたのは、いつも通りの黒いシャツ。ボタンまで黒く、留めている糸すら黒い。タンスの中も黒いシャツだらけなのに、どれだけ同じ色をそろえれば気がすむのかと呆れる。

「由香利」

　ため息を吐いた時名前を呼ばれて、由香利は皺にならないようにワンピースとシャツを広げてから風呂場に向かった。

　朝に入ったばかりのお風呂はまだ温かく、若干ぬるめのお湯にゆっくりと浸かって体を温めてから風呂から上がる。ガウンを着て部屋に戻ると、先に湯を被っただけで満足したヴァルドエルが椅子に座って由香利を待っていた。

「体、温まったか？」

「大丈夫。ちゃんとぬくもったよ」

　子ども扱いされて由香利は口を尖らせながらも、証明してみせるようにヴァルドエルの頬に温かい手のひらを当てた。由香利の手の上に武骨で大きな手のひらが重ねられる。風呂上がりの由香利よりも熱い手のひらが、やんわりと細い指を握ってくる。

「ああ、温かいな。あの時と違う」

「あの時って……ああ、初めて会った日のこと？」

　すぐに思いついて由香利は頷いた。

　雨に濡れたのは、あの日以来だった。ずぶ濡れの由香利を同じくずぶ濡れのヴァルドエルが拾ってくれた。雨に濡れていたのにヴァルドエルの手のひらは温かかったと由香利は思い出す。

「由香利」

「なに？」

　手を握られたまま名前を呼ばれて聞けば、ヴァルドエルは何も言わず由香利を見上げてくる。一つしかない黒い瞳が一瞬揺れて、直後腕を引っ張られた。抗あらがう間もなくヴァルドエルの膝の上に載せられて、腕の中にすっぽりと納まる。

「やっと、俺を見たな」

「え？」

　何のことかわからず声を上げればヴァルドエルの腕の力が強まった。

「デートの間中、ずっと他のものばかり見ていただろ」

　当たり前のことを不満げに言われて由香利は目を瞬かせた。

　家では当たり前の話だが目新しいものはない。話し相手もフクロウがいなければヴァルドエルだけなので、彼しか見ないのは当然だった。しかし外に出れば見るべきものがたくさんある。新しいデザインの服に小物、可愛い雑貨においしそうな食べ物。初めていった場所では目を輝かせて、あちこち目移りするのは当然だ。だが、別にヴァルドエルを放っておいたつもりはない。途中からは手も繋いでいたし、なにより大道芸の時はヴァルドエルしか見ていなかった。

「デートってのもなかなか大変だな。由香利はよそ見をするし、見せつけたいと思っていたのに他の奴らに見られると、それはそれで腹が立つ」

「見せつけるって何を？」

「由香利が俺の女だって」

　言葉に由香利の心臓が慌ただしく音を立てる。ヴァルドエルに聞こえてしまうのではないかと思うほどの音に、由香利は落ち着けと自分自身に言い聞かせる。

　ヴァルドエルの性格、というより頭の構造から考えれば、特別な意味などないはずだ。以前の『好きで置いている』との言い回しと同じで、何かの比喩だと思えた。

「ち、ちゃんと、ヴァルも見てたよ」

「も、じゃ駄目だ」

　ヴァルドエルは拘束していた腕を外すと、正面から由香利の瞳を見据えた。

「俺だけを見ていろ。どこにも行かないように」

「大丈夫。ちゃんとヴァルの側にいるよ。約束もあるし」

「違う、そうじゃねえ。そうじゃねえんだ」

　いつもより低く、さらに強めに言われて驚く。腰に回された腕に力がこもった。ヴァルドエルは何かを言おうと口を開き、また閉じた。

「……頼みがある」

　ようやくヴァルドエルはそう口にした。いつもと違う遠慮がちな言葉に由香利は戸惑いながら首を傾げた。

「なに？」

「今日もらってきたあの服を、着てくれねえか」

「服って、あのグレーのワンピース？」

「ああ」

　寝る時間には早く、確かに寝間着代わりのガウンのままウロウロするのもためらわれた由香利は、なぜあのワンピースなのかと首を傾げながらもその提案に快く頷く。

　ヴァルドエルの膝から降りガウンを脱ごうとして手を止めた。振り返ればヴァルドエルがじっとこちらを見つめていて着替えにくい。

　全身、見られていないところはないともいえるくらいなのに、着替えるところを覗かれるのはなんだか恥ずかしい。それでもガウンを脱ぎ、コルセットはつけずに素肌に直接ワンピースをまとう。余計なフリルや飾りがないシックなワンピース。いつもは胸の前にボタンがついているのだが、これは背中側にボタンがついている仕様だった。そこではたと気づく。

「ねえ、これって一人で着られないんじゃない？」

　チャックならば一人で上げ下ろしできるが、いくら体が柔らかいとはいえ、背中側のボタンには手を伸ばしても届かない。

「お店の人、前後ろ間違えたのかな」

「いや、それでいいんだ」

　ヴァルドエルが言いながら立ち上がる。側に立つと手が届かない由香利の代わりにボタンをかけた。布越しに触れる指に体が勝手にピクリと反応する。ボタンをすべて留め、黒の腰帯で腰まわりのだぶつきをまとめる。

　ヴァルドエルは同じように今日もらってきたシャツを羽織る。ボタンまできっちり留めて、さらに黒のズボンをはいた。

「なんでわざわざ？」

　試着にしてはきっちりと着込みすぎている。

「俺は由香利の色を着てる。由香利は俺の色だ」

　言われてハッと自分の姿を見下ろした。

　ダーググレー、つまり濃い灰色は確かにヴァルドエルの髪の色。そして黒の帯はヴァルドエルの瞳の色だ。同じくヴァルドエルの着ているのはシャツもズボンも真っ黒。

「いや、ヴァルはいつも通りに見えるけど」

　いつもと代り映えのない服装に思わず笑ってしまう。ヴァルドエルはそれでも満足げに微笑んだ。

「これは特別にあつらえてもらった物だ。由香利の色だと思えばいつもと違う気分になるし、由香利が俺の色を着てるのを見るのは悪くねえ。こうして毎日俺だけを見ていれば、それだけでいい」

　まっすぐ向けられてくる真摯な瞳が、その言葉が嘘や冗談ではないことを語っている。あまりにもまっすぐな言葉と瞳に由香利は逃げるようにうつむいた。しかしその顎を取られて上向かされ、再び黒い瞳と見つめ合う。深い想いが宿るようなその目がすうっと細まった。

「今日のデートでよくわかった。由香利は放っておくとどこかへ行きそうな気がする。言葉で繋ぎ止めるとか、思いが伝わるまでとか悠長なこと言ってると、突然俺の前からいなくなる気がする」

「いなくならないよ。だって約束が」

「それだ。由香利はその約束だけで俺の側にいる。じゃあ、約束がなければ俺から離れるのか」

「それは………」

　由香利は言いよどんだ。側にいる理由は確かに約束があるからだ。だが、側にいたい理由は違う。好きだから側にいたい。けれど言えなくて、約束を盾して自分の思いを押し隠している。

「俺は、由香利のすべてが欲しい。ずっと側にいてくれ」

　言葉の意味を理解する前に抱き寄せられて腕の中にとらわれた。胸から伝わる熱い鼓動がいつもより速い。その音を聴いて、由香利の心臓も早鐘のように高鳴り始める。

　気持ちが高ぶりすぎて、由香利は思わず聞いていた。

「………私を、す、好きだと思っていいの？」

「好きじゃねえよ」

　即座に否定された。

　早鐘のように鳴っていた心臓がずきりと痛んだ。氷が混じっているのではないかと思うほど、流れている血が冷たく感じる。体が冷えて頭も冷めると、やはり全て何かの思い違いだったのだと考えた。気持ちの高ぶりに任せて馬鹿な質問をするのではなかったと激しく後悔する。

　視線から逃れるように顔を逸らした。顎にかかっていた指が離れ、由香利はそのままヴァルドエルから体も離す。さらに半歩、もう半歩離れた。

「なんで離れる。俺が嫌いなのか」

　由香利は首を振った。

　嫌いならどれだけよかっただろう。好きなのか、などと聞くのではなかった。言葉にしてしまったために、ヴァルドエルの気持ちを知ってしまった。

　これからのことを思って由香利は痛む胸を押さえた。好きではないと言われた男に抱かれる。由香利自身は好意を抱えたまま、体だけが愛される。心を置き去りにして。




　耐えられない、と思った。




「ごめん、ヴァル。私、約束守れない。私、エテルシアさんの所に行く」

「ああ？」

　不機嫌そのものの低い声が漏れてヴァルドエルが由香利に一歩詰めた。由香利は同じように一歩下がる。

「ふざけるなっ。俺は由香利が欲しいと言ってる。嫌いじゃねえなら離れるな」

　離れたくない。けれど、離れたい。相反する気持ちが心の中でせめぎ合って、苦しくて悲しくて涙が溢れた。自分ではどうすることもできない感情を持て余して、由香利はヴァルドエルを睨みつけた。

　いっそのことすべてぶちまけてしまおうか。

　好きだと言えば、由香利の気持ちを伝えれば、その重さに気づいて解放するに違いない。頭がどれほど悪くても、遠回しでない言葉ならわかるはずだ。

　遊びで抱くには本気の女は重すぎる。

「由香利……」

「好きなの！」

　由香利の告白にヴァルドエルが目を見開いた。

「…………エテルシアをか」

「違う！」

　見当違いの答えに思わず叫んだ。伝わらない気持ちに頭を抱えたくなる。激しく首を振って、由香利は視線を下げた。その瞳に、近づいてくる皮のブーツが映った。

　由香利は思わず身を引いた。だが、その前に腕を取られて抱き寄せられた。抵抗しようとした腕ごと捕らえられて、常にないほど強く抱かれる。

　動けないほど拘束された由香利の耳元に、ヴァルドエルが唇を寄せた。

「俺は自分が思っている以上に馬鹿だと思ってる」

　突然の、全く別の告白に由香利は今の状況も忘れて目を瞬かせた。

「今の言葉は俺が好きだと、俺を好いてくれていると思ってもいいものか？」

　低い声が耳に届いて、由香利は戸惑いながらも一つ頷いた。

　ヴァルドエルから大きなため息が漏れる。

「好きなら離れるな」

「でも、ヴァルは私のこと好きじゃないって！」

「好きじゃねえよ。好きなんかとっくに越えてる」

　冷静に言われた言葉に頭が真っ白になった。

　何を言われているのかわからなくて、ただ言葉を頭の中で繰り返す。

　好きを超えると何になるのか。少なくとも嫌いではないはずだ。ヴァルドエルの今までの行動と好きの向こうにあるものを考えて、由香利は一つの結論の行きついた。その結論に冷えていた体に一気に熱が駆け巡った。

　体に回された腕をどうにか引きはがして、由香利は見下ろしてくる黒い瞳をひたと見つめた。確認するようにじっと見つめる。

「好きじゃないって、好きを越えてるからってこと？」

「他にどんな意味がある？」
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　からかっている素振りも、嘘を言っているようにも見えない黒い瞳。本気で他の意味など考えていなかった様子に、由香利は今度こそ頭を抱えた。

「好きじゃないなんて言われてたら、嫌われてるって思うよ………」

「嫌いなわけねえだろ」

　再度抱きしめられて、由香利は抵抗なくその腕の中に納まった。

「心も手に入ったと思っても、いいんだな？」

　確かめるようにもう一度ゆっくりと聞かれて、由香利は今度はしっかりと大きく頷く。腰と背中に添えられた腕の力がさらに強まる。隙間を埋めるような力強さが今は心地よかった。

「私はヴァルを好きでいていいの？」

「当たり前だ。俺がそれを望んでる」

　黒い瞳が近づいて唇が重なった。触れるだけの唇が離れていき、それが笑みをかたどる。

「もっと望みを言えば、由香利には何もしてほしくねえんだ。俺が食事を与えて、服を脱がして、風呂で隅々まで洗って抱く。この服だってそのために作った。一度着てしまえば、俺がいねえと一人では脱ぐことはできねえだろ」

　後ろにあるボタンの意味に由香利はようやく気付いた。一人で着られないということは、一人で脱げないということでもある。

　こういった執着するような愛情表現を示す言葉が日本にはある。

「ヤンデレ………」

「やんでれ？」

　精神的に病むほどの異常な愛情表現。そう説明すれば、ヴァルドエルの瞳が楽しそうに細まった。その瞳に宿る光に頬がひきつる。

「俺にぴったりな表現だな」

　まさか肯定されるとは思わず、さらに頬がひきつる。厄介な男に惚れられてしまったらしい。けれど由香利も好きになってしまったのだから、もう逃げることは不可能と思われた。

「今すぐ抱きてえ」

　由香利の姿をもう一度上から下まで眺めてヴァルドエルは唇をゆがめた。

「……いやらしい顔してる」

「どんな顔だ」

「妄想中ですって顔」

「妄想、か。だが、すぐに現実になる」

　手の甲でするりと頬を撫でられた。見つめてくる瞳には熱がこもっていて、それは昨日までの三日間ずっと由香利に向けられていたものだ。ただそれだけで体の内側が騒いだ。

「せっかく着たのに、脱がすの？」

「俺が脱がすために俺が着せた」

　呆れた顔で見上げるが、ヴァルドエルの指はすでに由香利の背後に回っていて、抱き寄せながらも留めているボタンを一つ一つ外していく。

　半分まで外したところで、手が入り込み背中を指が這った。

「ん……」

　消え入るような声がヴァルドエルの唇に奪われた。温かく柔らかな唇を割り開き、熱い舌が差し込まれる。背中を辿っていた指が上に上がり、頭の後ろに添えられた。頭を固定されて逃げられなくすると、遠慮のない愛撫がすぐに始まる。調べるようにじっくりと舌が口内を這いまわり、こぼれた唾液が口の端から流れ落ちる。もう片方の手は布越しに背中を撫でおろして尻まで行ってまた戻り、器用な指先が残ったボタンを外していく。

　こぼれた唾液を掬い取るように唇を辿らせ、由香利の首元でヴァルドエルは胸にたまった息を吐いた。

「堪んねえ。このまま喰っちまいてえ」

　ある意味食べられている、と由香利は思うも、そんな言葉を口にする前にヴァルドエルは由香利を抱え上げてベッドに運んだ。

「ヴァル、ちょっと、ストップ」

　覆いかぶさってくる大きな体をどうにか細腕で止める。ヴァルドエルは不満げに由香利を見下ろした。

「由香利はいつもいいところで俺を止めるな」

「いいところって………そうじゃなくて、せっかくの服が皺になるから」

　脱ぐから少し待ってほしいと訴えれば小さく息を吐かれてのしかかっていた体が引く。半身を起こして腰帯をほどく。その間にヴァルドエルも自分の衣服をさっさと脱いだ。由香利の色だと言った服のせいか、いつもならば床に放り投げるのに皺にならないように広げて床に置いた。

　掛けることはしないんだと思いながらも由香利はワンピースも手早く脱いで丁寧に腰帯と共にたたんでおく。抱かれる準備をしているようで恥ずかしいが、ヴァルドエルの色だと言われた服を粗末には扱えない。

　たたみ終わった途端にヴァルドエルが由香利を組み敷いた。唇をふさがれ、瞼や頬に何度も口づけられる。

　胸の先端を指先でくすぐられて甘い声が漏れた。優しい手つきで弄られ、舌で舐められる。立ち上がった蕾を強く吸われて声と共に腰が跳ねた。性急に求めながらも、指や舌はどこまでも優しい。いつもと同じ愛撫なのに、昨日と少し違うように感じるのは思いが通じ合ったからだろうか。

　由香利の全身を味わうように愛撫していたヴァルドエルは、何かに耐えるように熱い息を吐いた。

「俺がどれだけ我慢していたか知ってるか」

「我慢？　ヴァルがいつ我慢なんて」

「いつも我慢してた。優しくしなけりゃ由香利は逃げると思ってたから」

　由香利は目を見開いた。

　優しくしてほしいといつも言っていた。最初からずっと。それをヴァルドエルはずっと守ってくれていたのだ。そう思えない部分も多々あったが、それでもヴァルドエルが触れてくる手は常に優しかった。

　ヤンデレを即座に肯定するほどだ。ヴァルドエルの中には激しい激情があったに違いない。

　熱い肉棒が性急な動きで秘裂を撫でる。くちゅりくちゅりと音をさせて擦り付けられる熱い塊。由香利はヴァルドエルに手を伸ばした。頬に両手を添えて一つだけの瞳を見つめる。

「ヴァル、私は逃げないから。だから、ヴァルの思うまま………激しく抱いて」

　ヴァルドエルの表情が一瞬固まる。だが次の瞬間、由香利の中に熱い肉棒が一気に奥まで差し込まれた。

「ああぁっ!!」

　迎え入れた肉棒は、いつもよりも大きく堅い。ヴァルドエルの形に慣れた中がその質量と熱さに震える。埋め込まれた杭は、じっとしているわけはなくすぐさま動き始める。擦り付けられる熱に浮かされたように由香利は声を上げた。それにヴァルドエルの熱い吐息が混じる。

「あぁ、由香利………由香利っ」

　穿ちながら呼ぶ声が甘く切なくて由香利も何度もヴァルドエルの名を呼ぶ。

「ヴァル……もっと」

　ずんっと突きたてられて世界が白く弾ける。嬌声を上げて身をよじる由香利にヴァルドエルは覆いかぶさって、その耳に唇を寄せた。囁かれる低い言葉が飛びかけた意識を取り戻させる。

「好きだ、由香利。愛してる」

　一度もヴァルドエルの口からは出たこともない言葉だったのに、どこかで聞いたことがあるようなセリフ。熱い思いに心が満たされる。

「ヴァル、私も……私も好き」

　上になり下になり、体勢を変えながら奥を攻められる。白い世界を見せられるたびに意識が飛び、好きだと言われて戻る。

「由香利！」

　叫びと共に最奥を突かれ、そこに熱いしぶきを放たれ、由香利は背中を弓なりに反らした。ぐったりとベッドに身を横たえた由香利の頭に大きな手が乗る。見上げれば満ち足りた笑みを浮かべるヴァルドエルがいた。

「やっと由香利の体と心が手に入った。ようやく俺だけのものになったな」

「満足……した？」

「ああ、そうだな。やっと、満足できた」

「そっか」

　由香利はふんわりと笑う。

　満足できるまでは側にいる。その約束は果たされた。けれど、由香利はもう離れるつもりなどない。そしてヤンデレの男は由香利を離さないだろう。激しく熱い思いを由香利にぶつけて。

　激しくされるのは求められていると思えてうれしい。けれど、体のそこかしこに残るだるさと痛みから、やはり優しい方がいいなとも思う。

「側にいろよ。次からは優しくしてやるから」

　心の声が聞こえたかのようなヴァルドエルの言葉に由香利は頷いて、その厚い胸板にすり寄った。

「ずっと側にいるよ。だからこれからもずっと………優しく啼かせて」

　満足げに笑むヴァルドエルと幸せそうな由香利の唇が、新たな約束を誓うようにゆっくりと重なった。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、印刷出版と異なる表記になっている場合があります。

また本作品で紹介したｗｅｂサイトのＵＲＬは印刷出版した時点の情報となります。リンク切れや情報が異なる場合があります。
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